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プロローグ

「悪い子ですね」

「なに、想像してたんですか？ 」

「キスマーク、消えたから」

「嫌いって言ったくせに」

「好きにしていいってこと？ 」

「…… 近すぎ」

わるいこと、ぜんぶ。

エピローグ

番外編　水曜日の放課後は、カーテンの裏側で。

あとがき

コメント
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　打ち明けるつもりなんて、なかった。ただ、早くこの気持ちが消えますようにって、静かにその時を待っていただけ。

　私は〝いい子〟だから、先生に恋こいしたりしないの。結ばれたいなんて、思ったりしない。

　見ているだけで……。




「会長、悪い子ですね」

　だから、お願い。誰だれも、気づかないで。

「……秘密にして」

「いいですよ。その代わり……」




　毎週水曜日、放課後。君が私に触ふれる。

　その先に、何かが始まったりなんて……。

　そんなの、ありえない。
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「おはようございます、会長」

「おはようございます」

　多くの生徒が行き交かう、高校の正門前。私、伊い吹ぶき雛ひな子こは、周りからかけられる朝のあいさつの声に、笑え顔がおを返した。

　全校生徒のほとんどが私の存在を知っているけど、それに反して私の名前を呼ぶ人はほとんどいない。

　昨年、二年生の時に生徒会長になった私は、校内では「会長」と呼ばれていた。

　校則通り、膝ひざより少し短いだけのスカート。少しも着き崩くずすことなくぴっしりと整った制服。真っ黒な長い髪かみの毛は、耳の下でふたつに結んでいる。

　品行方正。悪く言えば、くそ真ま面じ目め。そんな私の唯ゆい一いつの秘密、それは……。




「おはよう、伊吹。今日も頑がん張ばろうな」




　後ろからかけられた、男性の声にドキッとして、自然と背筋がシャキッと伸のびた。

　振ふり向く前にササッと前髪を手で整える。

「お、おはようございます。……矢や野の先生」

　振り向いた先にいたのは、生徒会顧こ問もんの矢野先生。銀ぎん縁ぶち眼鏡の奥では、細めた目が笑っている。歳としは二十五。イケメンで、物もの腰ごしもやわらかくて、誰にでも優やさしくて、担当している数学の授業は楽しいし分かりやすい。男女問わず生徒には大人気。

　そんな先生が、モテないなんてことはもちろんないわけで。私も、例外じゃない。

　私の秘密。それは、先生に恋をしていること。

「今日は何を話し合うんだっけ？」

「今日はですね、そろそろ学園祭の話し合いを始めようと思ってます」

「そっか、もう学園祭なのか。早いな。うちの学校、春にやるもんな」

「はい。会長になってからは初めてなので、緊きん張ちようしちゃいますね……」

「伊吹なら大だい丈じよう夫ぶだよ」

　私だけに向けられた言葉と笑顔に、胸がぎゅっと苦しくなる。だけど、気づかれてはいけない。誰にも。……本人にすら。

　私は、熱くなる自分の頰ほおに気づいて、目をそらす。だって、先生には……。

「おはようございます、会長、先生」

　タタッと駆かけてくる靴くつ音おとと同時に、私たちに向けられたあいさつに、私は隣となりを見た。

　知ち花か宏ひろ之ゆき。ひとつ下の二年生。彼は、生徒会の書記をしている。

「おはよう、知花くん」

「もー、会長、何回も言ってるじゃないですか。名字呼びやめてくださいって」

　やわらかそうな茶色い髪を揺ゆらして、知花くんは苦笑いをする。

　制服のブレザーはボタンをとめずに全開だし、指定のネクタイもしていない。その茶ちや髪ぱつはどう見ても天然のそれではないし、見た目の時点で校則違い反はんだらけの彼が生徒会のメンバーに選ばれた時には、とても驚おどろいた。なんというか、ひと言で表すならば、「チャラい」。

　だけど、言こと葉ばづかいはいつもとても丁てい寧ねいで、常に敬語。そして、人ひと懐なつこい笑顔。彼が生徒会にいるのは、彼自身の持つ人ひと柄がらのためなのだろう。

「名字だと女みたいだから嫌いやなんですよ。すぐ『知花ちゃん』って馬ば鹿かにされて呼ばれるし」

「皆みんな、知花くんのこと大好きなのね」

「あ、また名字呼びですか。会長ひどい」

「ごめんね。私、男子のこと下の名前で呼んだことないから、ちょっと抵てい抗こうあって」

「マジですか、可愛かわいいですね」

「年上をからかうのはやめること」

「ははっ」
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　そんな私たちのやり取りを見て、矢野先生は隣でくすくすと笑う。

「俺から見たら、ふたりとも可愛いけどな。いいな、若くて」

「せ、先生だって、私たちとそんなに変わらないじゃないですか……」

「ないない。俺なんかもう二十五だよ。おじさんだって」

　そうやって、〝先生〟だからと、すぐに線引きをされる。分かっている。この恋には、望みなんかない。

　笑いながら眼鏡をクイッと上げる先生の左手の薬指には、シルバーの指輪が太陽の光でキラッと輝かがやいている。その意味は、ちゃんと知っている。

　入にゆう籍せきこそまだしていないものの、婚こん約やく中からすでに結婚指輪を身につけているのだと聞いたことがある。だから、消さなきゃいけない。こんな気持ちは。

　私は、どんな顔をしていたんだろう。知花くんが、じーっと私を見ていた。

「な、なに？　知花くん」

　ハッとして、表情を取り繕つくろう。

「いえ。俺、今日日直だから、生徒会室に行くの、少し遅おくれちゃうかもしれないです」

「そう、分かった。いない時間に話し合ったことは、後でちゃんと教えるから大丈夫だよ」

「ありがとうございます。じゃあ、先に行きますね」

　知花くんはにっこりと笑い、軽く手を上げて、走りながら校舎へ向かう。

「あっ、知花くん！　今度服装検査だからね！　それ、何とかしてこなきゃだめだよ！」

「会長ー、名字で呼ばないでくださいってばー！」

「こら、ごまかさないの！」

　背中に呼びかけても、すぐに姿は小さくなって、校舎の中へ消えた。

「もう……」

　と、呆あきれながら私がため息をつくと、矢野先生はまた笑った。

「生徒会は、皆仲いいよな。会長がしっかりしてるから、顧問としてもやりやすいよ」

「結構大変なんですよ。私、本当は、人に指示したりとか、まとめたりするのとか苦手なので……。周りが助けてくれるから、何とかやれてるだけなんです」

「伊吹の人望のおかげじゃないか？　いい子だからな」

　その言葉に、私は先生を見上げて微笑ほほえんだ。

　〝いい子〟……か。分かってはいるけど、子供扱あつかい。

　真面目で融ゆう通ずうの利きかない私は、〝いい子〟なんて、昔から言われ続けていた。そこには、もちろんいい意味ばかりが含ふくまれていたわけではなくて、たくさん皮肉のようにも言われてきた。でも、矢野先生に言われるのは、嫌きらいじゃない。

「じゃあ、俺も先に行くな」

「あ、はい……」

　先生は時計を見て、私に別れを告げる。背中を名残なごり惜おしく見つめ、私も校舎へ向かった。




　放課後になり、荷物をまとめて生徒会室へ。中に入ると、副会長の河かわ北きたくんがすでにいた。

「河北くん、おはよう。早いね」

「おはよ。俺のクラス、今日ホームルームなかったからさ」

　河北くんは、さすが生徒会の一員といった感じで、黒い髪の毛は全くいじっていないようだし、制服も着崩すことなく綺き麗れい。だからといって野や暮ぼったいわけでもなく、清潔感のある爽さわやかな印象の男子。

　知花くんとは違ちがったタイプではあるけれど、彼もとても人当たりが良くて優しい。慣れない会長職を務める私を、何度助けてもらったか分からない。

「おはようございます」

「おはようございまーす」

　会計や、庶しよ務むの生徒もほぼ同時に生徒会室に集合して、最後に矢野先生が「遅れてごめん」と、やってきた。

「揃そろいましたので、始めたいと思います」

　席についた皆を見み渡わたして立つと、河北くんが手を挙げた。

「待って会長、まだ宏之来てないけど」

「あ、知花くんは日直だそうなので、先に始めてますって言ってあります」

　そう言って話を進めていると、しばらく経たってから知花くんが中に入ってきた。

　話し合いをしながら、私は何度も時計を気にした。今日は、水曜日。




　話し合いが終わり、皆が退室しても、知花くんはまだ席について記帳を続けていた。私は、そんな彼のそばで、議会の最初に話し合っていたことを口頭で教える。

「すいません、会長。皆帰ったし、会長も帰ってもらって大丈夫ですよ。あとは、書記長が残していってくれたのを写すだけなんで」

「気にしないで。朝に約束したでしょ。いなかった時間分のことは、教えるからって」

「ありがとうございます」

　ニコッと人懐こくて可愛い笑え顔がおを向けられて、少しの罪悪感が芽生えた。知花くんが居ようと居まいと、私は生徒会室に残るつもりだったから。




　ふたりで後片付けも終え、私は生徒会室の鍵かぎを手にした。

　席を立ちはしたものの、いつまで経っても出ていこうとしない私を、知花くんはドアの近くで不思議そうに振り返る。

「帰らないんですか、会長」

「えっと……、うん。ちょっとまだやらなきゃいけないことがあって……」

「えっ!?　そうだったんですか!?　それなら、俺のことほっといてよかったのに。今度は俺が手伝いますよ」

「ううん、平気。ひとりで充じゆう分ぶんだから……」

　顔の前で手を振ふる私を、知花くんは申し訳なさそうに見て、ドアを開けた。

「……そうですか。じゃあ……お疲つかれ様でした」

「うん、お疲れ様でした」

　知花くんの姿を見送り、大きく息を吐はいた。本当は仕事なんかないから胸が痛む。

　誰だれもいなくなった生徒会室で、私は窓ぎわのカーテンの隙すき間まから外を見た。

　向かい側の校舎。少し視線を落とせば、二階の教室が見える。この生徒会室と同じように、カーテンが閉まっている。図書準備室。

　この時間になるといつも閉まっているそのカーテンは、少し隙間が開いていて、窓ぎわにいる人の姿が見えてしまう。

　ひとりの女子生徒がカーテンに背を向けていて、その目の前には男性教きよう諭ゆ。矢野先生。

　学校の外に婚約者のいる矢野先生は、毎週水曜日、生徒会が終わってから、悪いことをするのが好きみたい。

　生徒に大人気なあの人は、大人気だからこそ、その相手には困ることがない。

　それを、私は毎週見ている。……見ている、だけ。

　その現場を見つけたからと言って、先生も相手の生徒のことも、どうするつもりもない。

　先生に告白をすれば、あそこにいるのは私なのかもしれない。でも……。




『伊吹はいい子だからな』




　私、いい子なんかじゃない。先生に恋こいをして、そんな先生は悪い人で。風紀の乱れを正すはずである生徒会長の私は、それを……。

「会長、まだいるんですか？」

「っ!!」

　扉とびらがコンコンと二回ノックされ、間かん髪はつを容いれずに開いた扉から顔を出したのは、知花くんだった。

「ど、どうしたの？　知花くん、忘れ物？」

　動どう揺ようを悟さとられないようにと、後ろ手でカーテンをぎゅっと握にぎる。

　とっさに作った笑顔は、上手うまく出来ているか分からない。

「んー、忘れ物っていうか……」

　知花くんは歯切れ悪く答えながら、こちらに近づいてきた。迷うことなく、真っ直すぐに私のもとへ。

「会長」

「な、なに……？」

　ついに知花くんは私のすぐ目の前に。

　胸の音が、ドキドキとうるさい。知花くんが手を伸のばし、私の後ろのカーテンに手をかける。

　だめ……！　カーテンの向こう側を見られたら……！

「ま、待って、知花くん！　ここは……！」

　カーテンの境目を庇かばうように、ギュッと押さえる。

　自分の行動が怪あやしいことは、分かっていた。でも、だめ。ここだけは。

「ふーん……。やっぱり、会長も知ってたんだ」

　……やっぱり？　恐おそる恐る視線を重ねると、そこには笑った顔……。

「知ってますよ。向こう側で、矢野先生が生徒としてること」

「ち、知花くん……？」

　淡たん々たんと話すその姿に、変な汗あせが止まらなくなる。

　知花くん、どうして……。

「会長って、矢野先生のことが好きなんじゃなかったんですか？」

　見み透すかしたような眼まな差ざしに、ぎゅっと身が縮まる。

「ど、どうして、それ……」

「見てれば分かりますよ、普ふ通つう。会長、分かりやすすぎ」

　私が分かりやすいと言うのなら、もしかして矢野先生自身にも、この気持ちが……？

　どうしよう。ずっと秘密にしてきたのに。これからも、秘密にしていくはずだったのに。

　知花くんの目を見れない。心臓の音がうるさすぎて、全すべての音がかき消される。

「好きな人があんなことやってんの見て楽しいですか？　しかも婚こん約やく者までいる人ですよ。結構クズなん──」

「秘密にして……！」

　知花くんの言葉を遮さえぎり、私は叫さけぶ。

「お願い……。誰にも言わないで」

　私は、どんな表情をしていたんだろう。きっと、絶望感に溢あふれた表情に違いない。

　そんな私を見て、知花くんは眉まゆを寄せた。

「庇うんですね。そんなに好きなんだ」

　好き。あんな人だと知っていても。好きだから、諦あきらめたい。

　早く、早く、早く。

「好き……だけど。こんな気持ち、いらないの」

　私は〝いい子〟だから、先生に恋したりしない。だから。

「忘れられるなら、忘れたい。好きなんて……やめたい」

　自分でコントロール出来るのなら、今すぐにでも。

「教師が学校で生徒とヤッてんのを見て、さらに秘密にしてほしいとか、やばすぎ」

「そ、そんなものすごい言い方しないで……。お願い……。何でもするから」

　私は〝いい子〟だから、先生の不ふ祥しよう事じなんて知らないし、黙だまって見続けたりしない。だから、隠かくし通さなくちゃいけない。どんなことをしてでも。

「会長、悪い子ですね」

　手に触ふれられて、ドキッと大きく心臓が跳はねた。

　悪い子？　私が？

「忘れたいって言いましたよね」

「言ったよ……」

「本当に？」

「……本当」

「じゃあ……、俺が忘れさせてあげましょうか？」

　先生の笑顔が浮うかぶ。

　忘れさせる？　無理だよ、そんなの。

「なんで知花くんが……」

「俺、会長に興味があるんです」

　にっこりと人当たりの良さそうな笑え顔がおで、そんな言葉……。

　嫌いやな感情が、胸に広がる。

「なに……、興味って……」

「俺、会長のことは真ま面じ目めないい子ちゃんだと思ってたんです。矢野先生のアレも、言えなくて、本当は自分だけで抱かかえてるのが辛つらいんじゃないか、とか」

　知花くんは、私が困っているのだと思って、あえて一いつ緒しよにあの光景を見たのだろうか。私は、そんなに綺き麗れいな人間じゃない。

「真面目な生徒会長のふりして、本当はどんな顔をすんのかなって。すごく興味があります」

「バカにしてるの？　それなら、私」

「何でもするんじゃなかったんですか？」

「っ！」

「言っちゃおっかな。矢野先生は、毎週生徒と──」

「分かった！　……分かった……から」

　わざとらしく、扉の向こう側へと大きな声を出す知花くんを、私は慌あわてて口を塞ふさいで止めた。

　「はい」と、やっぱり彼は悪びれもせず可愛かわいく笑い、私の手をぎゅっと握った。

「秘密にしますよ。約束。その代わり、毎週水曜日、生徒会が終わったあと、俺とここで会ってください」

「……それだけでいいの？」

　もっと、何かすごいことを要求されると思っていたから、拍ひよう子し抜ぬけする。

　知花くんは目をパチパチと瞬またたいて、フッと笑った。

「あんなもん隠れて見てたくせに、ずいぶんピュアなんですね」

「え……」

　知花くんに握られた手は彼のもとへと引き寄せられ、頰ほおに触れる。

「もちろん、会うだけで済ますつもりないけど」

「……っ！」

　想像するのは、どうしたってあのカーテンの向こう側の行こう為い。

「どうします？　やめる？」

　からかうような表情を向けられて、私は知花くんを睨にらんだ。

「やめない……」

　ぐっと涙なみだをこらえて、言葉を絞しぼり出す私に、知花くんはにっこりと笑った。




「やっぱり会長は、悪い子です」
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　君の前では、悪い子で構わない。

　この恋こいを守れるなら、なんだって。

　震ふるえる指先に気づかれないように、力を込めた。




　水曜日、放課後の生徒会室。秘密がはじまる。
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　少しも眠ねむれず、翌日。私はフラフラとおぼつかない足元で、どうにか学校まで歩いてきた。

　睡すい眠みん不足で、気持ち悪い……。昨日の知花くんが、頭から離はなれない。見た目に反して礼れい儀ぎ正しい後こう輩はい……だと思っていたのに。あんな返事をして、私……。

　風が吹ふき抜ぬけて、ぶるっと身を震わせる。私は、早さつ速そく後こう悔かいしていた。

　はぁ……と、うつむいてため息をつくと、

「おはよう、伊吹」

「っ！」

　背後から声をかけられ、ビクッと一気に背筋が伸のびた。恐おそる恐る振ふり向くと、そこには矢野先生。

「あ、おはようございます……」

　頑がん張ばって愛あい想そ笑いを返すけど、私の気持ちなんて知るわけもない先生は、いつも通り爽さわやかに白い歯を見せて笑う。

「どうした？　なんか元気ないんじゃないか？」

「えっ？　いえ、全然です……！　学園祭のことで、やることが増えてきたから、疲つかれてるのかも」

　元気ないなんて、そんなのはあなたのせいです。そんなふうに思うことも、噓うそではないけど……。様子が変だって気づいてくれたと嬉うれしくなる私は、どうしようもない。

　本当にバカなんじゃないの。毎週……見てるくせに。それでも、まだ好きなんて。

　先生も、こんなに普ふ通つうに出来るなんて、信じられない。

　少し視線を落とせば、先生の左手には、シンプルなシルバーの指輪が光っている。

「おはようございまーす、会長！　矢野先生！」

「おう、おはよう、元気だな」

　タタッと走ってくる靴くつ音おとと共に発せられた元気なあいさつに、矢野先生はすぐに振り返って応こたえるのに、私はその場で固まってしまった。

　振り向かなくても、声で分かる。知花くん……。

　知花くんは矢野先生と楽しそうに雑談を始めたけど、私は怖こわくて少しも動けない。このツーショットは、私から見れば地じ獄ごく絵え図ずでしかない。

　知花くん、黙っていてくれるって言ったけど、本当なのかな。

　微び動どうだにしない私を、知花くんは下から覗のぞき込む。

「会長？」

「えっ、な、なに……」

「おはようございます」

「おはよう……」

　何も知らなければ、人ひと懐なつっこい笑顔に見える。……何も、知らなければ。

「伊吹な、ちょっと疲れてるんだってさ」

「そうなんですか」

　矢野先生に私の様子を説明され、知花くんは一いつ瞬しゆん笑顔を消した。そして、ぐいっと私の腕うでを強く引き、耳に唇くちびるを寄せる。

「っわ……!?」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、今日はまだ木曜なんで」

「っ！」

　私は反射的に彼から離れ、耳を手で押さえる。

　吐と息いきが、めちゃくちゃ近かった……！

「会長、真っ赤ですよ。具合悪かったら保健室行ったらどうですか？」

「……平気」

　誰だれのせいなの。そんな気持ちを込めて眼まな差ざしを向けても、知花くんはただあしらうように軽く笑うばかり。

「あっ、宏之！　ねー、ちゃんと持ってきた？　昨日話した本」

「おはよ、日ひ高だか。もちろん持ってきてるって」

「本当!?　ありがとう～っ。早く行こ！」

　そこで、知花くんの女友達がやってきて、サッと手を奪うばっていった。

「あいつの周り、いつも賑にぎやかだよな」

　矢野先生は、小さくなっていく知花くんたちの背中を見ながら、苦笑いをする。

「そうですね……」

　私は返事をしながら、ずっと気持ちを重たくさせていた。




[image: ]




　それから週が変わって、また水曜日がやってきた。一週間なんて、早すぎる。

「おはようございます、会長」

　知花くんは毎朝会うと、必ず自らあいさつをしてくれる。校門をくぐってすぐの所で笑え顔がおを見せられ、思わずため息。

　知花くんは、いつも通りに振る舞まえるんだ……。

「あいさつ返さないでため息つくとか、傷つくなー」

　わざとらしく抗こう議ぎをされ、私は言葉に詰つまる。そんなこと、微み塵じんも思っていないくせに。

「愛いとしの矢野先生じゃなくて、がっかりしたとか？」

「！　ちょ、声が大きい……！」

　慌あわてて周りを見み渡わたすと、登校してくるたくさんの生徒の中に、彼を見つけた。制服の中で、ひとりだけ服装が違ちがうからだとか、すぐに目に入った理由はそういうんじゃない。

「おはよう。今日も仲いいな、ふたりとも」

「おはようございます、矢野先生……」

　近付いてきた矢野先生にあいさつをして、私は少しうつむいた。顔が赤くなっているのを、矢野先生よりももっと、知花くんに見られたくない。

　先生は今日もいつも通り。そんないい顔を私たちに見せて、きっとまた放課後には……。

「おはよう、先生ー！　あのね、昨日先生に教えてもらった問題、ちゃんとやってきたんだよ！　偉えらくない？　今すぐ見て褒ほめて！」

「はいはい。じゃあ、伊吹たち、また後でな」

　女子生徒がひとり駆かけ寄ってきて、先生は軽く手を上げてひと足先に校舎へ向かう。

　先生は人気があって、それは昨日も今日も変わらない。先生自身も周りの皆みんなも、何事も無かったみたいに。それはつまり、まだ誰も先生のしていることに気づいていないというわけで。

　知花くん、本当に秘密にしてくれてるんだ……。




「あれっ、ヒナ、何やってんの？」

　放課後、次々と帰り支じ度たくをするクラスメイトを見ながら、私は自分の席でじっとしていた。不思議そうに顔を覗くのは、友達の遠えん藤どうさゆ。

「今日生徒会じゃなかったっけ。いっつもさぁ、めっちゃ早く行くじゃん」

「うん……、そうなんだけど」

「サボり？　いいなぁ。うちもサボりたい」

「サボらないけど……。あと、さゆもサボっちゃだめだよ。野球部のマネージャー、ひとりしかいないんだから」

「汗あせくさいんだもん」

　冗じよう談だんっぽく笑うさゆを見て、愛想笑いを返す。

　行かない。そんな選せん択たく肢しは、私にはない。だって、会長なんだから。誰よりも頑張らなきゃいけないんだから。でも……。

「遠藤～、今日の部活、ミーティングのみだってよ」

「えー！　やったー！　今日は汗くさくないっ！」

　ひとりの野球部員に呼ばれ、さゆはぴょんっと飛び上がって喜び、私に手を振った。

　賑やかな様子にクスッと笑ってしまうけど、その姿を見送り、すぐにため息をひとつ。

　私も行かないと。生徒会長なんだから。




『会長、悪い子ですね』

　頭の中で聞こえた知花くんの声に、ぶんっと首を振ふる。

　違う。私は、〝いい子〟なんだから。

　通学用のかばんに物を詰めて、立ち上がった。




　生徒会室に入ると、すでに知花くんと副会長の河北くんがいて、ふたりで雑談をしている最中だった。

「おはよう……ございます」

　朝でもないのに交かわすこの不思議なあいさつも、すでに言い慣れた。力なく声をかけると、ふたりはすぐにこちらを向く。

「おはよう、会長。めずらしいな、一番乗りじゃないなんて」

「うん、ちょっと友達と話してて。今日も河北くんに負けちゃったね」

「これ、勝負だったんだ？」

　ははっと爽さわやかに笑う河北くんに苦く笑しようを向けて、知花くんを見る。

「おはようございます、会長」

「……おはよう」

　その笑顔の裏で、何を考えているんだろう。

　私はゴクッと息を飲み込んで、知花くんひとりだけに聞こえるように、囁ささやく。

「知花くん、生徒会が終わったら、話があるんだけど、……いいかな？」

　私から切り出されたことに驚おどろいたのだろうか。知花くんは一瞬だけ目を見開いたけど、すぐにまた人懐っこい表情を作り直した。

「はい」




「それでは、今回はこれで終しゆう了りようです。お疲つかれさまでした」

　私からのそんな言葉を皮切りに、生徒会の皆は一いつ斉せいに席を立つけど、私は座ったまま動かない。資料を机に広げ、眺ながめる……ふり。

「会長大丈夫？　いつもひとりだけ残ってるじゃん。やれることあるなら俺も手伝うよ」

「う、ううん、わざわざありがとう、河北くん。でも平気。えーと、……あ、そうそう、資料を見返したら、鍵かぎしめて帰るから……」

　心配してくれた河北くんについた急ごしらえの噓うそは、バレていないだろうか。真っすぐに見ることが出来ずに、つい目が泳いでしまう。

　そんな私の様子に、知花くんが口にこぶしを当てて笑いをこらえていた。

　隠かくすなら、もっとちゃんと隠しなさい。わざとでしょ。




　皆が生徒会室を出ていっても、私と知花くんはそこに残っていた。

　先ほどからずっと、クスクスと笑い声がする。

「……いつまで笑ってるの？」

「失礼しました、会長」

　感情を込める気がないなら、言わなくていい。

　ため息をついて、自分の手を自分で握にぎる。情けない、震ふるえてる……。

　書記の席に座っていた知花くんは、ガタンと音を立てて椅い子すから立ち上がる。

　ビクッと自分の肩かたが怯おびえたのを感じ取ったと思ったら、彼はすでにすぐそばにいた。

「会長」

「っ……」

　肩に手を添そえられ、声が出ない。

「会長、見て。後ろ」

「え……」

　会長の席は、一番窓に近い場所にある。振り返ると、向かいの校舎に、ひとつ明かりが灯ともっていた。カーテンが閉まった、図書準備室。そこには矢野先生と……。

「あれ？　あの子、朝に先生に寄ってきた子じゃないですか？」

　今日もカーテンの閉め方が甘い。隙すき間まと言うにはそこそこ大きく開いているそこからは、矢野先生にぴったりと寄り添う女子生徒。朝、先生に勉強を見てほしいと言っていた、あの子。

　先生を見た瞬しゆん間かんに、震えていたはずの手からは力が抜ぬけて、それを知花くんは見み逃のがさなかった。ぎゅっと強く腕うでをつかまれ、驚く暇ひまもなく、机の上に体を倒たおされる。

　私の両手をつかみながら、組み敷しくように目の前にあるのは知花くんの顔。

「ち、知花くん……」

　逆光で暗く見える顔は、薄うすく笑えみを浮うかべている。

　力が強い。大きな手が、私の小さな手なんてすっぽり包んでしまう。

　私……、私たちは、これから……──

　知花くんの手が、私の制服の襟えりに触ふれて、ブレザーを脱ぬがす。

「っ……！」

　乱暴に胸を開かれ、プチッとブラウスのボタンが弾はじけ飛ぶ音がする。

「知花くん、待っ……、待って！」

　抵てい抗こうしようと、力いっぱいに振り解ほどこうとするけど、びくともしない。

「っ、知花くん……！」

「何ですか？　俺に話があるって言って、自分から待ってたのは会長でしょ。今さらやめてとか言っても無む駄だ」

「だ、だから、あの……っ」

　顔が胸に近づいてきて、サラサラの茶ちや髪ぱつが肌はだをくすぐる。

「あ、ありがとう……っ！」

　絞しぼり出すように叫さけんだ私に、知花くんの動きが全すべてピタッと止まった。そして、

「は？」

　と、眉まゆを寄せた顔で、ひと言。

「何言ってんですか、セリフ間ま違ちがってますよ」

「ま、間違ってない……。知花くん本当に黙だまっててくれたでしょ、先生のこと。だから……」

「はい？　まさか、俺に話があるって、それのこと？」

「そうだよ……。約束守ってくれて、ありがとう……」

　ひと言を口から出すだけでも、声までも震えてしまう。気き丈じように振る舞まいたいけれど、こんな状じよう況きようを経験すらしたことがないから、私にそれは難しい。

　大だい丈じよう夫ぶ。あとは、我が慢まん……すればいいだけ。

　そんなことを考えてじわっと涙なみだがにじみそうになるけど、自分の手は自由が利きかないから、何とか堪たえるしかない。

「……」

　知花くんは少しの間黙っていたけど、また私の体に顔を近づけた。

　強く目を閉じると、首筋にやわらかいものが当たって、チクッとした痛みが走った。

「っ……いた……」

　今されたのは、なんだろう。分からない。次に何が起こるのか、目を閉じたままの私には、予想もつかない。

　ずっと体を硬かたくして、うるさすぎる自分の心臓の音にだけ集中するように試みる。

「……？」

　いくら待ってもその先は続かなくて、拘こう束そくする力強さが消え、私はそっとまぶたを開いた。

　その時、知花くんはもう私から離はなれていて、机の上に座り、複雑そうな表情をしていた。

　私も体を起こして、同じように机の上に座る形になる。

「え？　知花くん……」

「なんですか」

「何もしないの……？」

「なに、想像してたんですか？　やらしい」

「なっ、だって……！」

　変な顔してたくせに、今ではすっかりいつも通り笑っている。幻まぼろしでも見たのだろうか。

　知花くんはため息をつき、私の髪かみの毛をひと房ふさツンッと引いた。

「俺、会長が」

「え？」

「バカすぎてびっくりしました」

「バ、バカ!?」

　そんなことを言われたことがないから、つい過か剰じよう反応してしまい、声を上げる。しかも、年下から言われるなんて。

「本当にバカですよ、会長。人のせいでこんな目に遭あってんのに、お礼言ったりとか」

　そんな目に遭わせているのは、正にあなたのはずですが。

「めちゃくちゃ震えてたくせに、なに我慢してんだよ」

　気づかれてた……。

「会長は、なんで毎週あんなの見てるんですか」

　知花くんが指をさす場所には、明かりが灯った図書準備室。

　見たくない。でも、カーテンの隙間から、先生の姿が……。

　私は、窓から思いっきり目をそらした。

「好きな人がヤッてんの見て、自分もひとりでしてるとか？」

「するわけないでしょ」

「え。意味分かったんだ？　何？　何をひとりでしてるんですか？」

　ニヤニヤと笑いながら詰つめ寄られ、私は真っ赤に染まった顔で、払はらいのけた。

「ちょっ……、だから、何もしてないってば！　知花くん、いつもそんなことばっかり考えてるの!?」

「男の子なんで」

　苛いら立だちが襲おそうけど、ぐっと我慢。こんなことに一々反応するなんて、私らしくない。

　矢野先生が、週に一度、悪さをする。それを、見る理由。そんなの……。

「期待……してるの」




　好きだから。




「今日こそは、何もしないのかもって……。もう、今度こそ誠実になってくれるんじゃないかって……期待してるの」

　先生のことが、好きだから。今日こそは、カーテンが閉まりませんように、って。今日こそは、誰だれも訪おとずれないまま、暗い部屋が何時間も続きますように、って。毎週、毎週、願いをこめて。……だけど。

「今日も、だめだったみたいだけど……」

　私は、どんな表情をしているんだろう。知花くんは、愛あい想そ笑いすら向けてくれない。

　大きな手が伸のびてきて、ついに何かをされると思い、ぎゅっと身を縮める。

　次の瞬間、ふわっと優やさしく手のひらが落ちてきたのは頭上で、思わず知花くんの顔を見た。

　な、撫なでられてる……？

「マジでバカすぎて、びっくりします」

　それ、さっきも聞いたんですけど。改めて復唱されると、ただただイラッとする。

　でも、その顔はバカにするような表情ではなくて、微かすかに口角を上げて、微笑ほほえんでいた。

　こんな表情も、出来たんだ……。

「あーあ、やる気なくした。……でも、やっぱり会長には興味があります」

　知花くんは机からおりて、制服のブレザーを脱ぬぎ、私の頭から被かぶせた。

「っ!?　な、なに……」

「さっきからずっと、見えてますよ」

「？」

　トントンと自分の胸を指で叩たたく姿を見て、私は自分の胸むな元もとに視線を落とした。

「!!」

　ボタン！

　頭からかけられたブレザーに袖そでを通すよりも先に、私は自分の手でブラウスの前を隠かくす。

「会長って、ピンク好きなんですか？」

「なっ、何の話してるの！」

　確かに今日はピンクだけども！

「俺は、白のレースとかの方がいいなー」

「だから、何の話を」

「リクエスト」

「うるさい！　聞かない！」

　声を張り上げる私なんて軽くあしらうみたいに、知花くんは笑いながら扉とびらの方へ歩いていく。

「じゃあ、また来週。逃にげちゃダメですよ」

　そう言い残し、廊ろう下かへ出ていった。ひとり残された私は脱だつ力りよくしてしまい、机の上でへたり込む。気を張っていたから、しばらく動けそうにない。

　カーテンの向こう側は、まだ明かりがついている。目をそらして、ぶかぶかのブレザーの袖を握にぎりしめた。
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　帰宅して、お風ふ呂ろ場ばの鏡の前で、自分の体の異変に気づいた。

　首筋に……虫さされ？　でも、別にかゆいわけじゃないし、痛いとかでも……。

　指でさわり、その痕あとに首をかしげてから、やっと思い当たる。

　……虫だ。でっかい虫に、嚙かみ付かれたからだ。

　あの時は頭がパニックになっていたから、堪えるだけで精せい一いつ杯ぱいだったけど……！

　この、首筋の痕の正体は、俗ぞくにいうキスマーク。

　鏡の前で、見えないように手のひらで隠しても、その下の事実は変わらない。自分の真っ赤な顔が見える。

『また来週』

　また来週……。今日がキスマークなら……じゃあ、来週は？

「…………」

　私は首を振ふり、考えることを無理やり放ほう棄きした。
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　翌日、首筋という不自然な場所に絆ばん創そう膏こうを貼はって、私は登校した。

　手には、スクールバッグの他ほかに紙かみ袋ぶくろ。知花くんに借りたブレザーが入っている。

「おはよう、会長」

「!!」

　校門をくぐる直前、男子の声と共にポンと肩かたを叩かれ、驚おどろいて声にならずに叫さけんだ。

「え、なに？　ごめん、驚かせた？」

「あ、河北くん……」

　顔を見て、ホッと胸を撫で下ろす。

　よかった。昨日の今日で、朝から知花くんの顔は見られない。

　どうせ、ブレザーを返しに行かなきゃいけないんだけど……。

「会長、昨日あれからどれくらい残ってた？　生徒会室で」

「あ、えーと、……すぐ帰ったよ、うん」

「それならいいんだけど。あんまり仕事多いなら、俺にも回してよ」

「うん、ありがとう」

　あれから、仕事は少しもしていなかったから、噓うそをつくのに罪悪感が……。

　昨日のことは、思い出したくない。矢野先生のしていたこととか、知花くんにされたこととか、全部。

　無意識に首筋に手のひらを当てる。それを見た河北くんは、「あれ？」と声を漏もらした。

「どうしたの、それ。ケガ？」

　キスマーク……！

「えっ!?　う、ううん、あの、虫さされで……！」

「今の時期に？　早くない？」

「そ、そう、いたの。でっかいのが……」

「へー。俺も気をつけよ」

「う、うん、気をつけて……」

　はははと乾かわいた笑いでその場をやり過ごそうとしたら、

「へー、何に刺さされたんですか？　どんな虫？」

「ひえっ!?」

　突とつ然ぜん現れた第三者の声に、今度は悲鳴を上げてしまった。

「ち、知花くん……！」

「おはようございます、会長と副会長」

　ニコニコといつも通りに人ひと懐なつっこい笑え顔がおの知花くんは、昨日までと違ちがってブレザーではなくカーディガンを着ている。

「こら、宏之ー。お前、とうとう制服までまともに着てくんのやめたのか」

「はい、ごめんなさい」

「一応生徒会役員なんだから、服装はちゃんとしとかないとダメだろ。衣ころも替がえはまだなんだぞ。あと、その茶ちや髪ぱつもな」

　知花くんの風ふう貌ぼうを見て、河北くんは眉まゆをひそめる。

　茶髪は確かに彼の自じ業ごう自得だけど、制服は……。

「あの、河北くん違うの、制服は私が……」

「それより、会長、何の虫に刺されたんですか？」

「ブレザー、……え？」

　紙袋の中身を説明しようとしたら、知花くん本人に話をそらされた。

「でかい虫だってよ」

　代わりに、先ほど言ったばかりの私のセリフを河北くんが代弁する。

「それは怖こわいですね。どんだけでかいやつ？」

　私の様子を見て楽しむ気満々の笑顔にムッとして、私はつい叫んでしまった。

「知花くんくらい大きい虫！」




　午前中の授業も終わり、昼休み。私は早めに授業の道具を片付けて、弁当箱の包みを抱かかえて、のんびりと教科書を整理しているさゆのもとへ向かった。

「ごめん、さゆ。私、しばらくお昼は生徒会室に行くね」

「なんで？　どした？」

「整理しなきゃいけない資料がいっぱいで、生徒会の時間だけじゃ間に合わなそうなの」

「うえー、大変。分かったー、しおりにも言っておくよ」

「ありがとう」




　教室を飛び出して、でも走るわけにはいかないから、気持ち速く歩く。

　知花くんのブレザーは、まだ自分の机の横に紙袋ごとかけてある。

『知花くんくらい大きい虫！』

　……あれは、さすがに言わなくてもよかった。河北くんが、ポカーンとしていたし。知花くんはプルプル震ふるえて笑いをこらえていたけど。

　私は、また無意識に首筋に手のひらを当てた。




　生徒会室に入って、生徒会長の机に弁当箱の包みを置く。隣となりに資料を広げて席についた。

　まず最初は、暗幕の貸し出しを申しん請せいしたクラスを分けて……、それからあとは……。

　行ぎよう儀ぎ悪く、お弁当の合間にペンを握る。

　分かりきっていたことだけど、お昼だけで終わる量じゃない。

　去年は、全すべて締しめ切った後に変へん更こうを申し出てきたクラスが多かったって、先せん輩ぱいたちがボヤいていたのを間近で聞いていた。今年もそうなるのかな……。

　眉み間けんにシワを寄せながら資料とにらめっこしていると、生徒会室の扉とびらがガチャッと開いた。

　お昼に誰だれが？　と、顔を上げると、生徒会室に一歩立ち入ったその人物と目が合った。




「え？　会長？」

「知花くん……!?」




　サーッと顔から血の気が引いていくのが分かる。

　私はガタンッと足を椅い子すに引っかけながらも立ち上がって、後ずさりをした。

　昨日、この机の上で、私たちは。

　……思い出しちゃダメ、思い出すなってば！

「えー？　会長、何でいるんですか？　めずらしい」

　そんな私の様子には興味が無いと言いたげに、知花くんはマイペースにいつもの席につく。

　この人と、ここでふたりきりになるのは、危険な気がする。

「知花くん……こそ……」

　ドキドキとうるさい心臓に気づかれないよう、平静を装よそおって聞き返す。

「俺は、昼はいつもここで休んでるんです。静かで寝ねやすいから。会長は？」

「私は生徒会の仕事がたくさんあって、それで……。でも、邪じや魔まなら別のところでやる……」

　というか、一いつ緒しよにいたくない。

「大変ですね、俺も手伝いますよ。暇ひまだし」

「いい、大だい丈じよう夫ぶ……」

　資料を抱だきしめて、無意識に胸を隠かくす仕草をすると、知花くんは席を立ち、こちらに近付いてきた。

「そんなビビんなくてもいいですよ。俺、水曜日以外で会長には手出ししないから」

「……え？」

「そういう約束でしょ」

　と、私の腕うでの中の資料を、スッと引き抜ぬいた。

　約束。そんな言葉が彼の口から出たことに、驚いた。

　確かに、知花くんは最初からそうだった。秘密にしてって言ったら、本当に誰にも話すことなく、約束を守った。

　信用していいのかな。ひとりでやるのは大変だと思っていたことは事実なわけだし……。

「何からします？」

「あ、じゃあ……、一年生の分から順に、暗幕の申請を数えて、予定数よりオーバーしてたら、締しめ切きりに近いクラスを書き出してほしい……」

「はい」

　素す直なお……。本当に、拍ひよう子し抜ぬけする。

　水曜日以外は、興味もわかない。その程度のことなんだ。別に、ショック受けたりなんてしないけど……。

「会長、本当に大変ですね。弁当食いながらまでやってるとか、全然休み時間じゃないじゃないですか。もっと生徒会の時間増やして、皆みんなにもやらせれば？」

「でも、それだと、水曜日以外にも皆の時間使わせることになるから……」

「わー、めんどくさい考え方ですね」

　……どうしてだろう。手伝ってもらっているのに、あまりありがたくないのは。

「知花くんは？　お昼」

「さっき購こう買ばいのパン食ったばかりなんで」

「いつも購買なの？」

「たまにコンビニとか」

「体に悪いんじゃない？　そんなの」

「うち、母親いないから、弁当作れる人いないんで」

「そうなんだね」

　私は一応自分で作っているけど、今日の玉子焼きは失敗。めちゃくちゃしょっぱい。

　資料をめくる音と、ペンが紙を叩たたく音が消えて、不思議に思って顔を上げた。知花くんが、目をパチパチ瞬またたかせて、私を見ている。

「なに？」

「いや、母親いないとか言うと、大体の奴やつは俺のことかわいそうって目で見るんで……」

「え？　どうして？　全然不幸そうな顔してないのに」

「あ、いや……」

　歯切れの悪い受け答えのあとに、知花くんは再び仕事に戻もどる。

「……会長は、温室育ちって感じですよね。ぬくぬく温かく育ったっていうか」

「なに、いきなり。いつも暖かいわけじゃないよ。冬はそれなりに寒いし」

「は？」

　知花くんは、再び私に目を向ける。今度は、眉を寄せて。

「え？　知花くんの家はいつも暖かいの？　いいね」

「いや、今の時期とかはまだ寒いですけど……」

「じゃあ同じじゃない」

「はあ、そうですね……」

　こんな会話をしている間にも、残り時間は少しずつなくなっていく。

　カリカリと筆記の音が響ひびく中、知花くんは小さく漏もらした。

「やべー、すっげーバカ」

「なに!?」

「すいません、聞こえました？」

「わざとでしょ！」

「会長のこと、バカとか言うわけないじゃないですか」

「昨日も言ってたでしょ！」

「えー？　あー、言ったかも」

　私は怒おこっているのに、知花くんは楽しそうに笑っている。本当に失礼無礼すぎる後輩。

　クスクスとひとしきり笑ったあと、知花くんは柔やわらかく微笑ほほえんだ。お腹なかを抱かかえるほどに笑っていたからだろうか。頰ほおが、少し赤い。




「俺、やっぱり会長にすごく興味があります」

　そんなセリフを聞いた夜のことを、忘れていたわけじゃない。なのに、少しでも頭から抜けていたなんて。

「もっと、近づいてもいいですか？」

　返事を待たずに、知花くんは私が座っている椅子の隣へ。スッと手を伸のばし、絆ばん創そう膏こうの下に隠した赤い痕あとに触ふれる。

「今日……、水曜日じゃないんだけど……」

「はい。だから、手出ししません」

　確かに、肌はだに触れられているわけじゃない。薄うすい絆創膏を通して、指先の熱が伝わる。

「せっかく痕付けたのに、隠しちゃったんですか？」

「ふざけないで。こんなの勝手に付けられて、迷めい惑わく……」

　今すぐ逃にげ出してしまいたいほどに、足元が震ふるえている。

　目を見られなくて、きっと私だけが顔を真っ赤にさせていて、悔くやしい。

　机がギシッと音を立てる。知花くんが片手で体重をかけて、私の顔を見る。




「水曜日の会長は俺のものなんだから、好きにしていいんでしょ？」




　約束。そんなんじゃない。これは、契けい約やく。

　絆創膏の上からスリッと擦こすられて、たまらず私は立ち上がる。そして、知花くんをキッとひと睨にらみし、生徒会室を飛び出した。

　後ろ手に扉を閉めて、背中をもたせかけた。

「──っ……！」

　その場でズルズルとしゃがみ込み、首筋を手のひらで押さえて力を入れる。

　もう痛くないはずなのに、ジンジンする。熱い……。

　水曜日だけは、君のもの。だから、水曜日以外に振ふり回されるわけにはいかない。

　ぎゅうっと目を閉じて、すぐに前を見すえる。立ち上がり、生徒会室から離はなれた。




　少し経たってから生徒会室に戻ると、知花くんは元の席に座り、仕事の続きをしていた。

　てっきり、もう居なくなっているのだとばかり思っていたのに。

「あれ、会長戻ってきたんですか？　怒って、どっか行ったかと思った」

　どうやら、怒らせた自覚はあるらしい。

「いいんですか？　また俺とふたりきりになったりして」

　そんな顔したって、知ってる。今日は、もう木曜日だから。

「水曜日じゃないから、何もしないんでしょ。知花くん、約束は守るんだもんね」

　知花くんは目もく論ろ見みが外れたのか、キョトンとして「まあ、そうですね」と、すぐに引き下がった。

「はい、これ。借りてたブレザー。ありがとう」

　私は、生徒会室を一度出てから、教室に行っていた。朝に返そうと思ったけど出来なかった、ブレザーが入った紙かみ袋ぶくろを取りに。

「え、これ取りに行ってただけ？」

「そうだよ。朝、返せなかったし。ちゃんと上着着てなかったから、河北くんに怒られちゃったでしょ。ごめんね」

　紙袋を差し出しても、知花くんは受け取ろうとしない。

「？　いらないの？」

「あ、いや、もらうけど」

　声をかけるとようやく手に取り、すぐに中身を取り出した。

「うわ、めちゃくちゃ綺き麗れいにたたまれてるし。つか、アイロンかけました？　もしかして」

「だって借りたものだから」

「あれは、俺が勝手に置いてったって言うんですよ」

　知花くんはため息をつきつつも、フッと笑う。

「会長は本当に変な人ですね。今も、俺にありがとうって言ったり、ごめんって言ったり。朝だって、副会長の前でブレザー出そうとするから、何があったかバレないようにってごまかしてやったのに、結局『知花くんくらい大きい虫』とか言って、墓ぼ穴けつ掘ほるし」

「あれ、ごまかしてたの？　すごく分かりにくかったんだけど……」

　そして、ごまかした割りには、おもしろがって「どんな虫？」ってわざと聞いてきたくせに。

「あーあ、会長が矢野先生なんかを好きなの、もったいないな」

　ブレザーをバサッと羽織る音で、よく聞こえなかった。

「わ、やば。パリッとしてる」

「あ、着づらい？」

「いや、なんかすべすべで気持ちいいです。ありがと、会長」

「う、ううん……」

　びっくりした……。ありがとうって言った……。

「それじゃ、次の仕事下さい。さっきの、終わったから。あと、会長早く食べないと昼休み終わりますよ」

「えっ？　あ、うん。まだ手伝ってくれるの？」

　私は、生徒会室の壁かべ掛かけ時計をチラッと確かく認にんした。残り時間は、あと十分。その後、知花くんは私に少しも近づかなかった。
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　それから毎日、私は昼休みのたびに生徒会室に弁当箱を持ち込んで通い、知花くんも毎日生徒会室を訪おとずれては、私の仕事を手伝ってくれた。

「会長、これ期日までに終わるんですか？」

「家で出来るものだけは、持ち帰ってやってるけど」

「うえ、そこまでしてやってんの？」

「本当は放課後もやれたらいいんだろうけど、生徒会室に明かりがついてたら、生徒会の皆みんなに気づかれちゃうし」

「手伝わせればいいだけじゃん」

　呆あきれるようにため息をつく姿を見て、ハッと気付く。

「そっか、知花くんももう手伝うの嫌いやだよね。クラスでの出し物だってあるんじゃない？　昼休みのたびにやってくれなくても大だい丈じよう夫ぶだから……」

「そういうこと言ってんじゃないですよ」

「？」

　特に説明はくれなくて、知花くんは黙もく々もくと作業を続ける。嫌だったんじゃないのかな……。

　私は、あくびをひとつ。

　いけない。最近夜ふかしが続いているから……。

　ダメと思っていても抗あらがえなくて、カクカクと頭を揺ゆらしたあと、私は意識を手放した。




　キーンコーンカーンコーン……。

「っ！」

　次に覚かく醒せいしたのは、昼休みの終わりを告げるチャイムの音が耳を貫つらぬいてからだった。

　いけない！　本当に寝ねちゃってた！

　顔を上げると、すでに知花くんはいない。扉とびらを開ける音にも、閉める音にも、少しも気づけなかったなんて。

　椅い子すから立ち上がると、背中にかかっていた何かがパサッと床ゆかに落ちた。

「えっ？」

　これは……ブレザー？　私は、自分の制服をちゃんと身に付けている。

　このサイズ感には覚えがある。知花くんの、ブレザー。

「……なんで、こんなことするの……」

　冷たい。優やさしい。……よく分からない。

　首筋に触ふれる。あの日につけられたキスマークは、日ごとに薄くなっていた。
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　そしてまた、水曜日がやってきた。絆ばん創そう膏こうは、もうどこにも貼はっていない。

　今日も知花くんは昼休みに生徒会室で手伝いをしてくれたけど、私に手出しすることは無かった。水曜日だから、一応警けい戒かいしていたのに。

　少し拍ひよう子し抜ぬけして、そして、放課後。

　教室でのホームルームも終わり、すぐに席を立つと、さゆが気の毒そうに近くに来た。

「ヒナ、忙いそがしそうだねー。昼も放課後も仕事なんて。そんなに生徒会長って大変？」

「学園祭があるから、どうしてもね。結構大変だけど、毎日ずっと手伝ってくれる後こう輩はいがいるから、思ったより大分楽だよ」

　そう、なぜか本当に毎日手伝ってくれるんだよね……。生徒会室には、食後に眠ねむりに来ていると言いながら、毎日。

「後輩って、生徒会の？」

「そう、書記の知花宏之くん」

「あー、あのイケメンくん」

　イケメン……。うん、顔は確かにかなり整っているし、校内でたまたま見かける時は、何人か女の子が一いつ緒しよにいることもある。

「なーんか、やらしー。毎日ふたりきりでいるとか」

「や、やらしく……ない」

　うん、ないない。水曜日の放課後じゃあるまいし。……って、今日だ。

「その書記の男子ってさぁ、ヒナのこと好きなんじゃないの？」

「ええ!?　何言ってるの!?」

「だってさぁ、毎日真ま面じ目めに手伝いに来てくれるんでしょ？　めんどくさい仕事なのに。しかも、あの見た目で」

　いや、見た目って。言いたいことは、分からなくはないけども。

「絶対そうだよー！　ヒナにいいとこ見せたくて頑がん張ばってんだって！」

　きゃあっと盛り上がるさゆを横目に、私は時計を確認。

「もう、変なこと言わないで。私、そろそろ行くね。さゆも部活でしょ？」

「つまんなーい」

　ぷうっと唇くちびるをとがらせるさゆに手を振ふり、教室を出た。

　知花くんが私を？　……ない。絶対に。




　生徒会室の扉を開けると、河北くんの姿が一番に目に飛び込んで来た。また先を越こされてしまった。

「ごめんなさい、遅おくれちゃって」

　言いながら扉をくぐると、先ほどは扉が邪じや魔まで見えなかった、知花くんもいた。

『ヒナのこと好きなんじゃないの？』

　いや、だから、ないってば。完全に勘かん違ちがい。あれが好きな人に取る態度だとは思えないし。

　優しくないわけじゃないけど……。

　背中にかけられたブレザーの温かさを思い出して、胸がギュッと痛くなる。

「おはよう、会長。今日も俺が先だよ」

「河北くん本当にいつも早いね。ちゃんとホームルーム出てるの？」

「お、失礼な」

　河北くんと話しながら、知花くんが気になってチラッと見てみると、議会で使うためのホワイトボードを用意しているところだった。

　背筋はピンと伸のびていて、姿勢が綺き麗れい。あの校則違い反はんの茶色い髪かみも、窓から射さし込む光でキラキラして見えて、後ろ姿でもかっこいいのは分かるし。

　知花くんは使っていたホワイトボード用のマーカーを置いて、振り向く。目が合いそうになって、私は反射的に下を向いた。

　さゆが変なこと言うから、同じくらい変なことを考えた。

「おはよう、ごめんな、遅れた」

　再び生徒会室の扉が開き、焦あせった様子の矢野先生が顔を見せた。

　すぐにドキッと高鳴るこの胸は、多分欠けつ陥かん品。先生の本当の顔を知っているのに……。

　私は〝生徒会長〟の顔を作って、先生に笑え顔がおを見せる。

「先生おはようございます。大丈夫です。まだ全員は揃そろってないので」

「なんだ、そっか。めちゃくちゃ廊ろう下か走ってさ、さっき教頭に注意されたんだよ。怒おこられ損だったかな」

　そう言って子供みたいに笑いかけてくれる姿に、私もつられて笑ってしまう。

『俺が忘れさせてあげましょうか？』

　私が好きなのは、矢野先生。知花くんが何を言っても、それは変わらない。

　先生、今日もまた、誰だれかと図書準備室を使うんですか？




「すみません、遅れましたー！　クラスの出し物の手伝いしてました！」

「ごめんなさい、私もです！」

　少ししてから、他ほかの生徒会役員も続々と集まってきた。

　クラスの出し物か……。それはそうだよね。皆みんな、生徒会だけで学校生活を送っているわけじゃないんだし。ますます私が頑張らないと。

　知花くんのクラスは大丈夫なのかな。毎日手伝ってくれているけど。

「皆みなさん揃ったので、議会を始めます。今日は」

「あ、待って、会長。ちょっといいかな」

「え？」

　河北くんが手を挙げ、私の言葉を遮さえぎる。

「どうしたの？　河北くん」

「あのさ、もう学園祭まで一ヵ月切ったし、生徒会の日をもっと増やした方がいいと思うんだ」

　思わぬ提案に、私は目をパチパチさせてしまう。心が読まれているのかと思ってしまった。

「でも、クラスのことだって……」

　先ほど耳に入れた話が気になり、口を挟はさむけど、

「うん、分かってる。だから、クラスのことでどうしても出られない人は前もって『その日はダメ』って断ってくれればいいしさ。どうかな？　最近、会長ずっと忙しそうにしてるから、手分けした方が早いと思うし」

　河北くんは、私がこっそり仕事をしていたことに気づいていたらしい。

「うん、私は大だい丈じよう夫ぶです」

「俺も。生徒会って言えば、少し免めん除じよしてくれるはずだし」

　突とつ然ぜんの展開に戸と惑まどっている間に、どんどん話が進んでいく。

　ホワイトボードに向かっている知花くんと目が合うと、

「俺も大丈夫です」

　と、ニコッと笑顔を見せられた。




「河北くん、待って」

「ん？」

　今日の議会が終わり、生徒会室を出ていった河北くんを廊下で呼び止める。

「あの、ありがとう。本当は、このままじゃ仕事終わらないかもって思ってたの……」

「あー、あれ？　んー……」

　私がお礼を言うと、河北くんは気まずそうに目を逸そらし、言こと葉ば尻じりを濁にごした。

「ごめん、言いづらいんだけどさ、あれ発案したの俺じゃないんだよね。副会長のくせに、会長がそこまで忙いそがしいって気づいてなかったし」

　河北くんは、周りに誰もいないことを確かく認にんしてから、声を小さくした。

「あれ言ったの、宏之だよ」

「……知花くん？」

「そう。生徒会の日増やすように提案してくれませんか、って」

「なんでわざわざ河北くんに……」

「いや、自分が言うと、二年のくせに生意気って思われて、他の人に納なつ得とくしてもらえないかもって。このままだと会長が倒たおれそうとか言うから、焦ったよ。本当はこれ口止めされてたから、本人には俺がバラしたって内ない緒しよな」

　河北くんは苦い笑いを見せる。

「ごめん、全然分かってなくて。後こう輩はいでも気付くくらい疲つかれてたなんてさ。会長は完かん璧ぺきだから、ソツなくこなすんだろうとか思ってたのかも」

「う、ううん、そんな……」

　完璧なんかじゃない。色々と、いっぱいいっぱいで……。何とか取り繕つくろおうとしていたのに、気づいたのは知花くんだけ。

　本当に、分からない。私に興味があるということだけで、こんなことをするの？　こっそりと、人に頼たのんでまで。

『ヒナのこと好きなんじゃないの？』

　待って、違う。そんなことない。そんなはずないのに……。

　どうして顔が熱くなってくるんだろう。




　河北くんとはそこで別れ、私はまた逆ぎやく戻もどりをして生徒会室の中へ。

　扉とびらを後ろ手で閉めると、ここはもうふたりだけの部屋。

　椅い子すに座って頰ほお杖づえをついていた知花くんは、私の顔を見て笑った。

「戻ってきたんですね」

「……約束だから」

「副会長に助けてもらえばよかったのに」

　何から？　……あなたから？

「会長、鍵かぎかけて」

「え……」

「早く」

「っ……」

　私の手で鍵をかけさせようとするなんて、ひどい。水曜日の夜の君は少しも優やさしくない。

　少しためらって、どうせ逃にげられないことを知っている私は、ゆっくりと鍵のつまみを回した。ガチャンッと甲かん高だかく響ひびく音は、私たちを閉じ込めた証しよう拠こ。

「……かけたよ、鍵」

「こっち来てください」

　知花くんは窓まど際ぎわに立ち、私に手招きをする。これ以上近づいたら、その先は……。

　私はごくんと息を飲み込んで、足を進める。

　黙だまって従うと、知花くんは私の頭をポンと撫なでた。

「ちょ……っ、な、なに？　頭……」

「いや、なんかめちゃくちゃ素す直なおだから。よしよしってしたくなって」

「なにそれ……」

「俺、昔、犬飼ってたから、ちゃんと出来ると褒ほめる癖くせが」

「誰だれが犬!?」

「毛並みいいですよね」

「犬じゃないってば！」

「あはは」

　笑った。笑顔、可愛かわいいとか……、……少しは思うけど。

「きゃっ……！」

　ぐいっと腕うでを強く引かれ、知花くんの胸に落ちた。

　背中に腕を回され、体温が伝わってドキドキする。好きじゃなくても、こんなことをされれば、きっと誰だって。

　こんなの、恋こい人びと同士がすることみたい。大事なものを包み込むように抱だきしめるから。

　もっともっとひどいことをされれば、ただ恨うらむだけで済むのに。

　知花くんの体越ごしに、窓の外が見える。今日はまだ真っ暗な向こう側の部屋に、安あん堵どしたのも束つかの間。

「あ……」

　私の心を読んだかのように、今週もまた明かりが灯ともる。

「来ました？　矢野先生」

　私が漏もらしたひと言だけで、背を向けた知花くんには見えていないはずの窓の外の様子が分かってしまったらしい。

「今日は、どんな子ですか？」

「何でそんなこと……」

「言って、会長」

「っ……」

　矢野先生は、もう校内に誰もいないと思って油断しているのだろうか。カーテンが、半分ほど開いてしまっている。ほとんど……見えてしまう。

「今日は……、茶ちや髪ぱつの子。顔は分かんない……」

　もう見たくない。そんな思いが、無意識に知花くんの胸に顔を埋うずめさせる。

「会長、見て。ちゃんと」

「やだ……」

「俺が、忘れさせてあげるから」

　そんなの信じられない。そんなの、絶対噓うそ。でも……。

「……本当？」

　君は、一度も約束を破ったことがないから。

　恐おそる恐る、窓に目をやる。矢野先生が、女子生徒と抱き合いながら、背中から服に手を侵しん入にゆうさせている。

「今、矢野先生は何してます？」

　目を背そむけそうになったけど、知花くんは、遠回しにそんな私を許さない。

「女の子の服に……、手、入れてる……」

「どこ？　ここ？」

「ひゃ……っ!?　ちょ、どこに手……！」

　知花くんの手がためらいもなくお腹なかから入ってきて、思わず体を引き剝はがそうとしたけど、力ではかなわない。

「どこ？　会長。言わなきゃこのまま」

「せ、背中！　背中……っだから！」

　片手でブラウスのボタンをプチプチと器用に外していく手の動きが、私の叫さけびと共にピタッと止まる。

　危なかった。そう思った瞬しゆん間かん、背中からスルッと手を入れられ、体がビクッと跳はねた。

「や……っ、知花く……」

「ちゃんと見て、会長。……それから？」

「んっ……」

　背中で、何かがプチッと弾はじける音がする。胸むな元もとがスースーする。

　ブラのホックが、外されて……っ。

「会長」

「ん……」

　顔を向き合わせていないのが、せめてもの救い。

　ちゃんと立ってられない。足元がガクガクする。

　春だけど、昼と違って夜はまだ寒くて。なのに、体中が燃えそうに熱い。すでに足元がおぼつかない私は知花くんにしがみつきながら、前を向く。

「矢野先生は、……キス、してる」

　この短い間で、女子生徒の制服はすでに、制服としての機能を果たしていない。

　知花くんに肩かたをつかまれ、私たちの間に少しの距きよ離りが出来る。そして、また体を引き寄せられ、顔と顔が近づいて、私は直前でぎゅっと目を閉じた。

　まぶたの裏には、先ほど見たばかりの矢野先生。何度も角度を変えてキスをする姿。

　見たくなかった。こんなの、忘れられるはずがない。

　覚かく悟ごを決めていくら待っていても、その時は訪おとずれない。知花くんは、矢野先生がしていることと同じことをしようとしている……なんて、思っていたのに。

「っや……!?」

　やわらかい唇くちびるが落ちてきたのは、首筋だった。先週、痕あとを付けられたところに。

「や、やめて……、だめ……、なんでまた……っ」

「俺のキスマーク、消えたから」

「見えるところはだめ……っ」

「分かりました」

　あっさりと引いた。……わけがない。

　すでにいくつかボタンが外れているブラウスがめくられ、心もとない状態になったブラジャーを私は慌あわてて手で隠かくした。

「邪じや魔ま」

「ま、まって、そんな……！」

　腕をつかまれるけど、覚悟を決めたつもりでまだ割り切れていない私は、抵てい抗こうを続ける。

「会長、ピンクしか持ってないの？」

「だからまた何の話を……！」

「白のレースがいいって言ったじゃないですか」

「うるさい！　持ってないってば！」

　もちろん、持っていたのならあえて水曜日に身につけてくるのかとか、そんな問題ではなくて。

「まって、やだ……」

　どうしよう。先週よりも、ずっと怖こわいなんて。

　それはきっと、知ってしまったから。君の優やさしさに……触ふれてしまったから。

　何でもないふりをして私を助けてくれた。作り笑え顔がおじゃない、本当の笑顔を知っている。

　私は、知花くんとこんなことはしたくなかった。お互たがい、好きじゃないのにするような、こんなこと……。

　私たちは、もっと別の関係を持てたはずなのに。

「っん……」

　腕をつかまれたまま、胸元の、制服でギリギリ隠れる部分にキスをされる。

「会長」

「っ！」

　目め尻じりを指先でキュッと拭ぬぐわれ、そこで初めて自分が涙なみだを滲にじませていたことを知る。

「大だい丈じよう夫ぶ、目閉じて」

　そう言われたのに、私は反対に薄うすく目を開いて知花くんを見た。

「俺のこと、矢野先生だと思っていいから」

　私はますます目を見開いた。その時の知花くんの表情がどうだったかは、見る余よ裕ゆうすらなくて。

「なに、それ……。ひどい……」

　ぶわっと一気に涙が溢あふれてくる。目の前が歪ゆがんでぼやける。

　そこにある表情は分からない。だけど、それは確かに知花くんで。

「何でそんなこと言うの!?　忘れさせるって言ったくせに！」

　知花くんは、矢野先生と同じことをしようとしていた。代わりになるために。私に、矢野先生と恋れん愛あいをさせるために。

　やっぱり、水曜日の君は優しくない。全然、優しくない。




「バカ！　わたし……っ、今、知花くんのことしか考えられない……っ！」




　窓の外の明かりも、その向こう側の光景も、見えているのに。私の目に映るのは……。

　水曜日の私は、君のもの。

　知花くんは少し黙だまり、だけどその表情がどんなものなのか、相変わらず私には分からない。

「っん!?　や、いた……、痛いっ……！」

　そして、急にごしごしと袖そで口ぐちで目をこすられた。強制的に涙を止められ、頭からブレザーをかけられて、視界がゼロになる。ブレザーをどかそうとしても、知花くんが前を手でガッチリと閉じているらしく、視界は閉とざされたまま。

「会長、バカすぎ」

　また、それ。文句を言ってやりたいと思うのに、視界が真っ暗になったというだけで、声を出すのが少し怖くてためらう。

「矢野先生のこと好きなくせに、俺のこと考えてるとか」

　顔は見えない。だけど、その切なそうな声こわ色いろと、ブレザーの前を閉じる手の力が緩ゆるんだことで、知花くんの表情が見えた気がした。

　頭を包むブレザーごと顔を引き寄せられ、大きな手で少し上を向かされる。

「なに……──」

　ついに声を出せたのに、またすぐ言葉を止めてしまったのは……。

　布越ごしに、やわらかいものが唇に当たった……？　頭からかけられていたブレザーを、そっと肩からかけ直される。

　少しの間だったけれど、暗いところから急に光がさしたから、目がチカチカする。

「今、なにか……した？」

　唇に手を当てる。違ちがう、こんな感かん触しよくじゃなかった。もっとやわらかくて……。

「しましたけど、何か」

　じゃあ、やっぱりあれは……。

「ーっ！」

　自覚して、ボッと火がついたように顔が熱くなる。

　キ、キス……!?

　ザザッ！　と知花くんから後ずさりをして離はなれ、思いっきり机に足を打ち、転びそうになったところを、寸前で知花くんに抱だきとめられた。

　パチッと目が合って、すぐにそらす。だけど、手で顔を戻もどされ、再び正面に知花くんの顔が。

「あ、りがとう……」

　動どう揺ようしつつ、抱きとめてくれたことへのお礼を言うと、至近距離で知花くんが笑った。

「だから、何で会長はそこでお礼とか言うかな」

　それは、いつもの作り笑いとは違う、すごく可愛かわいい笑顔。

　また、顔が熱くなる。ずっと、こんなふうに笑っていればいいのに。そしたら、もっと……。

「会長は、今もまだ、俺のことばっかり考えてるんですか？」

　そんなこと、どういうつもりで聞くんだろう。悔くやしいけれど、噓うそはつけない。

　こくんと頷うなずくと、知花くんは私の唇を指先で撫なでた。

「よかった」

「……なにが、よかったなの？」

　唇に触れていた知花くんの手を、自分の手で引き剝はがす。

　さっきからずっと、この抱きとめられたままの格好になっているけど、知花くんは放す気がないらしい。

　よかった、なんて。矢野先生だと思っていいから、とか言ったくせに。

「だって今日、会長は俺のものでしょ？」

　そんなの、愛いとしい人に向ける言葉みたい。でも、違う。これはただの契けい約やくだから。

　なのに……、それでも今は、知花くんのことばかり考えてしまう。

　知花くんは私の体を起こして椅い子すに座らせ、肩かたからずり落ちそうになっていたブレザーを直してくれた。そして、まるでひとり言のように小さな声を、私に向けた。

「……会長って、何で矢野先生のことが好きなんですか？」

　知花くんの手は私の肩に置かれたままで、そこから布越しにじんわりと熱が伝わる。うつむいている顔から、表情は読み取れない。

　私が、矢野先生を好きな理由？

「やっぱり顔？」

「何？　やっぱりって」

「うちのクラスの女子も、矢野先生の顔が好きって言ってるの多いんで」

　フッと脳のう裏りを過よぎるのは、体育館。緞どん帳ちようの裏で、胸に手を当てる自分。

「……去年の生徒会選挙の日、体育館の壇だん上じようでスピーチをしなきゃいけない時、スピーチの内容を書いた紙を教室に忘れちゃったの。時間もなくて、取りにも戻れなくて困ってて」

　今でもハッキリと覚えている。涙目になっていた自分も、震ふるえる体も。

「あー、もうダメだなって、諦あきらめかけた時、矢野先生だけが気づいてくれた。『伊吹なら大丈夫。落ち着いて』って、目を見て言ってくれたの」

　覚えてる。忘れたことなんてない。……でも、本当は思い出したくない。

　知花くんはただ、黙って聞いている。

「そしたらね、本当に震えが止まった。紙を見なかったおかげで、体育館で聞いてくれている皆みんなの顔から一度も目を逸そらさずに話せた。あの時矢野先生がいてくれたから、だから……」

　きっと、先生にとっては、大したことではなかったのだろうけど。

「先生があんなことしてるって知ったのは、その後だった。ひどい先生だって分かっても、もう手て遅おくれだったの」

　好きになった人をいきなり嫌きらいにはなれなくて、バカな片かた想おもいは今日も続いている。

　肩をつかむ手にギュッと力が込められる。うつむいている知花くんが、口を開いた。

「そこにいたのが、俺だったら……」

　言葉は床ゆかに落とされて、私まで届かない。何を言ったのかを聞き返す前に、肩の上の熱さは消えてしまった。

「それじゃあ、帰りますね」

「え……」

　うつむいていた顔は、こちらを見た時には、すっかりいつもの笑え顔がおに戻っていた。

　終わり？　……じゃ、なくて。あまりにもあっさりと離れるから、変なことを考えた。

　でも、誰だれにも打ち明けたことがなかったこの気持ちを聞いてもらって、不思議と胸がスッとしたような……。

「あの、知花くん」

「なんですか？」

　かばんにペンケースを入れる横顔に、声をかける。

「河北くんに言ってくれたの、知花くんなんだよね」

　知花くんは手をピタッと止めるけど、すぐに何事も無かったかのように動作を続ける。

「……なんのことですか？」

「生徒会の時間、増やすように頼たのんでくれたんでしょ」

　知花くんはかばんのファスナーを閉め、一息置いて、にっこりと笑った。

「まさか。俺が、会長に優やさしくするわけないでしょ」

　噓つき。その笑顔も、全部。

「うん、でも……、ありがとう。嬉うれしかった。私に何かお礼できることある？」

　否定をしたのに、それでも私がお礼を言ったことに驚おどろいたのか、知花くんは面めん食くらったように目をパチパチさせた。そして難しい顔で頭を搔かき、次に、何かを思いついたように視線を上に向けた。

「それなら、口で言うよりなんか行動で示してほしいなー」

「行動？」

　どんな？　首をかしげて、頭の上にハテナをひとつ。

　知花くんは私に近づき、この部屋にはふたりきりなのに耳打ちをした。

「っ……!?」

　耳を押さえて、反射的に離れる。きっと顔は真っ赤。ほ、放送禁止用語すぎて、半分以上は分からなかった。きっと、知花くんは本気じゃなかった。「出来ないでしょ？」って、そう言いたげな顔で、笑っていたから。

　私は耳を押さえたまま、効果の薄うすそうな睨にらみをきかせ、口を開いた。

「わ、わかった……。お礼をするって言ったのは、私だから……」

　とは言っても、内容をほとんど理解出来ていないから、

「……やり方、教えて」

　羞しゆう恥ち心しんに負けそうになりながらも、頑がん張ばってそこまで言葉を紡つむぐと、知花くんは大きなため息をついた。

「バカ」

　彼は、私が一応年上だということを、忘れているらしい。

「会長、他ほかの奴やつにそんなこと言っちゃだめですよ」

「い、言うわけないでしょ……」

「どうだか」

　知花くんはまたため息をついてから、私に手招きをする。少しだけ近づくと、先ほどと同じように耳打ちをした。

「……え？」

　聞こえなかったわけじゃない。ただ、信じられなくて。

　ぼう然としてその場で固まっていると、知花くんはさっさと生徒会室をあとにした。

「お疲つかれ様でした」

　そんなあいさつにも、返事ができなかった。

　なんて、言った？　聞き間ま違ちがいじゃなければ……。




『日曜日、俺とデートしてください』




「…………え？」

　もう一度聞き返しても、返事をくれる人はいない。

　日曜日、……デートして？

　肩にかけられた大きなブレザーをぎゅっとつかむ。

　……え？







[image: ]「嫌いって言ったくせに」







　デートって、何？　どんなことをするの？　自分に問いかけて、結局答えは何ひとつ出なくて、ついに日曜日。

　デート。つまり、男女が約束をして日時を決めて会うこと。それは、分かる。でもそういうことじゃなくて。

　知花くんが、どういうつもりで私とデートなんてしたがるのかっていう……。

　朝の五時。ほとんど眠ねむれないまま早起きをして、私はクローゼットの前でよそ行き用の服とにらめっこしていた。

　待ち合わせは、十時に学校の最も寄より駅で。

　昨日送られてきた、知花くんからのラインのメッセージを開く。簡単に、待ち合わせ場所と時間が書いてあって、最後には、




『逃にげないでくださいね』




　……この、意味深なメッセージ。

　スマホの向こう側で、にやりと笑う顔が見えるようだ。

　ため息をついて、スマホを机に置いて、また服とのにらめっこを再開。

　何を着ていけばいいんだろう。デートといっても、付き合ってるわけじゃないし。だからといって友達同士でもないし。私と知花くんって何なんだろう。ただの生徒会の先せん輩ぱい後輩と呼ぶには、距きよ離りが近すぎる。私、気づくといつも知花くんのことを考えているみたい。

　好きじゃない。全然。なのに……、好きな人のことよりも、いっぱい考えてしまう。

　胸むな元もとには、水曜日のキスの痕あとがまだ消えずに残っていて、もう痛くないのに、ずっとジンジンしてる。




　服装は無難に、春用の白い薄うす手での長なが袖そでトップスに紺こん色いろのロングスカートに落ち着いた。

　結構シンプルだけど、変ではないよね……。

　制服の時には、長い黒くろ髪かみを耳の下でふたつに結んでいるけど、今日はハーフアップ。

　ドキドキと騒さわがしい胸に手を当て、駅に着いたのは約束の十五分も前だった。

　早く来すぎちゃったかな。まあ、いいか。知花くんの顔を見る前に、気持ちを落ち着かせる時間が必要だし。

　そういえば、デートっていう単語にばかり気を取られていて、どこで何をするかって、何も聞いてない。

　普ふ段だん、友達と遊ぶ時には、買い物をしたりとか、カフェに入ったりとかだけど……。男の子が行きたがる場所なんて、何も知らない。男子とふたりきりで出かけたことなんてないし。

　そこで、やっと気づいた。そうだ、初めてなんだ、私。初デートが、今日。

　どうしよう。意識したら、気持ちを落ち着かせるどころか、余計にドキドキして……。

「会長」

「わあ!?」

　後ろから肩かたを叩たたかれて、飛び上がる。振ふり向いて顔を確かく認にんする前に、顔を覗のぞき込まれた。

「あ、やっぱり会長だ。髪かみ型がた違うから、一いつ瞬しゆん間違えたかと」

「ち、知花くん……、早かったね……」

「会長こそ、早すぎ」

　先ほどとは違った意味で、まだドキドキしてる。

　び、びっくりした……。

　顔を見るには、早すぎる。まだ、全然落ち着いていないのに。

「いつものあれ、やめたんですか？　ふたつ結び」

　知花くんが、自分の耳の下でグーを作る。

　何それ、可愛かわいい……。

「学校では、結んでないと校則違い反はんになっちゃうからしてるだけだよ」

「そんな校則あったっけ？」

「あるの。何度も言うけど、その茶ちや髪ぱつだって校則違反なんだからね」

「へぇー。いつもこっちの髪でいればいいのに。可愛い」

「なん……っ」

　茶髪の指し摘てきを無視したかと思ったら、さらりと何か言われた……！

　分かってる。からかわれてるだけって分かってるから。だからドキドキしすぎ、心臓……！

　直視は出来ないから、そっと知花くんの姿を見る。

　茶髪はいつものことだけど、髪の毛はわざとくせ付けさせているみたいだし、黒の細身のパンツで制服の時よりも脚あしが長く見える。実際脚は長いんだと思うけど。身長も高いし。

　私、今からこの人とデートするの？　顔はいつもの知花くんなのに、違う人みたい。

「とりあえず、駅出ましょうか」

「う、うん……」

　駅の外ってことは、電車で移動するわけじゃないんだ。近場なのかな。

　スッと手を差し伸のべられ、首をかしげる。

「なに？」

「手」

　見れば分かるけど。

「なに？」

　もう一度聞くと、知花くんは呆あきれたように息を吐はいた。

「知らないんですか？　デートって、手を繫つなぎながら歩くんですよ」

「えっ、そうなの!?　みんな!?」

「もちろん」

「そんな決まり、聞いたことないなぁ……」

　眉まゆを寄せながら手を乗せると、すぐにギュッと握にぎられ、引かれた。

　手、大きい。私の手はどこにいったの？　ってくらい、すっぽりと見えなくなって。なんか……、すごくすごくムズムズする……！　何でこんなに強く握るの。手にばっかり意識が集中する。……と。

「噓うそですけどね」

　一歩分前を歩く知花くんが、べーっと舌を出したのが見えた。

「っ！　ほら、やっぱり！」

「あー、さすがにそこ騙だまされるほどバカじゃなかったか」

「また何回もバカバカって！」

「ははっ」
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　またその可愛い笑え顔がおで、もう……、何なの。




　知花くんに引っ張られるままに駅を出て、少し歩く。

「どこに行くの？」

「そこの画材屋です」

「画材屋……？」

　デートっていうのは、先に画材屋に行くものなのかな。……うん。さすがに私もそこまでバカじゃない。

「知花くん、絵とか描かく人なの？」

「いや、これは備品です。生徒会室で使ってるやつ、そろそろ補ほ充じゆうしなくちゃいけないんで。これ、副会長に渡わたされた、買うもののリスト」

「備品……」

　ルーズリーフを半分に切ったメモを見せられ、目を通す。そこそこ多い。

　ひとりだと、少し大変な量なのかな。これって、デートじゃなくただの買い出しって言うんじゃあ……。

「あれ？　領収書って、なんて名前でもらうんでしたっけ。上様とか？」

「うん……」

　知花くんが何か話しかけているみたいだけど、耳に入らない。

　デートとか、そんな紛まぎらわしい言い方するから。

「会長？」

「知花くん、河北くんに買い出し行けって言われたの？　こういうのはね、個人の休みをつぶして行くんじゃなくて、学校がある日に皆みんなで」

「なんか機き嫌げん悪いんですか？」

「悪くないよ」

　デートとか言うから。変な言い方、しないでよ。私は、てっきり。

　……てっきり、なに？　あれ？

「副会長に押し付けられたんじゃないですよ。俺が自分から行くって言っただけ」

「優やさしいのはいいことだけど……」

「会長と出かける理由が欲しかったからですけど。あ、この店」

　画材屋に着き、早さつ速そくペンを選び出す知花くんの隣となりで、私は少しの間フリーズ。

　今、なんて？

「…………知花くん」

「はい？　会長、これとこっち、どっちがいいですか？」

「……こっち」

　混乱しつつ、二択たくだったペンの片方を指さす。バサッと買い物かごに入れる音がする。

　私と出かける理由が欲しくて、買い出しを。……って、聞こえたような。

「会長、これだと他ほかの店に行った方が安いかも……、うわ、真っ赤」

「えっ」

「いや、顔。風邪かぜ？」

「ち、違ちがう……、全然……」

　デートでは手を繫ぐのが決まりだとか、ついさっきも変な噓をさらっとついちゃうような人　なんだし、あんなのきっと本気で言ってない。

　自分に言い聞かせても、勝手に顔が熱くなってくる。

「風邪じゃないならいいけど。今日、そんなに早く帰すつもりないんで。具合悪くなられたら困る」

　私ばっかり、一々過か剰じよう反応する。知花くんにとっては、発言に深い意味なんてきっとないのに。

　水曜日じゃないのに、振ふり回されはじめている。




　備品の買い出しは画材屋一店だけでは終わらなくて、電車に乗って移動したり、何だかんだやっている内に昼の十二時を過ぎていた。

「あー、やっと終わった。すいません、連れ回しちゃって」

「ううん、より安いお店で買うのは大事なことだよ……」

　お店を何軒けんか回るのは、別にいい。いいんだけど……、ずっと手を繫ぎっぱなしなのが、本当にムズムズする……。今も。

「あ、もう昼だ。会長、甘いのって平気ですか？」

「うん、好きだけど……」

「じゃあ、スイーツバイキング行きませんか。奢おごるから」

「えっ、いいよ、そんな、悪いから……」

「別に大だい丈じよう夫ぶですよ」

「ううん、本当に」

「えー、何？　そんなに早く帰りたいんですか？」

「えっ!?」

　そっか、奢られるのを断るってことは、知花くん的にはそういう解かい釈しやくになっちゃうんだ。

　繫いだ手を見て、戸と惑まどって、無意識にぎゅっと握り返した。

「奢らなくていい。……けど、一いつ緒しよに……行く」

　私、今日はちょっと変。

　私の返事を聞いて、知花くんはにっこりと笑った。

「やっとデートらしくなってきた」

　ということは、今までのは、本当にただの生徒会の仕事のつもりだったんだ。私ばっかりずっとドキドキしてて、バカみたいじゃない。

「会長……、うーん」

「なに？」

　知花くんは歩き出そうとしてすぐ止まり、難しそうに眉を寄せる。

「いや、今日会長って呼ぶのもな、って。……伊吹さん？」

「どうしたの、知花くん。さん付けとか、なんか変だよ」

「えー、じゃあ」

　校内だと会長呼びも当たり前なんだけど、確かに外で会長って呼ばれても、周りの人から見れば、一体私は何者なんだって感じがするかも。

　会長って呼びたくないなら、普ふ通つうに先せん輩ぱいとかでいいのに。

「雛子？」

「!?」

　突とつ然ぜん名前を呼ばれ、驚おどろいて咳せき込む。

「なっ、なんで、名前……っ！」

「え？　会長の名前、雛子でしょ。伊吹雛子。だから雛子って」

「な、何回も呼ばなくていい……！」

　真っ赤な顔でケホケホと咳せきが止まらなくて、知花くんは涼すずしそうな顔で私の背中をさする。

「だめ、それ禁止……。名前はだめ……」

　咳が落ち着いても、顔の熱さは変わらない。ずっと、名前を呼ぶ声が頭から消えなくて。

「デートなのに会長呼びとか、雰ふん囲い気き出ないじゃないですか」

「いいの、とにかく禁止だから！」

「ケチ」

　ケチとか、そういう問題じゃない。

　心臓の音が、おかしい。私、なんでこんなに……。

　私は知花くんに手を引かれて歩いている間もずっと、胸に手を当てて、心音を落ち着かせるのに必死になっていた。




　スイーツバイキングのお店に着いたけど、日曜日の昼ということもあって混こんでいる。店のすぐ前にある順番待ち用の椅い子すには、六人ほどお客さんが座って待っている。全員女の子。

「待ち時間三十分だって。あ、会長は先に座ってて」

　知花くんが、順番待ちの名めい簿ぼに名前を書きながら、私に振り向く。

「ありがとう」

　後ろ姿、姿勢が綺き麗れいだな。そんなことを思いながら椅子に座ると、すでに座って順番待ちをしていた同世代くらいの女の子たちが、知花くんを見てヒソヒソと話を始めた。

「やば、かっこよくない？」

「声かければ？」

「無理に決まってんじゃん！　後ろにいるの彼女でしょ、どうせ」

　私も込みで話題にのぼっているようで、この場所は居い心地ごこちが悪い。

　私、彼女じゃありませんよ。

　知花くん、学校以外でもモテるんだ……。他の女の子から見ても、かっこいいんだ。

　名前を書き終わった知花くんが、私の隣に座る。

　ここの椅子、隣の椅子と近すぎ……。肩かたが触ふれるか触れないか、ギリギリの距きよ離り。

「隣の、彼女じゃなかったりして。さっき会長とか呼んでたし」

「マジ？　なに、会長って」

「あだ名じゃん？」

　彼女たちのヒソヒソ話は終わっていなかったらしい。

　学校の外じゃ、会長っていうのはすぐ理解してはもらえない。あのまま、名前で呼ばれていたのなら、こんなことには。

　……とか、私変なこと考えてる。

「知花くんは甘いの平気なの？」

　彼女たちの会話をこれ以上聞いていたくなくて、自分の声でかき消す。

「好きですよ」

「そ、そう……」

　「甘いものが」って、主語を付けて言ってほしい。心臓に悪い……。

「じゃあ、よく来るの？　スイーツバイキング」

「初めてです。男同士で、こんな女の子ばっかりの店行けないでしょ」

「男同士？」

　そんな言葉に違い和わ感かんを覚えたのは、イメージと違ったから。

　女の子といっぱい遊んでるんだろうなとか、デートなんて慣れてるんだろうなとか、そんなふうに思っていたから。校内でだって、女の子とよく一緒にいるし。

「会長は？」

「ん？　スイーツバイキング？　来たことないよ。パンケーキのお店とかなら前に行ったけど」

「男とデートで？」

「はい!?　そんなわけないでしょ！」

　しまった。びっくりして、力いっぱい否定してしまった。男の人と出かけたことないのがバレバレ……。

　私から見えないように気をつけているようだけど、クスクス笑っているの、ちゃんと見えてますけど。

「これが、会長の初デートだったりして」

　そうですけど、何か。なんて、ハッキリ口に出すのは悔くやしくて、私はムッと眉まゆを寄せた。

「変？　もう堂々と笑っていいよ。さっきから見えてるし」

　うつむき加減になった私の顔を、知花くんは下から覗のぞき込む。

　上うわ目め遣づかいで目を見られて、一いつ瞬しゆん息が止まる。

「変じゃない。初デートが俺のものなんだって思ったら、嬉うれしかっただけ」

　──止まった呼吸の、再開の仕方を忘れた。

「知花く……」

「二名様でお待ちの、伊吹様。お待たせ致いたしました、お席にご案内致します」

　名前を呼ぼうとしたら、そのタイミングでお店に入る順番が回ってきてしまった。

「行こ、会長」

「わ……っ」

　片手で軽々と腕うでを持ち上げられ、椅子から立ち上がる。

　その力強さに心臓が跳はねて、私はまた少しうつむいた。

　腕をつかんだついでなのか、席に移動するまで知花くんはずっと私の手を握にぎっている。

「知花くん……」

「え？」

　目を合わせると、また息が出来なくなる。

「あ、えっと……」

　手、離はなしてって、言えない……。

「……あ。名前。順番待ちの名簿に、知花くんの名前書かなかったの？」

「だって、俺、自分の名字好きじゃないし」

「そういえば、前に言ってたね」

「本当は、会長にも知花くんとか呼んでほしくないんですけど」

「可愛かわいいのに」

　本心からそう思っているのに、知花くんはジト目で私を見た。頰ほおは少し赤い。

「お席、こちらになります。ごゆっくりどうぞ」

　席に案内され、バッグを置いて席につく。店員さんがいなくなり、ふたりきりに。

「この際言いたいんですけど、マジで知花くんって呼ぶのやめてくれませんか」

「他ほかになんて呼べば……」

「会長って、俺の名前知らなかったっけ」

「まさか。知ってるよ。宏之くん……でしょ」

　男子を下の名前で呼ぶことなんてないから、緊きん張ちようする。知花くんは少し驚いたように目を見開いて、すぐにそらした。

　あれ？　まさかとは思うけど……、照れてたりする？

「……やっぱりいいや。呼ばなくていいです」

「え、自分で言ったのに」

「いいから」

　知花くんは赤くなった頰を見せて、すぐに顔を背そむけ、私の頭をポンと撫なでて立ち上がった。

「会長が名前呼ばれたくない気持ち、分かったかも」

　あの時の、私と同じ理由ってことは……。あれ？　え？

　撫でられたところから、どんどん熱が広がる。……知花くんの赤面が、うつった。

「会長、料理取りに行かないの？」

　先に立ち上がっていた知花くんが手招きをする。私は頰に手を当てて、知花くんを見た。

「……うん、行く」

　結局、私ばっかり振ふり回されている。




　家を出る前は、知花くんと一いつ緒しよに出かけるなんてどうなることかと思っていたのに、思いのほか楽しくて、隣となりを歩くことに違和感がなくなっていった。
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　スイーツバイキングのお店を出て、私たちは近くのショッピングモールへ。

　特に何か欲しいものがあったわけでもなく、目に留まったお店に入ってみたり、ゲームコーナーでクレーンゲームをやってみたり。気づいたら時間は大分過ぎていて、もう夕方。




　めちゃくちゃ楽しんじゃった……！　と、トイレの鏡を見て私はひとり肩を落とした。

　つばの広がったいかにもマダム用っぽい帽ぼう子しを知花くんが試着した時には、横ですごく笑っちゃったし、私が何回挑ちよう戦せんしても取れなかったクレーンゲームのマスコットは、知花くんがたった一回やっただけで取れてしまって悔しかったし、女の子しかお客さんがいないような可愛い雑貨屋さんには、文句も言わずついてきてくれたりとか……。

　警けい戒かいしてしまったけど、デートって本来は明るい意味で使われる言葉なわけで。

　認めよう。今日は、本当に楽しかった。

　トイレを出ると、近くの壁かべにもたれかかり、知花くんが待っていた。

「会長」

　ドキッと胸が高鳴ったのは、私を見つけた知花くんの顔が嬉しそうに見えたから。

「ごめんね、お待たせ……」

　そう言って近くに寄ると、知花くんは自然と私の手を取った。

　隣を歩くことに、違和感はない。唯ゆい一いつ、この行こう為いを除けば。

　違和感っていうか……、最初からずっとムズムズしてる。そのせいで、落ち着かない。

「会長、疲つかれてない？　休きゆう憩けいしませんか」

「うん、そうだね」

　履はいているパンプスにヒールはないけど、ずっと歩いていたから、足の裏が痛い。

　私たちは、ショッピングモール内にあるコーヒーショップに入ることにした。




　知花くんがふたり分の注文をしている間に、私は席を確保。窓まど際ぎわの、ふたりが向き合う形になるテーブル。外が見えるけど、薄うす暗ぐらくてどんな景色なのかはあまり分からない。

　もう、今日も終わってしまう。私、残念がってる……。そんな自分に気づき、頰に手で触ふれる。なんか……ずっと熱い。

　窓から目を離し、テーブルを見ると、近づく足音に顔を上げた。知花くんが来たのだと思ったのに……──

「あれ？　伊吹？」

「っ……！」

　呼ばれた名前に、私は目を見開いた。

「矢野先生……？」

　先生はトレーにふたつのカップを載のせて両手で持っていて、後ろにいる女の人はきっと婚こん約やく者。ふたりで、おそろいの指輪をしている。

　このドキドキは、いつも先生に感じている甘い感情とは別のもの。

「偶ぐう然ぜんだな、ひとりか？」

「あ、いいえ……」

　普ふ通つうに話しかけられ、どう返していいのか分からず目を泳がせると、婚約者の女性と目が合い、軽く会え釈しやくをされた。

　髪かみの毛は暗めのブラウンで、ボブ。身長は私よりも少し低そうで、小こ柄がら。タレ目で優やさしい印象の、可愛い人。

　こんな人を裏切って、先生は……。

「あ、こいつ、婚約者。伊吹はうちの生徒なんだ。生徒会長で」

「生徒会長さん？　この人、顧こ問もんなのよね。いつもお世話になってます」

　ふたりのやり取りを聞いて、私は頑がん張ばって笑え顔がおを作った。

　先生、笑えるんだ。あんなことをしていて、それでも。彼女の前で……。

　矢野先生に、婚約者がいることはずっと前から知っていた。分かっていたはずなのに、こうやって存在を知ってしまうと……。

「会長、聞くの忘れてました。砂糖何個……」

　知花くんがコーヒーの入ったカップを運んできてくれて、直前で先生の存在に気づいたらしい。

「は？　矢野先生？」

「え？　伊吹、知花と一緒だったのか？」

　先生も、知花くんがいるのは予想外だったのか、何度も私と知花くんの顔に視線を行き来させる。

「あ、ありがとう、知花くん。砂糖は自分で持ってくるね……！」

　私は慌あわてて立ち上がり、レジの横の砂糖やミルクがあるスペースへ逃にげるように向かった。

　ここで、矢野先生に会うなんて……！　婚約者、本当にいたんだ。疑っていたわけじゃないけど、本当に。

　砂糖とミルクを手に取り、深呼吸をして席に戻もどる。

　知花くんは座っていて、まだそばに先生がいた。婚約者の女性は、先に別の席に向かったらしい。

「お、お待たせ！　知花くんも砂糖いる？　多めにもらってきたよ」

「ありがとうございます。俺はブラックで飲むんで」

「そうなんだ。残りは後で返してくるね」

　わざと元気なふりをして、席に着く。胸の音がうるさくて、自分が何を喋しやべっているのか頭にない。

「ふたりで来たのか？」

　矢野先生に問われ、体が強こわばる。

「そうですけど」

　知花くんが、答えながら私の様子を窺うかがう。

　砂糖を入れたいけど袋ふくろをやぶる指が震ふるえて、上手うまくいかない。

「そっか。ふたり、最近仲いいと思ってたけど、伊吹と知花っていうのは意外な組み合わせだな」

　違ちがう。そう否定をしようとする私よりも先に、知花くんが笑って言った。

「違いますよ。今日は、生徒会の備品の買い出しです。ほら、これ」

　知花くんは、朝に購こう入にゆうしたものの袋を先生に見せる。

「備品？　わざわざ休みに行ったのか？　言ってくれれば、平日に俺が車出したのに」

「えー、マジですか。それなら、早めに言えばよかったかも。ね、会長」

「え、あ、うん……、そうだね……」

　話を振られ、適当に相づちを打つ。私の頭の中ではずっと、真っ先に否定した知花くんの言葉がぐるぐると回っている。

　備品の買い出し。間違ってない。間違ってないけど……。

『日曜日、俺とデートしてください』

　知花くんが、言ったくせに。

　キュッと唇くちびるを結んで、ふたりから目をそらす。

「……なあ、知花ちょっといいか？」

「え？　ああ、はい……」

　すると、矢野先生は知花くんだけを名指しにして、店の外へ連れ出した。

　知花くんだけに話……？

「知花くん」

　気になって、思わず立ち上がってしまうけど、

「あ、会長、俺の分まで飲んじゃダメですよ」

「の、飲まないから！」

　歩きながら振り向いた知花くんにからかわれて、私はおとなしく座り直した。

　店内からふたりの姿が消えて、私はコーヒーに砂糖を入れた。入れすぎた。そう気づいた頃ころには、予備にもらってきた分の砂糖も全すべて投入し終わった後だった。

　ふたりのことが気がかりで、ボーッとしていたせい。




「知花くん、さっきから変だよ」

　知花くんが、あからさまに静かになった。正確には、矢野先生の話が終わって席に戻ってきてから、おかしい。

「そうですか？　会長だって変ですよ。さすがに砂糖入れすぎ」

「えっ、なんで分かったの」

「砂糖の袋、全部開いてるから」

　心ここに在らずな顔をしておいて、そういうところはちゃっかり見てるんだから……。

　コーヒーを口にする。……甘すぎる。

「矢野先生に、何か言われたの？」

　カップを持つ知花くんの右手が、ピクッと反応して、ソーサーに当たるカップの音がガチャンッと粗そ雑ざつに響ひびいた。

「大したことじゃないです。ただ、会長のことをどう思ってるのかって聞かれただけで」

「え……」

　なんで、矢野先生がそんなことを……。

　甘い砂糖の奥で、苦いコーヒーが顔を出す。

「……それで？」

「会長のこと、遊びで近づくつもりならやめた方がいいって言われました。俺のこと、なんだと思ってんだか。そんなこと言っといて、矢野先生、会長のことも狙ねらってんのかも」

　矢野先生がどういうつもりかなんて、今はいい。そんなことよりも、もっと。

「なんて答えたの？　知花くんは」

　先生に、私のことをどう思っているのか聞かれて、……その返事は？

　知花くんは私と目を合わせず、笑った。




「安心してください。俺、会長のことが好きなわけじゃないですから」




　私は、知花くんからもっと別の言葉が出ることを期待していたのかな……。

　好きじゃないって、それに私は安心しなきゃいけないの？　なにそれ……。

　今日がすごく楽しかったから、勘かん違ちがいをしていた。

　そうだった。私たちが一いつ緒しよにいる理由。そこに、愛情なんてなかったのに。




「私だって、大だい嫌きらい」




　甘い甘い砂糖でごまかした苦い味が、口に広がる。




　コーヒーショップを出てからの私たちはずっと無言で、ショッピングモールもすぐに出て、ただ歩いた。

　知花くんが少し先を歩いて、私は遅おくれて後ろをついていく。手は繫つながない。繫がなきゃいけない理由なんて、本当はずっとなかった。たまに知花くんは後ろを振ふり向いて、私の存在を確かく認にんする。私は、目が合わないようにって、そればかり考えていた。

　向かう先は、きっと駅。また元の場所に帰るために。元の関係に……戻るために。

　今日が終わる。

　大嫌いなんて、思ってない。優やさしいところがあるって、ちゃんと知ってる。

　言いすぎた。分かってる。知花くんと一緒にいると、何だか冷静でいられない。

　明日あしたになれば、ただの生徒会長と書記になる。深く関かかわらず、手も繫がない。デートなんてしない。私たちは、ずっとそうだった。

　これからも、きっと……。

「っ……」

　ひとり立ち止まり、唇を嚙かむ。

　好きじゃない。恋こい人びとじゃない。なのに……。

　水曜日だけは、君のもの。こんな、名前の付けられない関係が、苦しい。

『今日、そんなに早く帰すつもりないんで』

　バカ。噓うそつき。そんなことを思ってしまう、自分が嫌いやだ。

　グッと、両手をこぶしに変える。ギュッと強く握にぎっていないと、涙なみだがこぼれそうで。

　大嫌いなんて言って、謝ってもいない。私、全然可愛かわいくない。

　知花くんだって、きっと私のことなんて嫌いになったに決まってる。

　ひとりで暗い場所を歩いていく背中が、小さくなっていく。

　どうしてだろう。好きな人に会ったばかりなのに、少しも考えられない。矢野先生のことを。

　知花くんの背中を見ながらボーッと立っていると、向かい側から歩いてきた人にぶつかってしまって、完全に力を抜ぬいていた私はその場でよろめいた。

「きゃ……っ！」

「あっ、すいません！」

「いえ、こちらこそ……」

　危なかった。ちょっと間違えれば、転んでいたかも。

「会長！」

　顔を上げると、先を歩いていたはずの知花くんが、こちらに向かって走ってくる姿が見えた。とても、焦あせった顔で。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　後ろ見たらいないからビビった」

　転んだわけではないのだけど、知花くんは私の背中を手でササッと払はらってくれる。

　私の心配してるの……？

「知花くん……」

「なに？　あ、涙目。どっかケガしました？」

　こんな時でも、私の頭を撫なでるんだね。なんで、優しくするの？

　ひどいことを言ったのに。嫌われても仕方ないと思っていたのに。

　……今なら、謝れるかもしれない。

「私、さっきの……」

「あれー？　宏之？」

　第三者の女の子の声が、私の言葉を遮さえぎる。

　ふたりで声の方へ顔を向ける。同年代くらいの女子がふたりと、少し離はなれたところに男子が三人いる。

　この子は、確か……。

「日高？」

　知花くんが、女の子の名前を呼ぶ。そうだ、よく知花くんと一緒にいる……。

「えっ、うそ、生徒会長と一緒なの？　もー、なに？　うちらの誘さそい断っといて、会長と遊んでたわけ？」

　日高さんの不満げな抗こう議ぎを聞いて、知花くんが同級生たちに遊びに誘われていたことを知る。それなのに、私と？

　……本当に知花くんは、分からない。

「違うって。生徒会の買い出しとかあるんだから、しょうがないだろ」

「はー？　ねー、会長さーん。休みの日にまで宏之に仕事押し付けんのやめてくれませーん？」

「会長に絡からむなよ。俺が自分から行くって言ったんだから」

「絶対噓だよ。宏之が、そんな真ま面じ目めなわけないもーん」

「あのなぁ」

　知花くんと日高さんの言い合いのそばで、私はじっと黙だまってうつむいていた。

　また、生徒会の仕事って……。

「てか、買い出しなんだったら、もう終わったんでしょ？　うちら、今からご飯行くんだけど、宏之も行こうよ」

　日高さんが、知花くんの腕うでに自分の腕を絡め、グイッと引く。

「いや、俺、会長のこと送っていくから」

「宏之がそこまですることないでしょ。ただの生徒会の用事に付き合ったくらいでさぁ」

　生徒会の仕事。生徒会の買い出し。生徒会の用事……。違う。今日は──

　私は、日高さんから奪うばうように、知花くんの腕を両手でつかんだ。




「デートです…！」




　そんな私の呟つぶやきに、知花くんたちは同時に私の顔を見る。

「今日は、デートです！　生徒会なんて、関係ない！」

　何度も生徒会って、そればっかり。違うでしょ。知花くんが、言ったくせに。

「会長……？」

　知花くんが、信じられないものを見るように、腕をつかむ私の手を見る。周りもシーンと静まり返ってしまって、そこで自分の口走ったことをようやく振り返った。

　私、今なにを……。

　かぁーっと一気に顔が熱くなって、すぐに知花くんの手を離す。

「ごっ、ごめんなさい！」

　堪たえきれなくなって、私はその場から逃にげるように駆かけ出した。

「会長！」

「ちょっと、宏之」

「ごめん、日高、俺やっぱり今日無理だから！」

「もう！」

　背後から、知花くんと日高さんが揉もめている会話が聞こえる。私はそんなのは構わずに、ただここから姿を消すことしか頭になくて、道順も確認せずにひたすらに走った。
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「会長！　待って！」

　すぐ後ろから知花くんの声が聞こえて、驚おどろいて振り向くと、私のあとを追ってきていた。

　だめ。今、一番一いつ緒しよにいられないのは、知花くん。

　私は何も答えずに、走るスピードを上げる。だけど、コンパスも足の速さも違う知花くんにはそんなことは関係なくて、どんどん距きよ離りを詰つめられる。

「会長、待ってって！」

　私はもう返事をする余よ裕ゆうもなく、息が上がっていくばかり。

「会長……、雛子！」

「っ！」

　それは、私の思考を奪うには充じゆう分ぶんだった。

　無意識に緩ゆるくなった足取りは、ふたりの距離をゼロにする。

　人ひと気けのない路地裏に入ったところで、パシッと叩たたかれるように手を捕つかまえられ、これ以上はもう身動きが取れない。

「離して……っ」

「嫌です。会長、さっきの何？」

「なんでもない……」

「そんなわけないでしょ。言って、会長」

「やだ、言わない……」

　走ったせいだろうか、知花くんの顔まで赤い。そんな余裕のない表情をするなんて、らしくない。

　なんで私、こんなところに逃げてしまったの。明かりの届かない、狭せまい道。

　誰だれもいない、……ふたりきり。

「雛子」

「や、やめて、呼ばないで……っ！」

　耳を塞ふさぎたくても、手を封ふうじられているからそれが適かなわない。

「知花くんに名前呼ばれると……おかしくなる……」

　自分の名前なのに。気が変になる。

　力で勝てるはずもないのに、それでも逃げようとする私を、知花くんは壁かべに押し付ける。

　顔を背そむけたくても、顎あごをつかまれて、許してくれない。

「見せて。俺のことばっかり考えて、どうにかなりそうな顔」

「やだ……ってば！」

　私、どんな顔をしてるの。分かるのは、燃えそうなくらい熱いことと、この瞳ひとみが知花くんしか映していないこと。

「嫌きらいって言ったくせに、そんな顔してるんですか？」

　知花くんこそ、どうしてそんな顔をしてるの。安心してって、言ったのに。私のことは、好きじゃないからって。

　その目は、私しか映していないように見える。顎をつかんでいた手が離れ、スッと胸むな元もとに下りる。服の上から指が触ふれて、ある場所を探さぐり当てられる。

「俺のキスマーク、この辺？」

　今は服で隠かくれている、胸の上ギリギリ。

「や……っ、やだ……」

　大分薄うすくなったとはいえ、それでもまだそこには、赤い痕あとが残っている。

「見ていい？」

「だ、だめ……っ！」

　襟えりぐりを指でつままれて、少し下におろせば、すぐにキスマークと下着が見えてしまう。いくら腕をつかんで制止しようとしても、びくともしない。

「水曜日以外は、手を出さないって……」

「出してないでしょ。服の上からしかさわってない」

「そんな理り屈くつっぽいことばっかり言って……！」

　また顔を逸そらそうとした私を、知花くんは頰ほおを包んで自分の方に向かせようとする。

「だったら、ちゃんと答えて。さっきの、何ですか？」

　ああ、もう……、本当に無理。どうにかなってしまいそう。心臓、破れそう。

　好きじゃない。彼氏じゃない。彼女じゃない。なのに、こんなの……。

　私たちは、間ま違ちがっている。

「知花くんが……、知花くんが言ったんだよ！　お礼にデートしてって！　これがデートじゃなく生徒会の仕事なら、お礼したことにならなくなっちゃうでしょ！　だ、だから、これはデートじゃなきゃ困るの……」

　語ご尾びに向かうにつれて小さくなっていく声が、最後は消えるみたいだった。

　好きじゃない……はずなのに。なんで、こんなことを言っちゃうの。

　一番おかしいのは、私だ。

　涙なみだ目めで、熱すぎる頰で、私の顔は今どうなってるんだろう。

　知花くんの顔が、少し近づいているような気がする。きっと、気のせいだけど。

「あと……、『大嫌い』は言いすぎた。ごめんなさい……」

　消え入りそうな声量で、言葉が届いたかは分からない。だけど、知花くんがポカーンとした後に急に吹ふき出したから、多分聞こえていたのだと思う。

「だから、会長はそこで謝ったりするから」

　先ほどまでの空気が、いきなりやわらかなものに変わって、目め頭がしらに溜たまる涙もピタッと止まった。

　ずっと、壁に押し付けられたままつかまれていた手首も離はなされ、いたわるように軽くさすられた。

「痛くない？　痕ついてないといいけど」

「大だい丈じよう夫ぶ……」

　突とつ然ぜん優やさしくなって、また別の涙が出そうになる。

「会長はズルいな」

　微笑ほほえみながらボソッと呟いた声は、私に聞かせるつもりはなかったのかもしれない。

　ズルいのは、知花くんの方だよ。もうずっと、振ふり回されてる。

　さすっていた手首から、手のひらに移動して、ぎゅっと握にぎられる。そのまま引かれて、路地裏を出た。

「どこ行くの？」

　日高さんには、「会長を送っていく」と言っていたのに、知花くんの足が向かうのは駅とは逆方向。

「知らないんですか？　デートって、夜まで一緒にいなきゃいけないんですよ」

　聞き覚えのある言葉。それは、朝にも……。

「また噓うそなんでしょ」

　知花くんは、振り返ってただ笑うだけ。

　噓と知っていても、手を引かれるままに、私は黙だまってついていく。

　歩く速度をゆるめた知花くんと、隣となり同どう士し。デートの距離は、きっとこれが普ふ通つうで。

　ああ、やっぱり、ムズムズする。

「あ、会長ってピンク以外も持ってたんですね」

「！」

「水色の水玉」

「今すぐ忘れて！」

　ギリギリ見えていないと思っていたのに！

「白のレースは？」

「絶対につけないから！」

　からかうように笑った知花くんは、私の顔をじっと見る。

「夜遊びするなんて、会長は悪い子ですね」

「知花くんには言われたくない……」

　君の前では、悪い子でかまわない。もう、ずっと。

　好きじゃない。嫌いじゃない。それでも、手を離さない。この、関係は……。
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　あのデートから二週間が過ぎて、ついに来週は学園祭。

　授業は午前中で終わり、午後からは学園祭の準備一色。生徒会も、ほぼ毎日集まって準備するような状態で、とても忙いそがしくなってきた。

　私たちのクラスの出し物は、クレープ屋。毎年、ご飯ものの模も擬ぎ店は多いものの、スイーツ系はほとんど出ないから、そこで集客を狙ねらったとのことらしい。前準備といえば、教室の装そう飾しよくくらいで、生徒会もある私はそれを少し免めん除じよしてもらっていた。

　そんな水曜日の放課後。私は生徒会室でひとり、メモを片手にうんうんうなっていた。

「どうしよう……、ここ私ひとりになっちゃう……。うーん……」

　生徒会のメンバーの名前が書いてあるメモを、ペンでぐりぐりと書いたり消したり。

「おはよう、ごめん会長、遅おくれた」

　姿を見せた、ふたり目のメンバーは、河北くん。

「おはよう、河北くん。まだ誰だれも来てないから大丈夫だよ」

「皆みんな、クラス抜ぬけづらいのかもな。会長、何やってんの？」

　河北くんに指をさされ、書きすぎて大変なことになった、手元のメモを見せた。

「学園祭の、見回りするペアを決めようと思ったんだけど、難しくて。皆の、クラスの当番がある時間帯を外してやらなきゃいけないんだけど、うまいこといかないんだよね……」

　毎年、学園祭では生徒会が交代で見回りすることになっている。しかも、必ず男女ペアで。

「男女バラバラにしていいんだったら早く決められるんだけどと思ってて、困ってるの……」

「女子同士の見回りだったりすると、他校生に絡からまれた時大変だからな」

「そうなんだよね……。しかもここ、この時間、私しか手が空く人いなくて」

「あー、そっか……。うーん……」

　河北くんも、メモを見て一いつ緒しよにうなり出す。

「じゃあ、午前の最初の時間帯は三み浦うらさんと多おお田たに行ってもらうことにして。それで……。あ、ちなみに、会長は宏之と一緒な」

「!?　なっ、なんで知花くんと!?」

「だって、あいつ一番サボりそうだし。会長がしっかり見張っててくれないと」

　サボりそうなイメージ……。分からなくはないけど、私と一緒だからといって真ま面じ目めにするかどうかは。

　というか、私に抑よく止し力りよくがあるどころか、ふたりきりになる時、知花くんはとても不真面目。……色々な意味で。

　またガチャッと扉とびらが開き、背中を向けていた私には、誰が現れたのかは見えなかったけど、

「おはようございます」

　……この声は。

「宏之、ちょうどよかった。学園祭の見回り、お前会長と一緒な」

「ちょ、ちょっと待って河北くん！」

　早い、早い早い！　私まだ納なつ得とくしてません！

「えー、会長と一緒ですか？　ラッキー」

「なんだラッキーって。お前がサボんないように、会長に見張ってもらうためだからな」

「俺のイメージ、悪すぎません？」

「日ひ頃ごろの行いのせいだろ」

　ふたりの会話が、私と知花くんのペアでいくようにじゃんじゃん進んでいく。

「待って、まだ私やるなんて……」

「え？　会長、宏之と一緒は無理？」

「っ……」

　河北くんに問われ、言葉に詰つまる。

　無理とか、そんなんじゃなくて……。

「会長、嫌いや？」

　知花くんにもまっすぐに目を見られ、私は視線をそらした。

　ふとした瞬しゆん間かんに、あの日のデートを思い出す。

「嫌じゃ、ないよ……」

　呟つぶやいて、ちらっと知花くんを見ると、嬉うれしそうに笑っていた。

　何、その顔……。

　笑え顔がおを見ただけでドキドキするなんて、私も……変。




　あのデートの後、二回の水曜日を迎むかえたけれど、生徒会の仕事が忙しくていつもよりもたっぷり時間を使ってしまい、議会が終わるとすぐにメンバー皆で退室。……と、いうことが二週連続であり。

　知花くんは、デート以来ずっと私に触ふれてはこない。自分で宣言した通り、水曜日以外に手を出さない約束は守り続けている。

　今日はまた、水曜日。今日は……。

　私は、資料を準備している河北くんに近づいた。

「河北くん、今日の議会ってまた時間かかっちゃうかな？」

「どうだろ。前まえ倒だおしでやることはやってるからなぁ。なんか用事あんの？」

「ううん、そういうわけじゃなくて。ずっと遅おそくまで残ってるから皆も疲つかれた頃ころかなって」

「だよなー。俺も、クラスでは大道具とかやらされて疲れたわー。今日くらいは早く帰る？」

「うん。頑がん張ばるね」

　ホワイトボードの前でペンを持つ知花くんは、そんな私たちを見ていた。




　少ししてから、矢野先生も生徒会の残りのメンバーも集まり、議会が始まった。

「今日はまず、学園祭での見回りのことですが、二時間ごとの交代になります。最初の時間帯が三浦さんと多田くんで……」

　河北くんと決めたメモ通りに読んでいて、途と中ちゆうで気づいた。

　知花くんと一緒の見回りの他ほかにも、私ひとりしか都合がつかない時間帯があるんだった。

「それで、ひとつだけ私しかいない時間帯があるんだけど、誰かクラスで都合付けられそうな人は……」

　座っている皆を見み渡わたすと、

「会長、俺……」

「俺が行こうか？」

　ホワイトボードの前で知花くんが何かを言おうとしたけど、その言葉を遮さえぎって名乗りを上げたのは矢野先生。

「えっ、先生が……？」

「女同士は危ないからダメだったんだよな？　俺だと、男だし教師だし、ちょうどいいだろ」

「でも……」

　もう一度知花くんを見ると、何事も無かったように書記の仕事に戻もどっていた。

　気のせいだったのかな……。




　議会はいつもより早く終わって、皆はホッとした様子で生徒会室を後にした。窓から見える教室には、いくつか明かりがついている。クラスの準備が終わらないところもあるんだろうな……。生徒会室には、知花くんとふたりきり。

「会長」

　ホワイトボードの文字を消しながら、知花くんが窓の近くにいる私を見る。

「今日は、ずいぶん早く終わりましたよね」

「河北くんに、早く終われるように調整してもらったからね」

「何でですか？」

「なんで……？」

　……あれ。そういえば、何でだろう……。

　毎日遅くまで残ってるから、皆が疲れていると思って？　ううん、私、そんなに綺き麗れいなこと考えてない……。

「会長とふたりきりになるのって、デートの日から初めてですよね」

「そうだね。ここ最近は、曜日も関係なくずっと忙いそがしくしてたから」

　次の水曜日まであと何日って、ずっと考えていたから、それは即そく答とう出来る。それでも結局、二度あった水曜日のどちらも、ふたりきりにはならなかったけど。

　……え？　待って、私、まさか……。

　思い当たる理由がひとつ見つかって、かぁーっと顔に熱が集まる。

「待って、違ちがう！　私、そんなつもりじゃなくて！　ずっと忙しかったから、今日くらい早く帰った方がって思っただけで……！」

「え？　どうしたんですか？」

　突とつ然ぜん叫さけび出した私に、知花くんは首を傾かしげて尋たずねる。

　本当に、私どうしたの。こんなことを考えるなんて。これじゃ、私、自分から知花くんのそばに行きたがっているみたい。

「会長、知ってました？　今日は、水曜日です」

　わざと私に曜日確かく認にんをしていることは、分かっていた。

「……知ってるよ」

「バカだなぁ。議会を早く切り上げるの、今日にしなきゃよかったのに」

　今日だからこそ。私は、ちゃんと理解していた。今日がどういう日なのかっていうこと。なのに、本当にどうして？　自分の行動が、理解できない。

「会長」

　机にもたれかかった知花くんが、こちらに向かって手招きをする。その先の、あらゆる展開を予想しながら、私は少しずつ近づいた。

　そばに寄って、それで終わりだなんて、そんなことは思ってない。手を繫つなぐだけのデートとは違う。水曜日は、君のもの……だから。

　今日こそは、関係が進んでしまうかもしれない。

　怖おじ気けづいて、少し距きよ離りをとっていると、焦じれた知花くんにぐいっと腕うでを強く引かれた。

「！」

「遅すぎだから」

　ぽんっと頭が落ちた場所は、広い胸の中。そのまま腕を背中に回され、抱だきしめられた。

　頭の形でも確かめるみたいに、後頭部が何度も撫なでられる。胸に埋うずまったまま、顔が上げられない。

　強く抱きしめられているわけじゃないのに、胸が苦しくて呼吸もままならない。

　なに、するのかな……。今日。

　怖こわい。そんな気持ちもあるけれど、ずっと抱きしめられたままでもいいかもなんて、そんなことを思ってしまうのは、このぬくもりのせい。

「会長は、ちっちゃくてあったかい」

「ちっちゃいは余計……。知花くんが大きいだけでしょ」

　ひと言ひと言を口から出すだけでも、緊きん張ちようする。無意識なのか、頰ほおをすりすりしてくるのがくすぐったい。

　また、犬扱あつかいか何かをされている気がする。毛並みがいいとか言って。

「やっぱり、会長さわり心地ごこちいい」

　予想通り、多分、毛並みを褒ほめられている。嬉しくない。

「言っとくけど、私、人間だからね」

「知ってますけど。何言ってんの」

「……」

　本当だ。私、何言ってるの。

　抱きしめられて苦しくて、ドキドキして、思考回路が正常に働いていないみたい。

「今日、俺にさわりたいからかと思った」

「……え？」

「議会、早く終わらせたの」

「!?　違うから！」

「分かってますよ」

　か、からかわれただけ……。

　きっと耳まで真っ赤になっているだろう私の顔のそばで、クスクスと笑い声が聞こえる。

　そんなにあっさり引かないで、もう少し追つい及きゆうしてみればいいじゃん……。とか。

　ああ、やっぱり。思考回路が正常に働いていない。

　不意に、抱きしめられる力が強くなって、一いつ瞬しゆん呼吸が止まった。

　私にすり寄っていた知花くんの顔が、よそを向いたことを、見なくても仕草で感じ取る。

「電気、ついた」

「？」

　電気？

「図書準備室の」

「！」

　生徒会室の扉とびら側を向いている私とは反対に、知花くんは窓に顔を向けている。

　そうだ、私……、矢野先生のこと、忘れてた……？

　こうやって、知花くんとふたりきりで生徒会室に残っているのも、そもそもは矢野先生のことを秘密にしてもらうことを条件に始まっていたのに。

　それなのに、言われるまで少しも考えていなかった……？　うそ、そんなの……。私、ずっと何考えてたの？

　腕の力がゆるんで、お互たがいの間に距離ができる。

　知花くんが驚おどろいた表情をしたのはきっと、私の顔が、好きな人が他ほかの女の子といるのに傷付いていなかったから。

　不安で揺ゆれる瞳ひとみに映るのは、……知花くんだけ。

　大きな手のひらが頰に触ふれて、つい身を引いてしまう。

「逃にげないで」

「っ……！」

　拘こう束そくされているわけでもないのに動けなくなるのは、まっすぐに見つめられていたから。

「熱い」

「じ、実じつ況きようしなくていい……」

「なんで、そんな顔してるんですか？」

　知花くんのせいだよ。……そんなこと言えない。

　頰を引き寄せられ、知花くんの顔が近づいてくる。

　キス……される？　ぼやけるほどに至近距離になっていくのに堪たえきれなくて、思いっきり目を瞑つむった。予想していたやわらかさが襲おそったのは唇くちびるではなく、額。

　パチッとまぶたを開いて、額に手をやる。

　ここ？

「矢野先生と見回り出来ることになって良かったですね。……くらいの、嫌いや味みでも言ってやろうかと思ってたのに。そんな顔するから、意地悪する気なくした」

　今までのは、意地悪ではないとでも？

　触れられたところ、全部。……熱い。

「あの見回り、私がひとりしかいないところ、矢野先生の前に、知花くんがやるって言おうとしてくれたんじゃない？」

「言ってないですよ」

「ありがとう」

「だから、言ってないって。矢野先生に取られたんだから」

　それはつまり、言おうとしてくれてたって、言っているようなものなんだけど。

　知花くんがため息をつき、私の体を抱き上げた。

「えっ、きゃっ！　な、なに!?」

　床ゆかに足がついていない感覚に焦あせるけど、すぐに腰こしを下ろされたのは机の上。知花くんも、すぐ隣となりに座る。びっくりした……。座らせたいなら、口で言ってくれればいいのに。

　ドキドキしている胸に手を当てると、知花くんの頭が肩かたにもたれかかってきた。

「会長は本当にバカ」

「なんて？」

「バカすぎて、安心する」

「褒めてないよね」

「うん」

　今、ただの悪口を言われたらしい。

　憎にくたらしい口調とは裏腹に、知花くんは穏おだやかな表情で目を閉じた。

　今日は、何もしないのかな。そんなことを考えている時点で、何かを期待しているみたい。

　そんなはずない。ないんだけど……。

「会長のクラス、学園祭はどんなことするんですか？」

「クレープ屋だよ」

「ああ、あれ、会長のクラスだったんだ。会長も作んの？」

「うん、当番が回ってきた時はね。知花くんは？」

「うちは、アリスカフェ」

「アリス……？」

「不思議の国の。女子がアリスの格好すんの。俺はチェシャ猫ねこ」

「チェシャ猫って……」

　脳内では、紫むらさきとピンクのシマシマ模様の猫が笑っている。あれを人がやるってなると……。

「着ぐるみ？」

「まさか。執しつ事じ服に、猫耳着いてるだけ。俺、生徒会の仕事で準備手伝えなかったから、せめて当日はこれで客寄せしてこいって」

　執事服に猫耳。このふたつが共存できるかは別として……。

「それ、似合いそうだね」

「執事？　猫耳？」

「どっちも」

「会長、俺にケンカ売ってるんですか」

「売ってないよ。知花くんかっこいいから、きっと女の子いっぱい寄ってくるよ。他校の子だって来るしさ……」

　女の子に黄色い声を上げられて囲まれる姿を想像して、言葉が止まった。うん、絶対にこれは現実になる。

「知花くん、立派な客寄せパンダになれると思うよ。女の子のお客さんだけで、席埋うまっちゃうかもね」

　言葉にトゲがあることは、見み抜ぬかれていたらしい。知花くんが私の顔を下から覗のぞき込んだ。

「何でいきなり不ふ機き嫌げんなんですか」

「なってない、不機嫌になんて」

「なってるじゃん」

　明らかに不機嫌な表情で否定をする私を見て、知花くんはフッと笑った。

「会長、これ貰もらってくれます？」

　ポケットから出されたのは、長方形の紙。『アリスカフェ招待券・担当 知花』。

　模も擬ぎ店のチケット？

「えっ、行っていいの？　ありがとう！」

　一瞬で機嫌が直る単純すぎる私に、知花くんがまた笑う。

「俺がいる時に来てくれれば、何かサービスするんで」

「ありがとう。これ、『担当 知花』ってあるけど、チケットって全部知花くんの名前入ってるの？」

「違ちがう違う、俺が作ったやつだけ」

「そっか。名前のとこだけ手書きだね」

「全部コピーにすると、偽にせ物もの作られるかもしれないからだってさ」

「へぇ……」

「とか言って、他のクラスのチケットは、全部コピーだったけど。ほら」

　知花くんが取り出した数枚の紙は、たこ焼き屋やお好み焼き屋やアイス屋、おにぎり屋など。

「いっぱいもらったんだね……」

「なんか、歩いてたらポケットに突つっ込まれたりして、すげーたまった」

　絶対、女子だ。

　そんなものを見せられては、出しづらくなってしまった。私も、自分のクラスのクレープ屋のチケットを、ポケットに入れている。というか、今まさに、ポケットに手を入れたところで。

　気づかれないようにそっと手だけを引き抜ぬこうとしたら、目ざとい知花くんにガシッとつかまれてしまった。

「会長、なんか隠かくしてません？」

「え、いや、あの……」

「見せて」

「あっ……！」

　私の手と、チケットが同時に外に出る。ヒラヒラと床ゆかに落ちたそれを、知花くんが手を伸のばして拾った。

「会長、落ちた」

「……あげる」

　知花くんが字じ面づらを確かく認にんする前に、私は顔を背そむけて言った。

「あげるって、これ何……」

「知花くん、甘いの好きでしょ。よかったら……来て」

　裏返しになっていたチケットを返せば、そこには直筆はひとつもない、偽物作り放題の、『３年２組クレープ屋』の文字。

「いる」も「いらない」の言葉もなく、知花くんはじーっとチケットを眺ながめている。

　いらないかな……。スイーツバイキングでは何回もケーキを持ってきていたから、甘いものが好きならクレープも好きかなって勝手に思っていたけど。

「あの、無理しなくていいよ……？」

　不安になり、顔を覗き込むと、知花くんの頰ほおが紅潮していた。

　つられて、私まで赤くなる。何でそんな顔……。

　知花くんは、赤い顔を少しでも隠したいのか、手の甲こうを口に当てた。

「……ありがとうございます」

「うん、あ、でも、本当に無理はしなくていいから。いっぱいもらってるし、模擬店はさすがにもういらないでしょ」

　主に、女の子に。とか、そんな気持ちはしまって、胸の前で手をブンブン振ふった。

「いらなくない。俺、会長のクラスは絶対行く。ありがと」

　パッと花が咲さくような笑え顔がおを向けられて、知花くん以上に私は顔を赤くさせてしまった。

　本当はクラスでクレープ屋をやると決まってから、思ってた。知花くん、好きかなって。

　渡わたせてよかった……。

「他ほかには誰だれかに渡してるんですか？」

「まだだけど、予定してるのは中学の時の友達とか、あとは違うクラスの友達とか……。あ、河北くんには、余ったらちょうだいって言われたかな」

「てか、矢野先生には？」

　その名前が出て、私は目を見開いた。

「あっ、うーん、矢野先生は、甘いの嫌きらいじゃないかな。聞いたことないけど……。うん、きっといらないよ……」

　急いで笑顔を取り繕つくろって、答える。

　そうだ、私また……、忘れてた？　チケットなんて、作った時点で知花くんのことしか考えていなくて。私、本当におかしい。ずっと……おかしい。

「会長？」

　目を合わせるとそらしたくなるのに、すぐにまた気になって。名前を呼ばれると、心臓がうるさい。

「抱だきしめてもいいですか？」

　腕うでを広げてにっこり笑う姿に、ぎゅっと息が詰つまったみたいに苦しくなる。

「今さら聞かなくてもいいよ。今日……水曜日だから」

　いつからこの言葉は、こんなに都合のいい言い訳になってしまったの。水曜日だから……なんて。

「水曜日だから、好きにしていいってこと？」

「そこまで言ってない……」

　知花くんに手を引かれ、その腕の中に体がすっぽりと収まる。

「毎日水曜日だったらいいのになー」

　そんな冗じよう談だんにも、この心臓は過か剰じよう反応しすぎるらしい。

「水曜日だと、学園祭出来ないよ……。土日なんだし」

「うわ、まともに返された。だって俺、二週間会長にさわってなかったから、会長不足で」

「何それ……」

　手持ち無ぶ沙さ汰たな両手を広い背中に回しかけて、迷った末に控ひかえめに服をつかんだ。

　今日は、抱きしめるだけ。それだけ。なのに……、今までで一番ドキドキした。
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　そしてついに、学園祭当日。一日目の土曜日は校内のみに向けた出し物で、それも終わり、今日は二日目。一いつ般ぱん開放の日曜日。

　朝から、校内の生徒の他、他校の生徒や保護者で賑にぎわっている。私は、クラスのクレープ屋の作業に追われていた。

「ねー、ヒナ、代わろうか？」

「え？」

　時計をチラチラ見ながらクレープの皮にクリームを絞しぼっていると、横で見ていたさゆに声をかけられた。

「だって、さゆ、まだおかずクレープの方の準備終わってないんじゃない？　私まだ当番の時間残ってるし、大だい丈じよう夫ぶ」

「さっきから時間ばっかり気にしてるから。あれでしょ？　生徒会の見回りあるって言ってたやつでしょ？」

　そんな指し摘てきにドキッとして、クリームを大だい胆たんにはみ出させてしまった。時刻は午前十時半を過ぎたところ。私の見回りの時間は、十一時から。……矢野先生と。

「ううん、見回りは十一時からだからまだだよ。クラスの仕事もちゃんとやってから行くね」

「真ま面じ目めすぎー。うち、早くもサボりたいのに」

「実際、今ちょっとサボってたよね？」

「サボってないよ。ただのつまみ食いだから」

「もう……」

　さゆと笑い合って、何事も無かったかのように平常心を取り戻もどそうと試みる。

　時間を頻しきりに確認していたのは、「会長のクラスは絶対行く」と言った知花くんが、まだクレープを買いに来ないからなのか、数十分後に迫せまる矢野先生との見回りが控えているからなのか。自分でも自分がよくわからない……。

　矢野先生……。あのデートの日、知花くんに、私のことが遊びならやめろとか言っていたらしいけど。どういうつもりでそんなことを言ったんだろう。

　遊びも何も、私と知花くんは……。私と知花くんは、……何なのかな。




　結局、私が当番のうちに知花くんが訪おとずれることはなくて、ついに矢野先生と見回りの時間。

　腕に『生徒会執しつ行こう部ぶ』の腕わん章しようを着け、ふたりで校舎内を回ることになった。

「すいません、先生にまで仕事を……」

「いやいや、俺一応顧こ問もんだしさ、普ふ段だんは特に役立ってないから、こういう時くらい率そつ先せんしてやらないとな」

　そんな会話から始まり、私たちは並んで外を歩いた。

　外には、たこ焼き屋、お好み焼き屋、汁しるもの屋など、模も擬ぎ店が並んでいる。

　あれ？　アイスのクラスがない。知花くんが持っていたチケットにはアイスもあったから、うちのクラスみたいに校内でやってるのかな。うちのクラスには来なかったけど、この中のどれかには行ったんだったりして……。

　私は、無意識にムッと表情を歪ゆがめていたらしい。

「伊吹、そんなに睨にらまなくても、問題起こしてる奴やつなんか見えないから、大丈夫だぞ」

　と、矢野先生に苦く笑しようしながら指摘をされ、ハッと気付いた。

「す、すいません。そんなつもりじゃ……」

「伊吹は真面目でいい子だから、今日みたいな日も手を抜ぬけないだけなんだろ。先生がついてるんだから、もっと気楽でいいからな」

「はい……」

　真面目でいい子。昔から言われ続けてきた、私の性格。その言葉には、いい意味ばかりが含ふくまれているわけではなくて、嫌いやな思いだってたくさんしてきた。

　でも、矢野先生に言われるのは、嫌いじゃない。今でもその気持ちは変わっていない。

　変わっていないけど……。

　真面目ないい子は、先生がしている不ふ祥しよう事じを黙だまって見続けることなんかしない。

「外は、特にトラブルないみたいだな。一階に行ってみるか」

「そうですね」

　真面目ないい子は、こうやって笑って隠かくして、生徒会室で悪いことなんかしない。




　一階も回り、次に二階。

　不思議。私、先生と普ふ通つうに話しながら、隣となりを歩けている。矢野先生とふたりきりでいるなんて、きっとドキドキしすぎて平常心ではいられないんだろうって思っていたのに……。

　二階の廊ろう下かに出た瞬しゆん間かん、ある教室へ続いているらしい行列が目に飛び込んで来た。

「わっ、何これ、すごいですね……」

「本当だな。どのクラスだ？」

　先生と一いつ緒しよに、その行列の先を確かめようと、遡さかのぼっていく。

　行列の先頭まで行き、教室の扉とびらを見ると、『アリスカフェ』と、可愛かわいい丸文字で貼はり紙がしてあった。ここ、知花くんのクラス？

　教室前の受付には、見覚えのある女の子の顔。デートの日に会った、日高さん……。

「並んでいる皆みなさん、二列になってお待ちくださーい。メニューは、ケーキとお飲み物のセットのみでーす」

　日高さんは、受付で並んでいる行列に大きな声で叫さけんでいる。

　日高さんは普通に制服を着ているけど、教室の中では水色のエプロンワンピース姿の女子生徒が、トレーでケーキを運んでいた。

　なるほど。アリスだ。

「ここのクラス、ずいぶん気合い入ってんだな」

　矢野先生は、感心するように中を覗のぞく。

「知花くんのクラスなんですよ。猫ねこ耳みみ着けて執しつ事じやるって言ってました」

　想像すると、何だかクスッと笑えてくる。

　どんな言葉で接客するんだろう。普通に、「いらっしゃいませ」？　それとも、執事の格好なら、「おかえりなさいませ、ご主人様」とか？　結構楽しみかも。

　あ、知花くん見つけた。本当に猫耳だし。

　そんな姿なのに、嫌いや味みなく似合っているのが何だか悔くやしい。トレーを器用にふたつ持って、女の子ふたりの席に運んでいる。

　お辞じ儀ぎをしてその場を離はなれようとした知花くんを、女の子たちが呼び止める。頰ほおを染めて知花くんに話しかける女の子に、少し困った笑え顔がおで対応している。

　あれ絶対、連れん絡らく先教えてとか言われてる。

　確かに、顔はかっこいいけどさ。でも性格が……。……若じやつ干かん悪くて、実は優やさしいことはもう知ってる。うん、でも、校則違い反はんはしまくってる……けど、言葉づかいは丁てい寧ねいな方だし。黙っていても女の子が寄ってくるのは、分からなくない。

　困ってるなら、早く断ればいいのに。と、どんどん苛いら立だっているところに、

「伊吹、見回り続けようか」

「！　は、はい！」

　矢野先生に促うながされ、私は知花くんから目を離した。

「生徒会メンバーのクラスは、やっぱり気になるんだな。仲間だもんな。さすが生徒会長」

「えーと、うん、そうですね……」

　心配してるとか、そんなんじゃないんだけど。

　歩きながら振ふり返る。

　さっきの女の子たちのこと、断った……よね？　もう少し、見ていればよかったかな。

　あの後が気になって、ソワソワしてしまう。

「私も後で知花くんのクラスに行くつもりだったから、中がどうなってるのか見ておきたかったっていうか」

　うん、噓うそじゃない。一応。

「知花のクラス行くのか？」

「はい、チケットも貰もらったので」

　矢野先生は、私の顔を見てピタッと止まる。

「先生？」

「……最近、知花とずいぶん仲いいみたいだけど」

「えっ……、そうですか？　普通ですよ……」

　そんな指摘にドキッと心臓が高鳴って、私は目をそらして否定をした。

　仲がいい……とは、ちょっと違ちがうような、人には堂々と言えない関係だけど。

「前も、ふたりで買い物行ったんだよな」

「買い物って、あれは備品の買い出しというか……」

　買い出しじゃなく、デートじゃなきゃ困る。そんな自らの発言があったことは、さすがに恥はずかしくてこんなところでは言えない。

「知花に、遊ばれたりしてないか？」

「え？　まさか……」

　遊ばれるも何も、抱だきしめられたりキスマークを残されたり、あれは全部水曜日の契けい約やく。

　それ以上も以下もない。

　女の子を相手に遊んでるとか……、そんなの、あなたに言われたくない。左手に、指輪をしておいて。

「知花くんは、そんなことしませんよ。というか、私たち、ただの生徒会の仲間なので」

　胸がチクチクする。

　私、どうして、先生にけんか腰ごしでこんなことを……。

「だよな。ごめんごめん、忘れて。伊吹と知花、あまりにもタイプ違うからさ、心配になっただけなんだ」

「はい」

　頑がん張ばって笑って、最後まで気持ちを取り繕つくろいながら、矢野先生との見回りは終わった。




「はぁ……」

　見回りが終わり、自分のクラスに戻もどって、クレープ屋のお客さんに見えないように、調理場に隠れてため息をついた。

　おかしいな……。矢野先生と一緒なんだから、もっと嬉うれしい気持ちにならなきゃいけなかったはずなのに。

「お疲つかれー、大変だね生徒会」

　さゆが箸はし巻まきのお好み焼きを食べながら、私にも同じ物をひとつ差し出してくれた。

　見回りが大変だったというか、私の気持ちの問題というか。

「ありがとう、さゆ。いくらだった？」

「三百えーん。ねー、次の見回りの前にまだ時間あるでしょ？　どっか行こうよ」

「あ、私ね、行きたいクラスがあるの。一緒に行かない？　アリスカフェ。知花くんのクラスなんだよ」

「あのイケメン後こう輩はいくんとこ？　えー、行きたい！」




　予想通り行列はまだ続いていて、私とさゆは最さい後こう尾びにふたり並んで待つことにした。

「ちょ、やばい、何これ」

　私はさっきすでに見ているから驚おどろきはないけれど、この状じよう況きようを初めて見たさゆは楽しそうに列を眺ながめる。

「すごいよね、朝に見回りした時と同じだよ」

「何目当てなの、これ。美味おいしすぎる高級ケーキでも出してんの？」

「学校の模も擬ぎ店でそれはないんじゃない？」

　というか、そういう案を提出された時点で、生徒会で却きやつ下かして差し戻すし。

　行列の理由。女子生徒の可愛いアリス姿を目当てにっていう、男性客ももちろん多いだろうけど……。

　行列は明らかに女の子の方が多いから、彼女たちの目的は猫耳執事なんじゃないかと思う。

　知花くんは女の子にたくさんチケットを貰っていたから、その子たちは私みたいに知花くん自身にもチケットを貰っていそうだし。一体、どれだけの子に……。

「ヒナ、列動いたよ」

「あっ、うん」

　さゆに腕うでを引かれ、前に進む。




　ふたりで雑談をしながら待って、二十分ほどで受付までたどり着くことが出来た。

　受付は、今も日高さん。

「あ、あの時の会長だ」

　やっぱり覚えてますよね……。

　気まずい気持ちもありつつ、知花くんに貰ったチケットを差し出す。

「よろしくお願いします……」

「はい、チケット預かります」

　無愛想に私からチケットを受け取った日高さんは、それを見て「は？」と、眉まゆを寄せた。そして、私の顔を疑うように見て、チケットを回収している箱に重ねて置いた。

「……どうぞ中へ」

「は、はい……」

　今、睨にらまれたような……。

　教室の中に入ってみると、いくつかをくっ付けた学習机に、レースのテーブルクロスがかかっていて、真ん中には花を生けてある花か瓶びん。椅い子すにも可愛かわいい布がかけてあって、本来なら教きよう卓たくや黒板がある教室の前方は、カーテンで覆おおわれていた。

　結構凝こってる……。

　他ほかのテーブル席を見てみると、やっぱり知花くんが女の子につかまっていた。

　苦笑いをしながら対応している知花くんと私の目が合って、その顔はすぐに笑え顔がおに変わる。

　なんで、このタイミングで笑うかな……。

　彼女たちを軽くあしらい、知花くんは私たちのテーブルに来る。

「会長、いらっしゃいませ」

「う、うん、チケットありがとう……」

　しまった。まともに目を見れない……。

「執しつ事じ服かっこいいね～。ねー、おかえりなさいませお嬢じよう様さまとかじゃないの？」

「!?」

　さゆがとんでもないことを言って、知花くんよりも私が驚く。

「こ、こら、さゆ、変なこと言っちゃ……」

　さゆの口を押さえようとしたら、

「いいですよ」

　と、知花くんがあっさりと笑った。

　「え」と、私とさゆが目を丸くすると、知花くんは胸に右手を当てて、腰こしを曲げた。

「おかえりなさいませ、お嬢様。……とか、こんな感じ？」

　それを見ていたのは、私たちふたりだけではなかったらしい。周りからも「きゃあっ」と、黄色い声が上がる。

「知花ちゃん、ちょっとそれ、こっちでもやってよー！」

「ずるーい！」

「知花ちゃんとか言う人にはやりませーん。この席限定だから」

　知花ちゃんとか呼ばれてる。知花くんも、楽しそうに返して……。

　仲いい女の子、いっぱいいるんだ。知ってたけど……。

「ラッキー、執事やってもらっちゃったね……、うわ、ヒナ顔やばい！」

「……え？」

　さゆに指をさされ、頰ほおに手を当てる。私、どんな顔を。

「え、会長どういう顔してたの。見み逃のがした」

　他の女の子を見ていたはずの知花くんが、再び私を振ふり返る。よかった、見られてなくて。

「会長のおもろい顔見たかったなー」

　なぜ面おも白しろい表情だったと決めつけるのか。

　そんな意見にムッとして、私はふいっとそっぽを向いた。

「他の子見てた人には、見せません」

「えー、ケチ」

　そんな私たちを見ていたさゆがひと言。

「ねー、うち邪じや魔ま？」

「そ、そういうんじゃないから……」

　そこで、知花くんがカーテンの裏にいるクラスメイトから呼ばれ、慌あわてて私たちの注文をとって戻っていった。忙いそがしそう……。

　教室にある、大きな壁かべ掛かけ時計を確かく認にん。

　行列に並んでいた時間や、ここでの滞たい在ざい時間もあって、この教室を出たくらいで次の見回りの時間になりそう。知花くんと一いつ緒しよの。

　朝からずっと働いていたんじゃないかな。疲れてそう。その上、続けざまに生徒会の仕事まで、なんて……。

「お待たせしましたー。はい、ケーキとお茶。あとこれサービス」

　しばらくして、知花くんが、今度はトレーに紅茶とケーキ、そして他のお客さんにはないクッキーを乗せて運んで来た。

「わ、ありがとう。嬉しい。……ねえ、そろそろ見回りの番になるけど、大だい丈じよう夫ぶ？　休んでないんじゃない？」

「あー、はい、俺ずっとケーキとお茶ばっかり運んでる。腹も減ったしー」

「そうだよね……」

　会長として、仲間のこの意見は聞き逃のがせない。

「チョコケーキおいしーい。ヒナも食べなよ」

「あ、うん、いただきます……」

　さゆに促うながされ、ケーキをひと口。

　本当だ、おいしい。……って、味わっている場合じゃなくて。

「状況が状況だし、知花くんの見回り、誰だれかに代わってもらえるか聞いてみようか？　無理だったらまた矢野先生に……」

　矢野先生と一緒にいるのは、先ほどのこともあって気まずいけど、そんなことを言っている場合でもない。

「そしたら、少しは休めるんじゃない？」

　知花くんは、目の前でため息をついて、

「腹減ったし、会長のケーキひと口ちょうだい」

「え」

　人の話をさっぱり聞かず、私が持っているフォークを私の手ごとつかんで、ケーキを口に運んだ。

「ごちそうさまです」

　……今、何が。

「大丈夫、俺、見回り行けますよ。てか、もう矢野先生とは行かせません。じゃ」

　と、ひとり完結した知花くんは、再び裏側に引っ込む。

　ぼう然とした私の目の前で、さゆが口を押さえてこちらを見ている。

　今の、あれは、もしかして。やっと理解した思考が、顔を真っ赤にさせる。

　周りの女の子も悲鳴を上げているようだったけれど、少しも耳に入ってこなかった。




　ずっとニヤニヤと笑いながら見てくるさゆとか、周りから感じる恨うらみがましい視線とか、全部がぼんやりとして集中出来なくて、そのあとに口にしたケーキや紅茶の味は、少しも分からなかった。

　知花くんの教室を出てすぐに、校内放送で河北くんに呼ばれ、私は見回りの時に身に着ける『生徒会執しつ行こう部ぶ』の腕わん章しようを受け取りにいった。

　そして再び、知花くんの教室へ。そしてまたしても、受付の日高さんに睨まれることに。

　「生徒会の仕事なので、知花くんを呼びに入ってもいいですか」って聞いただけなのに。

　私、多分、っていうか絶対、敵視されてる。原因はきっと、日曜日のあのデートの件なのだろうけど。

　気まずいながらも中に入って知花くんを呼ぶと、彼は猫ねこ耳みみ執事のまま腕章を身に着けた。

「え、ちょっと、そのまま行くの？　制服……」

「どうせまたすぐ当番回ってくるんで。てか、クラスの奴やつらにこれ着て宣伝してこいって言われてます」

　これ、広こう告こく塔とうになるために行くんじゃなくて、生徒会の仕事なんですけど。

「その猫耳執事の隣となりにいる私は、一体何なのって感じに見えない？」

　間接キスの余よ韻いんが後を引いて、まともに目を合わせられない。

　遠回しに、制服に着き替がえてよって言ったつもりだったのに……、

「あー、そっか。じゃあ、こっち来て。なー、山やま本もとー、アリス服一着余ってるって言ってなかったっけ？」

「え、ちょ、え!?」

　知花くんに腕うでを引かれ、一緒に教室のカーテンの裏へ。そこには、いくつかのティーポットや、切り分けられているケーキが並んでいたり、出番待ちのアリスや執事がいた。

　ここって、私が入っちゃいけないんじゃ……。

　知花くんに山本と呼ばれた女子は、「あるよ。どうするの？」と、水色のエプロンワンピースを手にしている。

　それは、まさか。

「会長に貸して。一緒にうちのクラスの宣伝してくるから」

「ちょっと知花くん!?」

　何を勝手なことを。それ、初耳なんですけど。

「パーテーションあるから、そこで着替えて」

「待っ、な、何で私がアリス……っ」

　有う無むを言わさずエプロンワンピースを持たされ、知花くんに背中をグイグイ押される。

　抵てい抗こうして拒きよ否ひをすると、

「あ、着方分かんない？　手伝ってあげます」

「きゃあ!?　ば、ばか！　ひとりで着られるから！」

　背後からブレザーを脱ぬがされそうになり、つい口走ってしまった。

　知花くんはにっこり笑って、

「着られるんですね。ここで待ってます」

　……やられた。




　簡易式のパーテーションの裏で、私は困っていた。

　フリフリのフリルエプロン。ふんわりと大きく広がるひざ丈たけスカート。頭と胸むな元もとには大きめのりぼん。

　似合ってない。絶対に、似合わない。こんな、女子力を必要とする服は。

　鏡がないから己おのれの姿は確認出来ないけれど、むしろそれでよかったと思っている。無理。やっぱり返そう。また制服に着替えようと、エプロンの結び目に手を伸のばすと、

「会長、着られました？」

「!!」

　パーテーションを一枚はさんだ向こう側から、知花くんの声がした。

「待って、やっぱり服返すから！」

「何言ってんですか、見回りの時間なくなりますよ」

　と、知花くんは私の焦あせりを無視してパーテーションの中を覗のぞいた。

「知花くん……っ」

　服は一応きちんと着ているのに、私は両りよう腕うでをクロスさせて胸元を隠かくす。

　腕二本程度じゃ、この格好全体を隠すことなんて出来ないことは分かっていたけど。

　知花くんは、私を見ても何も言わない。表情すら変えない。

　いつもより瞳ひとみを若じやつ干かん開き気味にして、口を結んで、ただただそこにいるだけ。

　知花くんが無理やり着せたようなものなんだから、何か……。あ、でも、似合わないって言われるくらいなら、何も言われない方がマシかも。
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「……ねえ、制服着ていい？」

　たまらず問い質ただすと、知花くんは私の顔に手を伸ばした。

「だめ」

　頰ほおに触ふれるのだと思っていたその手は、私の耳の下へ伸びて、いつも髪かみの毛をふたつに結んでいるヘアゴムに指をかけた。

　ヘアゴムが髪からスルッと抜ぬけて、ロングヘアが反動で揺ゆれる。

「こっちの方が可愛かわいい」

　先ほどの表情が噓うそみたいにやわらかく笑った知花くんは、私の髪を整えるように頭を撫なでた。

　かわいい……？　かわいいって、なんだっけ。

　たった四文字の単語が理解出来なくて、何度も瞬またたいてしまう。

　可愛い……。それは、デートの日にも言われたこと。待ち合わせ場所で……。

「……っ!?」

　時間差で言葉の意味を思い出して、声にならず叫さけぶ。

　動どう揺ようしてあたふたしている私に、知花くんが冷静に腕章を着ける。

「行きましょう」

「これで!?」

「もちろん」

　そう言って知花くんは、私の手を引いた。

「ま、待って待って、髪、これ、校則違い反はん……っ」

「制服着てない時点で、校則もなにもないでしょ」

「着せたのは知花くんだよ」

　そして、手を引かれて、なぜ駆かけ足なのか分からない。

　ふわふわやわらかいスカートが脚あしに当たる感覚に、ここが学校だということを忘れてしまいそうになる。

　パーテーションもカーテンも出て、女の子のお客さんがいる客席を駆ける。

「えー、知花ちゃん行っちゃうのー？」

「その子誰だれ？」

　次々にかけられる声に、適当に手を上げながら、知花くんは私を連れて教室を出た。

「着たくないんだったら、すぐ脱がせてあげますよ。俺が」

「い、いい！　結構です！」

「だったら着てれば？」

　振ふり向き、べーっと舌を出す顔が、憎にくたらしいほどに楽しそう。

「あ！　宏之、どこ行くの!?」

　受付の日高さんが、走りながら去ろうとする私たちに向かって叫ぶ。

「生徒会の仕事！」

「なんでその人が一いつ緒しよ……、てか、服！」

「あとで、俺が責任もって脱がしとくから。じゃあな」

　またしてもとんでもない発言を繰くり返した背中を、バシッと叩たたく。

　廊ろう下かの端はじっこまで走って振り向くと、日高さんが立ち上がってこちらを睨にらんでいるのが見えた。きっと、あの子も知花くんのことが好きなんだ……。

　あんなに周りに女の子がたくさんいるのに、どうして私に構うんだろう。




　見回りは、一階から。そんな先入観でいた私とは裏腹に、知花くんの足が向かうのは三階へと上がる階段。

「上から見回るの？」

「会長のクラスに行こうかと思って」

「え!?　なんで!?」

「もらったクレープ屋のチケット、まだ使ってないから」

「待って待って、無理無理無理無理！　無理だから！　こんな格好……っ！」

　不特定多数の人物に見られるだけでも恥はずかしいのに、同じクラスの皆みんなに見られるなんて！

　私は抵抗して、階段の真ん中で知花くんと引っ張り合いになる。

　見回りの最中に、クラスの誰かにこの格好を見られる可能性だってある。だけど、自ら飛び込んでいくのとはまた別の話なわけで。

　嫌いやがって踏ふん張っていると、突とつ然ぜん知花くん側の力が緩ゆるんだ。

「俺、ずっとクラスに拘こう束そくされてて、全然学園祭楽しんでないんです。見回りが終わったらまたクラスに捕つかまるし。会長のクラスは、絶対行きたかったんだけどな……」

　しゅんとした様子で、絶対に見み間ま違ちがいなのだけど、作り物の猫ねこ耳みみが下に垂れているようにすら見える。

　知花くんが忙いそがしそうにしている姿は、私自身がこの目で見て知っている。教室のあの様子だと、知花くんが言う通り、本当にまたすぐ連れ戻もどされるんだろうし……。

「……わ、わかった……、行こう。恥ずかしいけど、我が慢まんする……」

　さゆ辺りには、指をさして笑われそうな気しかしないけど。

　観念して声をかけると、「よかった」と、にやりと笑われた。

　騙だまされた……！　先ほどよりももっとぎゅっと強く手を握にぎられ、歩き出す。

「知花くん、わざとでしょ」

「何が？」

　白々しい。結局、憎たらしいほどに楽しそうなのは変わらない。

「大だい丈じよう夫ぶ、似合ってるから」

　スカートをつまんで気にしている私に気づいたのか、知花くんが笑う。

「可愛い」

　……絶対に噓。そう思って言い聞かせないと、平常心を保っているふりを続けられない。胸が、ぎゅっとする。




　見られてる。……気がする。

　私は、三階の廊下を知花くんに手を引かれて歩いている。めちゃくちゃ周りの視線を感じる。勘かん違ちがいだと信じたい。

　ただでさえ知花くんが目立つのに、一緒にいる私までついでに注目されているような……。

「知花くん、つかんでなくても逃にげたりしないから、離はなしていいよ」

　本音を言わせてもらえば、今すぐにでも制服に着き替がえ直したいけれど、それはもう諦あきらめた。

　ため息をついた私を、知花くんがチラッと見る。

「知ってますよ。会長は、途と中ちゆうで仕事を投げるような人じゃないから」

　多分、褒ほめられた。なのに腑ふに落ちないのは、言葉と行動が合っていないから。

「うん。だから、離してもいいよ」

「……会長、バカすぎ」

「ちょっと!?」

　それ、久々に聞いた気がする。一生聞かなくてもよかったけど。

「あのね、知花くんたまに私が年上だって忘れるよね？」

「まさか。これ以上ないくらい敬ってるのに」

「棒読みじゃん」

「ははっ」

　……笑った。

　しまった。知花くんの笑え顔がおって、危険なんだった。直視すると、脈がおかしくなるって分かっていたのに。私はとっさにうつむいて、顔を隠かくした。

　ドキドキが少しも収まっていないのに、知花くんの足がある教室の前で止まって、

「会長のクラス、ここでしょ？」

「！」

　着いてしまった。こんな格好だし、まだ動どう悸きはおかしいし、クラスメイトと顔を合わせる自信はない。

「知花くん、ひとりで行って。私、ここで待ってる」

「なんで？」

「いいから。お願い」

　知花くんは、「会長が作ってくれるのかと思った」と、口をとがらせて文句を言いつつ、不満げに教室に入った。

　私は入口近くの壁かべに背を預け、はぁーと大きく息を吐はく。

　何だか、やっと息いき継つぎが出来た気分。

　知花くんのそばは、特別酸素が薄うすい気がする。何度か温度も高い気がする。繫つながれていた手を見つめる。さっきまですごく熱かったからかな。全部熱が奪うばわれて、今では冷たい。

　離していいよ、なんて自分で言ったくせに。

　フッと目の前が翳かげって、もう知花くんが戻ってきたのかと顔を上げる。だけど、そこにいたのは知らない男の人がふたり。着ているのは、近くの男子校の制服。

「うわ、めっちゃ可愛かわいいね～、どこの衣装？」

「俺らも行くから、案内してよ」

「えーと……」

　私も一応、アリスカフェの広こう告こく塔とうになっていたらしい。早くも効果が。

　いざ声をかけられるとどうしていいか分からず、下がるところもないのに後ずさりをしてしまう。

「ねぇ名前は？　ひとりでしょ？　一緒に回ろうよ」

「今スマホ持ってる？　ＩＤ交こう換かんしよ」

　あれ？　もしかして、私、絡からまれてる？

　今現在行っている生徒会の見回りというものは、こんなトラブルから生徒を守るためにあるのではなかっただろうか。まさか、私がこっち側になってしまうとは。

　どっちにしろ、きちんと対処しなくちゃいけない。

　私は、目の前の背の高いふたり組を見上げる。普ふ段だん周りにいる知花くんや河北くんみたいな男子とは違ったタイプの、強面こわもてな見た目と雰ふん囲い気きに、怖おじ気けづいてしまいそう。

「すみません、困ります。私は、生徒会の仕事で、今……」

「え？　生徒会？　その格好で？」

　……そうでした。生徒会の仕事をしながら、なぜかアリスなんでした。

　目の前でからかうように笑われ、ぐっと言葉に詰つまる。

「生徒会だったら、学校のこと詳くわしいんだろ。案内しろよ～」

「俺ら初めて来たからさ、分かんなくて」

「痛っ、は、離して……！」

　強く腕うでをつかまれ、引かれそうになる。腕にあとが付きそうなほどの痛みに、顔が歪ゆがむ。

「っ、離して！　いい加減にしないと、そちらの学校に連れん絡らくしますよ！」

　精せい一いつ杯ぱいの抵てい抗こうをしても、びくともしない。

「は？　ふざけんな」

　私の言葉に逆上したのか、ギロリと睨まれ、ますますつかむ力を強くされる。

「いいから来いよ」

「や……、やめ……っ！」

　怖こわい……！　近くに数人の人はいるものの、私たちを見てどうしたらいいか戸と惑まどっている様子で、誰だれもそばには寄ろうとしない。

「っ！」

　思いっきり腕を引かれ、転びそうになりながら進まされる。

　このままじゃ、私──

「っ……、知花くん！」

　ぎゅっと目を閉じて、浮うかんだ顔。とっさに名前を呼んだのは、無意識だった。




　きっと、一秒もなかった。ふわっと、後ろから包むように抱だきしめられて、時が止まったようにゆっくり流れた。

　姿を確かく認にんする前に、口から出た名前は……。

「知花く……」

　──カシャッ。

　……カシャ？

　顔の横で、カメラのシャッター音のようなものが……。

「はい、撮とりました。顔も制服も、無理やり引っ張ってる手も写ってます」

　私を抱きしめながら、ふたり組に見せているのはスマホの画面。たった今撮られた画像が写し出されていることは、すぐに分かった。

「は？　消せ！」

　スマホに伸のびてくる手をひょいっとかわして、知花くんは片手でぽんぽんっと軽々とスマホを操作する。画面はどこかのサイトに飛んだあと、すぐにメール画面に変わった。

「今からそちらの学校のサイトに写真を送ります。嫌いやなら、今すぐこの人の手を離して出ていってください」

「なんっ……！」

「それとも、ＳＮＳで人気者にした方がいいですか？　めちゃくちゃバズりそうですね。おめでとうございます」

　後ろにいるから顔は見えないけれど、声こわ色いろで表情は容易に想像がついた。

　すっごく怒おこってる……。この状じよう況きように、周りにいる生徒たちも密ひそかにスマホをこちらに向けて、きっと写真を撮っている。それを見たふたり組は、「チッ」と舌打ちをして、私の手を離した。

　ふたりが廊ろう下かの端はしまで行って、見えなくなるまでそのままで待ってから、知花くんは深く息を吐いた。

「よかった、会長大だい丈じよう夫ぶですか」

「う、うん、ありがとう……、助けてくれて」

　後ろからのしかかるように抱きしめ、知花くんは私の腕をさすった。

「赤くなってる。痛い？」

「大丈夫。大したことないから……」

　優やさしく触ふれる指先に、今さら心臓の音がバクバクと騒さわぎ立てる。

　こ、怖かった……。

　私を片方の腕で抱きしめながら、知花くんはスマホを耳に当てる。

　小さくコール音が聞こえる。誰かに電話をかけているらしい。

「はい？　宏之か？」

　すごく近いから、相手の声までも聞こえてしまう。

　いいのかな、聞いてて……。

「あ、副会長」

　相手は河北くん？　思わず知花くんの顔を見る。

「なんだ？　なんかあったか？」

「今、男子校の生徒がふたり、うちの女子を無理やり連れていこうとしました。今から写真送るんで、見つけたら注意して見てて下さい。出来たら、学校から追い出してください」

「追い出すって、お前……。うわー、マジかぁ。毎年、絶対なんかあるんだよな。分かった。お前、会長と一いつ緒しよだろ？　とりあえず、そのまま見回り続けてて」

　そこで通話はプツッと切れて、知花くんはスマホをポケットにしまった。

「ありがとう。というかこういうのって私の仕事だよね……。ごめん、役に立たなくて……」

　ただ震ふるえて、何も出来なくて、知花くんに助けられなかったら危なかった。会長として、情けない。

「俺は会長を守るためにいるんだから、いいんです。むしろ、もっと頼たよってくれないと」

　ふてくされているような物言いで、先ほどよりも体重をかけてのしかかられて、重い。

　なんか……少女漫まん画がみたいなことを言われた。

「知花くん、私のこと守るためにいたの？　知らなかった……。遊ぶつもりでいたのかと」

　照れ隠かくしで、私の口は可愛くないことを喋しやべらせる。素す直なおに、嬉うれしいって言えればいいのに。

「何でですか。女子同士の見回りじゃ危ないから、男女ペアになったんでしょ。守りますよ」

「ああ、そっちの意味……」

「そっちって、どっち？」

「なんでもない」

　遊びのつもりでいたのは私の方だったの？　生徒会の仕事だから、守ってくれただけなのに。女の子扱あつかいをされたように、勘かん違ちがいをするなんて。

　いけない。私、おかしい。私がここにいるのは、生徒会の仕事。しっかりしなきゃ。

「あれ？　知花くん、そういえばクレープは？　持ってないけど」

　もしかして、私を助ける時に放ほうり投げてしまったんじゃないかと、辺りを見回す。

　ない。よかった。

「あ、クレープまだ出来てないです。廊下が騒がしくて扉とびら開けたら、会長が『知花くん』って呼んだから」

「そ、そっか……」

　そうだ。私、あの状況でとっさに知花くんの名前を。顔も、他ほかの誰も浮かばなくて……。

「さすがにもう出来てると思うんで、取りに行かないと」

　と、知花くんは私の手を握にぎる。

「え、あの……手……」

　なんで？　そんな戸惑いを、目で伝える。

「つかまえとかないと、会長危ないから」

　否定や抵抗をしそうになるけど、数分前の出来事があるから、私は口を閉じた。

　でも、本当は知ってる。こんなことをしなくても、大丈夫って。

「……これで生徒会の仕事って言っても、信じてもらえないよ。絶対誤解される」

　なのに、振ふり払はらえない。……振り払わない。

　仕事だって、自分に言い聞かせたばかりなのに。

「やだ？」

　そんな聞き返しをされても、即そく答とうできないなんて本当におかしい。

　やだって、はっきり言わなきゃダメでしょ、バカ。

　誤解されたら困る。好きな人が、校内にいるのなら。あの日のコーヒーショップで会った時みたいに。

「別にいいよ……。私、危ないんだもんね」

　私は、どんな顔でこんなことを言ってるの。

　知花くんは無言で踵きびすを返し、私の手を引いて再び私の教室へ向かった。こんなことを言ってしまって、きっとからかわれると思ったのに。

　ホッとすると同時に、後ろ姿なら直視できると思い、目の前を見る。耳が、赤くなっているのが見えた。

　え？　見間違い……じゃ、ない。

　たまに知花くんは、ふとした仕草で、行動で……私を勘違いさせる。

　そんなはずない。だって、言われたから。「好きなわけじゃない」って。




　動どう揺ようして、すでに教室に入っていたことに気づかなかった。

「えー!?　あはははは！　ひ、ひな、かっわい……、ぷふっ」

　クレープ屋で会計を担当しているさゆに、指をさされて笑われ、現実に戻もどった。

　予想通り……、いやむしろ、それ以上の反応で、とても恥はずかしい。

「こら、さゆぞー笑いすぎ。会長すっごい可愛かわいいじゃん。どうしたの？　それ」

　さゆにコツンと軽くこぶしを当てたクラスメイトの女子は、知花くんに、

「さっきのクレープ取りに来たんだよね？」

　と、綺き麗れいな三角に包まれたクレープを渡わたした。

「二年のアリスカフェの衣い装しようなの。似合わないよね……」

「ううん、可愛いよ。会長、仕事ばっかりでバタバタしてんのかと思ってたけど、学園祭めっちゃ楽しんでたんだね」

　一応、今も仕事中なのだけど、知花くんも併あわせてのこの浮うかれた格好では説得力がない。

「楽しんでるというか、本当はそんな場合じゃないんだけど……」

　何度も言うけど、実は生徒会の仕事中だし。さっきもトラブルがあったばかりで……。

　そんな私の気も知らず、のんびりとクレープを食べている隣となりを見て、ため息が漏もれた。

　……なんか可愛い。そうなんだよ、この人、基本的には可愛い顔をしてるから。

「知花くん、クレープ似合うね」

「どういう意味で？」

「褒ほめ言葉」

「ふーん」

　何かを含ふくんでるように相づちを打った知花くんは、「あ！」と、私を指さした。

「あ？」

　って何？　それを聞けなかったのは、私の口が「あ」の形のまま、クレープで塞ふさがれたから。

「おいしい？」

　そんな、騙だまし討うちみたいに食べさせてから、普ふ通つうに聞くとか。

　味なんて分からない。私の頭には、一いつ瞬しゆんで〝間接キス〟の言葉しか浮かばなくなったから。

　そして、心なしか、周りから「きゃあ」と黄色い声が聞こえたような気が。

「もう……、何するの……」

「いや、クレープ似合うとか言うから。会長の方が似合うじゃんって思って。あ、付いてる」

　と、知花くんは私の唇くちびるの端はじを指で撫なでて、真っ白なホイップクリームをすくいとった。

「ほら、やっぱり会長の方が似合う」

　今さら口の中に甘い味が広がってきたのは、また笑え顔がおを直視してしまったせい。

　知花くんの唇も、私の唇と同じように甘いのかな……とか。余計なことを考えてしまう。

「もう、会長！　楽しんでる場合じゃないとか言っといて！　うちの店、カップルはお断りなんですぅー！」

　と、クラスメイトの女子に冗じよう談だん交じりに笑いながら背中を叩たたかれ、面めん食くらう。

　隣を見て、彼女の勘違いに気づいた。

「ち、違ちがう！　違うから！」

　手をパタパタと顔の前で振って、大きな声で否定をしても、ニヤニヤと笑いながら「いいからいいから」と、流されるだけ。

「本当に！　今は生徒会の仕事で……！」

「いいって。うちら最後の学園祭だもんね。どうせなら楽しいほうがいいし、会長でも浮かれちゃうの分かるよ～」

「そうじゃなくて」

「あっ、いらっしゃいませー。ほら、もう、イチャつくなら人が見てないところでどうぞっ」

　教室に新しい来客があり、私たちは誤解されたまま、半ば強制的に教室を追い出されてしまった。

「違うって言ったのに……」

　恨うらみがましい視線を廊ろう下かから教室の扉に送ると、知花くんはのんびりとクレープを食べながらまた私の手を引いた。

「どうします？　見てないところでイチャつきに行く？」

「真に受けないの！　仕事するんでしょ」

「はーい」

　河北くんが、知花くんを私と組ませた理由が分かった気がする。ユルいから、すぐ脱だつ線せんするというかなんというか。嫌いやなわけじゃないんだけど……。

「そっかー、会長、学園祭最後なんだ」

「え？　うん、そうだね。三年だし……」

　そして、生徒会長ということもあり、今年はいつにも増して忙いそがしかった。

「まさか、三月に卒業するつもりなんですか？」

「まさかとか言わないで。絶対卒業するよ。生徒会も学園祭が終わったら引き継つぎだしね」

　とか、自分で言っていて、感かん慨がい深くなる。もう、あの生徒会室は、私の居場所ではなくなってしまうから。

　これから待っているのは、本格的な受験勉強とか、試験とか。最後の夏休みは遊んでる場合じゃなくなって。雪が降って、卒業式。ここからいなくなる準備を始める。

　楽しい時間は、もう終わりかな……。

「俺、会長がいなくなるのはやだな」

「え……」

　妙みように素す直なおな気持ちを吐と露ろされて、私は固まった。知花くんにそんなことを言われる日が来るとは。

「水曜日、せっかく会長の体の」

「！」

　言葉の続きを予感して、私は叩くように知花くんの口を塞いだ。

　やっぱり知花くんは知花くんだった。

「いってー、何すんの、会長」

「こっちのセリフだから！　こんなに人が多いところで……！」

「まだ何も言ってなかったのに」

「言わなくていいの！」

　完全にからかうつもりでいる笑顔を、私は見上げながら睨にらむ。

「会長、最後の学園祭なら、仕事とか言ってないでちゃんと楽しみましょうよ」

「……バカ」

「いや、仕事もちゃんとするって」

　バカ。ちゃんと、楽しいよ。知花くんと一いつ緒しよだと、悔くやしいけれど楽しい。

　嫌じゃない。本当は、水曜日だって。

　私はもうすぐ生徒会のメンバーではなくなるから、あの部屋にも行かなくなる。

　水曜日、生徒会の終わりに始まる、あの時間はなくなる。それが、寂さびしいなんて……。




　そのあとは、見回りというよりは、知花くんとふたりで模も擬ぎ店を回って、ただただ学園祭を楽しんだだけとなった。

　この格好も、アリスカフェの宣伝にはバッチリ貢こう献けんしたらしく、色んな人に「どのクラスですか？」と、よく声をかけられた。

　理解し難がたかったのは、模擬店での知花くん。

　朝から働きっぱなしで何も食べていないとは聞いていたから、色んな模擬店に入るのは分かる。だけど、たくさんもらっていたはずのチケットは、一枚も使う様子がなかった。

　お好み焼きとか、たこ焼きとか、そのクラスには行っていたけど、自分の財さい布ふを出していたし……。

「ねえ、使わないの？　貰もらってたよね、チケット」

　気になって気になって、私はアイス屋で財布を出す知花くんにたまらず聞いてみた。アイス屋のチケットも貰ってた。絶対。

「欲しいならあげますよ。はい」

「そうじゃなくて」

　まあ、正直もったいないなとは思っているけども。

「あ、もしかして、私のクラスにも使ってない？　チケット」

「ううん、会長に貰ったやつは使った。ごちそうさまです」

　と、財布からクレープ屋のチケットの半券を取り出して、私に見せる。

　考えていることが、よくわからない……。

　お金を払はらい、知花くんはコーンに乗った三色アイスを受け取る。

「一応、仕事中だってこと忘れないでよ」

　ずっと忙しくしてたから、少しは休きゆう憩けいできればと思ってはいるけど。

　でも河北くんに見つかったら、めちゃくちゃ怒おこられそう。

「はい、会長もひと口」

「!?」

　突とつ然ぜん冷たくて甘い味が口に飛び込んできて、一瞬息が止まった。

「食べたから、共犯」

　と、私が口をつけたのも構わず、知花くんは笑ってアイスを食べた。

　またやられた。ひんやり、あまい。

　女の子にたくさんチケットをもらっていたのを知ってモヤモヤしていたのに、頑かたくなに私があげた分しか使わない様子を見て、その特別扱あつかいに嬉うれしくなってしまっている。

「わ、やば、副会長だ！」

　どこかを見て叫さけんだ知花くんにつられて、私も同じ方向を向く。こちらには気づいていない河北くんが、友達と一緒に向かって歩いてくるところだった。

「あ、ほんと……、……えっ!?」

「怒られたくないから逃にげる」

　ぐいっと強く手を引かれ、逃げるように走り出す。

「ほら、もう、だから言ったのに……っ、知花くん速いよ……！」

「会長、早く」

　駆かけていく。加速する。

　知花くんの言葉を借りるならば、私たちの今の姿は共犯者。

　鼓こ動どうが高鳴る。水曜日だけじゃ足りない。この気持ちは……。




　学園祭も、もう終しゆう盤ばん。あとは、後夜祭を残すのみ。参加は自由だから、毎年半分ほどの生徒は帰宅してしまう。私も、去年までなら帰っていたけど……。今年はどうしよう。

　迷っていたらこんな時間になって、誰だれもいない教室から後夜祭会場の校庭を覗のぞいていた。

　今年は確かダンスと何かをするって聞いたな。ずっとここから見ているのもいいかも。

　そんなことを思い、ふと制服のポケットに手を入れた。スマホと一緒に出てきたのは、水色のりぼん。これは、アリスの衣い装しようを借りた時に胸に着けていたもの。衣装自体は返したのに、これだけ返しそびれていたらしい。

　昼間の熱が冷めなくて、着き替がえる時にぼーっとしていたせいだ……。

　私は慌あわてて知花くんの教室に向かった。




　廊下の壁かべに、まだアリスカフェの名残なごりがある教室。そこに明かりがついているのが見えた。

　よかった、誰かいる。

　ノックをして教室に入ろうとすると、中から声が聞こえてきて、ためらった。女の子の声が、「宏之」と呼んだから。

　知花くんがいる……？　女の子とふたりきりで？

　ドキドキと騒さわがしい胸を押さえて、気づかれないようにそっと中を覗く。

　知花くんと……日高さん？

「何？　話って。俺、行きたいとこあるんだけど」

「それって、あの会長のとこ？」

　自分の話題が出て、まさか見つかったのかと思い、ビクッと肩かたが跳はねた。

　知花くんは、何も答えない。

　私のところに来るはずはない。だって、何も約束はしていない。

　知花くんは、どこに……行きたいんだろう。

「あのさぁ、宏之。クラスのチケット、誰にあげた？」

「誰だっていいじゃん。仲良い人、何人かにあげたけど？」

「噓うそ！　回収したチケット、宏之の担当したやつ一枚しかないんだよ！　会長が持ってた分、一枚！」

　……え？　どういうこと？　私だけ……なの？

　日高さんは、受付を担当していた。知花くんのクラスのチケットは、コピー防止のために直筆で名前が書いてあって……。

　だから、睨まれたんだ。私が、知花くんの名前が書いてあるチケットを唯ゆい一いつ持っていたから。

「最近変だよ、宏之！　絶対誰とも付き合わなかったくせに！」

　知花くんと日高さんはまだ何か会話を続けていたけど、私はすぐにその場から去った。




　自分の教室ではなく、私がたどり着いたのは生徒会室。窓に手をついて、下を向く。

　心音の間かん隔かくが、すごく短い。

　速すぎる。うるさい。考えがまとまらない……！

　窓は閉まっているのに、後夜祭の騒がしさが耳に良く届く。

　疲つかれていないのに、息切れが……。

　──ガチャッ。

「！」

　生徒会室のドアノブが回って、私の他ほかに来客があることを知る。生徒会のメンバーなんて、他にもたくさんいるのに、どうして〝彼〟の顔しか浮うかばないんだろう。

「あ、会長。マジでいた」

　ただでさえうるさい心音が、どくんと大きく高鳴った。

「知花くん、どうして……」

　たった今、二年の教室にいたはずの人が、目の前に。

「いや、もしかして会長、生徒会室にいるかなって思って来てみたんだけど。当たった」

　パタンと閉まる扉とびらの前で、知花くんは笑う。

「私も、今来たところなんだよ……」

「えー、タイミングやば」

　知花くんはすぐに私の隣となりに並んで、窓から後夜祭会場を見下ろした。

「知花くん、なんで……？」

　私がいると思ったら、来るの？　それって……。

「ん？　なんかさっき嫌いやなことあったからさ、会長の顔見たくなって。よかった、会えて」

　またそうやって、勘かん違ちがいをさせる。

　勘違いじゃなければいいのに……とか、そんなことを考えてしまう私はきっと、知花くんに恋こいをしている。




　好き。もうだめ、ごまかせない。




　矢野先生を想おもっていた時とは違う。見ているだけでよかった、あの感情とは全然。

　そばにいたい。触ふれたい。私だけを見てほしい。……こんなはずじゃなかったのに。

「知花くんって、何考えてるのか分かんないよね……」

「なんでですか。結構分かりやすく動いてるつもりだけどな」

「分かんないよ……」

　さらっと好意を表してくれるから、逆に分からなくなる。

　それは、本気なの？

「どうしたんですか、会長。俺のことが知りたいんですか？」

「うん、知りたい……」

「え」

　きっと、知花くんが予想していた私の反応は別のものだった。軽く笑った顔が、かたまっている。

「え？　いやいや、答え間違ってますよ。俺のこと……」

「間違ってないよ、知りたいの」

　眉まゆを歪ゆがめて困ったように笑う顔が、またかたまった。

　窓まど枠わくに手を当てて、乗り出すように見上げている私の顔を、大きな手のひらが隠かくす。

「ちょっと待った。……近すぎ」

　指と指の間から見えた顔は、赤く染まっていた。

「俺も、知らないですよ。会長のこと。ブラの色とかは知ってるけど」

　私の顔を覆おおう手のひらを、ぎゅうっと指でつねってやる。

　そして、見るたびに白のレースをリクエストされていることまで、思い出しちゃダメだ。

「いってー、本当のことなのに。あ、今日は？　何色？」

「教えるはずないでしょ」

「ケチ。今日は日曜日だからなー。脱ぬがして見るわけにもいかないし」

　やっぱり、知花くんは相変わらず、水曜日以外は私に触れようとはしない。

　私が知花くんについて知っていること。約束は守るところ。

　それは、本当ならホッとしなくちゃいけないことなのに。

「あ、じゃあ誕生日は？　三月生まれとか？」

「えっ、何で分かったの？　そうだよ、私、三月三日が誕生日なの」

「当たった。名前が雛子だから、そうかもと思って」

　だから、あんまりさらっと名前を呼ばれると……。

「じゃあ、卒業式過ぎるまで誕生日来ないんですか」

「うん、そうだね。卒業式は、三月一日だから。知花くんは？」

「俺は、一月四日」

「休み中なんだ……」

　まだ過ぎてはいなかったけど、お祝いしたら迷めい惑わくかなくらいのことは考えていた。

　休み中に、わざわざ呼び出して？　その頃ころにはとっくに生徒会の仲間ではなくなっていて、私たちの関係は……？

「自分の誕生日って休み中だし、あんまり好きじゃなかったけど、会長と少しだけ同い年になれるなら結構いいかも」

　だから、またそうやって、呼吸するみたいに勘違いさせて。

「てか、会長が会長じゃなくなったら、なんて呼べばいいんですか？　雛子でいいの？」

「だめ……、禁止……」

　そんなふうに、当たり前みたいに生徒会が終わっても、私を呼ぼうとするから。

「ドキドキしすぎるから、だめ……」

　知花くんは目を見開き私を見て、すぐに顔をそらした。そして聞こえたため息に、不安になる。

「生徒会室、来なきゃよかった」

　さらにそんなことを言われては、オロオロと焦あせるばかり。

　それはつまり、私に会いたくなかったってことで……。

　私、何か変なことを……？

「知花くん……」

　表情が見えないその顔に、手を伸のばす。

「さわんないで」

　けん制する声に、直前でビクッと手を止めた。

「水曜日じゃないのに、手……出しそうになるから」

　触れるのをためらって宙に浮いていた手のひらを、握にぎる。……知花くんの手をつかんで。

　外にいる後夜祭の担当者の声が、スピーカーを通じて聞こえる。今からダンスを始めるらしい。私はそれを、知花くんの腕うでの中で聞いていた。

「会長から来たんだから、もう知らないから」

　苦しそうに、何かを我が慢まんするようにしぼりだす声が、耳に直接響ひびく。

　知花くんの体にぶつかって、はね返しそうなくらいに心臓の動きが激しい。

　こんなの、もっと近づいたらどうなっちゃうんだろう。これ以上深いところにいったら、壊こわれるかもしれない。

　強く抱だきしめられて、もうこれ以上ないってくらいにいっぱいいっぱいなのに、まだ足りない。もっと知りたい。もっともっと。叶かなうなら、全部。

　私たちがどれだけ近づけるのか、教えて欲しい。

　抱きしめられる力が弱くなって、お互たがいの間に少しの距きよ離りができる。見つめ合って、顔が近づく。

　その予感に戸と惑まどって、息を止めた。……瞬しゆん間かん。

「おーい、誰だれかいるのか？」

　ガチャッと生徒会室の扉が開いて、同時に聞き覚えのある声。

　私は反射的に知花くんの体を押して、距離をとった。

　そこから顔を出したのは、矢野先生。

　危ない、見られるところだった……。多分、きっと、キス……をするところだったわけで。

　初めてのキスは、ふたりきりの時じゃないと。正直、かなり残念に思う自分もいるけれど。

「なんだ、ふたりいたのか」

「ど、どうしたんですか？　矢野先生。生徒会室使いますか？」

　今さらすごく恥はずかしくなってきて、自分の顔が真っ赤になっているのがよく分かる。

　照れ隠しで笑ってごまかして先生に話しかけるけれど、それが余計に怪あやしくなっている気がしないでもない。

「あ、いや、使いたいとかじゃないんだけどさ。生徒会室の明かりが見えたから、誰かの消し忘れとかかと思って。ふたりは何してたんだ？」

　何と問われ、正直に答えることなんて恥ずかしすぎて出来ない。

「あ……後夜祭！　後夜祭を見てたんです。ここから綺き麗れいに見えるんで。ね、知花くん」

　若じやつ干かんの噓うそに同意を求めると、知花くんは愛あい想そ笑いで「はい」とひと言頷うなずいた。

「へー、そうだな。本当に綺麗に見えるな。俺も一いつ緒しよに見てていい？」

　先生に聞かれ、ぎくっとするけど、ここで嫌ですとは言えない。

「えーと……」

　と、迷って知花くんを見るのに、ひとりで後夜祭を眺ながめる横顔が目に映るだけ。

「……は、はい。もちろん。みんなダンス上手うまいですよ」

　今初めて見たから、上手いかどうかは分からないけど。そんな本音は隠して笑う。

　変じゃないかな。不自然じゃないかな。いつも通りに振ふる舞まえているかな。

　矢野先生に笑って話しかけながら、私はずっと知花くんのことばかり考えていて、なのにすぐ隣にいる本人の顔は上手く見れないでいた。

　矢野先生といて、こんなに普ふ通つうに話せる日が来るなんて、少し前なら考えもしなかった。

　前だったら、会うと緊きん張ちようして、話せることが嬉うれしくて。だけど、ずっと一緒にいたいなんて願ったことはなくて、学校で話が出来るだけで充じゆう分ぶんだった。

　好きだった。この気持ちを、どんなことをしても守りたいとすら思った。なのに、それは恋こいじゃなかった。結局、憧あこがれ止まりだったのかもしれない。

　本物だと思っていた感情を、自分自身で否定することは少し寂さびしい。

　でも……矢野先生への気持ちが無かったら、知花くんへの恋心にもまだ気づけなかった。




　ほら、また。私、いつも知花くんのことばかり考えている。




　私たちは、後夜祭が終わるまで三人で生徒会室から眺めていた。閉会のあいさつが、校舎の中にもハッキリと響いてくる。

　学園祭が終わっちゃった……。もうすぐ、私の生徒会も終わる。

　時計を見ると、夜の九時を回っていた。

「もうこんな時間か。去年よりも遅おそくなったな」

　矢野先生も、自分の腕うで時ど計けいを見ながら言う。

　そうなんだ。私は去年参加していないから、毎年こんな感じなのかと思っていたけど。

「さて、ふたりはどうするんだ？　俺は車だし、よかったら家まで送っていこうか？」

「あ、いえ、そんな……」

　矢野先生からの申し出を断ろうと、胸の前で手をかざすと、ぐいっと腕を強く引かれ、言葉の続きを失った。

　私の腕をつかむのは、矢野先生が訪おとずれてからずっと口数の少なかった知花くん。

　目の前で、矢野先生が目を丸くしている。きっと私も似たような表情になっているだろう。

「あ、の……、知花くん？」

　顔を見上げて、戸惑いながら名前を呼ぶと、ハッと気づいたような表情を向けられ、すぐに手を離はなされた。

「いえ、何でもないです。俺は大だい丈じよう夫ぶなんで、会長のこと送っていってください」

　また、その噓笑い。この部屋で三人になってから、ずっとこう。

　私の前で、そんな顔しないで。もう知ってしまったから。本当の笑え顔がおを。

「お疲つかれ様でした」

　と、知花くんは生徒会室をあとにした。

「あ……っ、待って！」

　扉とびらが閉まり、私は焦って後を追う。

「伊吹」

　矢野先生に名前を呼ばれ、急いでいた私は何も答えずペコッと頭を下げた。




「知花くん待って！」

　廊ろう下かをスタスタと速く歩いている知花くんに呼びかけて、足を止めさせる。

「どうしたんですか？」

　振り返って私に向けた顔は、ふたりきりなのに愛想笑い。何かを奥に隠かくして誤ご魔ま化かすその表情は、好きじゃない。

「知花くん、なんか……怒おこってる？」

「何でですか？」

「何でって……、何となく……」

　笑っているのに、ずっとピリピリしているのを感じる。矢野先生が来る前の、あのやわらかな空気は少しもない。キスをする前の……。

「あの……、キ、キス……しようとしてたよね？」

　この二文字を出すのは本当に恥ずかしくて、つい声が小さくなる。

　矢野先生が来なかったら、きっと今いま頃ごろは。

「……ごめんなさい。あんなことして」

　勘かん違ちがいだったのかな。一いつ瞬しゆん、その作り笑いの前に、悲しそうな瞳ひとみに見えたのは。

「ごめんなさいって……何？」

　キスをしようとしたことを、謝られているの？　あれは、謝るようなことだったの？

「会長は、矢野先生のことが好きなのに」

　私は、好きな人に何を言われているの……？

「知花くん、何を……」

「会長は、矢野先生と一緒だとよく笑うし、ずっと先生のことばっかり見てて、本当に好きなんだと思っただけです」

「あれは……！」

　矢野先生ばかりを見ていたのは、恥ずかしくて知花くんが見られなかったからで。笑っていたのは全部、照れ隠しで。

　ずっとずっと君のことを考えていたからなのに。

「違うの、私は……！」

　私が、好きなのは。

　勢いで好きだと言いそうになって、顔を見たら言葉が続かなくなった。

　私は好きだけど、知花くんは？

　私が矢野先生をまだ好きだと思っていて、すぐに引こうとして。そんなの……、両りよう想おもいだなんて思っているのは、私だけだったとしたら。

　好きなんて言ってフラれたら、ただでさえ少なくなる接点が無くなってしまう。今まで通り、顔も見れなくなる。

　……怖こわい。どうしよう……、怖い……！

「伊吹！　知花！」

「！」

　動けなくなっていた私の背後からかけられた声に、ビクッと反応した。

　生徒会室から追いかけてきた、矢野先生。

「どうした？　ふたりとも、大丈夫か？」

　私が答える前に、知花くんがすぐに笑って返す。

「何でもないですよ。会長のこと、お願いします」

「ああ、ちゃんと送ってくけど……」

　ふたりの会話が、ノイズと一緒に脳内で響ひびく。

　何でもないって笑えるんだ、知花くんは。簡単に、矢野先生とふたりきりにするんだ。

　やっぱり分からない、少しも。君のこと。




　……言えない。好きなんて、絶対に。
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　嫌きらわれてはいないと思う。むしろ、好かれている方だとすら思っている。

　だけど、それが恋なのは私だけかもしれない。




　学園祭以来、知花くんとはまともに話を出来ず、ついに今日は生徒会最後の日。

　ズーンと重たい気持ちを抱かかえながら、なんとか登校する。猫ねこ背ぜで校門をくぐると、ちょうど同じ時間に登校してきた河北くんと出くわした。

「え!?　会長!?　何その顔、大丈夫!?」

「あ、おはよう、河北くん……。私、顔変？」

「や、変っつーか、やばいっつーか……」

　一応気をつかって言葉を選んでくれたけど、その肝かん心じんな言葉を選び間違えられたらしい。

　やばいって……。でも、自分でも自覚はしている。

　生徒会最後の日。あの水曜日は、もう来ない。

「今日で終わりだな、生徒会」

　河北くんにもしんみりと言われ、私はますます肩かたを落とす。

「そうだね……。大変だったけど、楽しかった」

「俺も。ありがと、会長」

「ありがとうは私の方だよ」

　ふたりで口数も少なく歩いていると、

「おはようございます、会長と副会長」

　後ろからかけられた声に、顔を見なくても体が反応してしまう。

「おはよう、……知花くん」

「おはようございます。なんか、ふたりとも暗いですね」

　知花くんだって、明るく振ふる舞まっているだけでしょ、それ。

　今日も、笑っているふり。それでも、声をかけてくれたことが嬉うれしい。

「宏之、今日の生徒会は時間厳守だからな。絶対遅おくれんなよ」

「えー、ひっど。俺、集まるの結構早くないですか？」

「お前は極きよく端たんなんだよ。早すぎたり遅おそすぎたり」

「遅くなるのは、クラスの都合とかですよ」

「いいから、今日は特に。最後だからな」

「……そうですね、最後の水曜日です」

　河北くんと会話をしていた知花くんが、私をチラッと見た気がした。

　今日も、私が生徒会室に残っていれば、知花くんも残ってくれるのかな。

　私を好きじゃなかったとしても……。話がしたい。ふたりきりで。

「おはよう。なんだ、集まってるな」

　もうすぐ昇しよう降こう口だというところで、矢野先生も合流した。

「おはようございます」

　と、あいさつを返しながら、何か変な違い和わ感かんがあった。

　あれ？　なんか……、なんだろう。いつもと違うような……。

　髪かみを切ったとか？　うーん、違う。

　何かが足りていないような、いつも通りのような、そんな些さ細さいなレベルの違和感の原因が分からなくて、なんか気持ち悪い。

　不意に知花くんに視線を移すと、すっかり笑えみを消して目を見開いている顔が目に入った。

「知花くん？」

　何かあったのかと、尋たずねようとしたら、女子生徒ふたりが矢野先生に駆かけ寄ってきた。

「先生、おはようーっ！　今日うちらね、先生の授業ないんだよ。数学はあるのに！　天あま野のちゃんの授業厳しいから、やなんだけど……、あれ？」

　女子のひとりが、先生を見てピタッと止まる。

「先生、指輪は？」

　……あ。これだ……。

　以前の私なら、考えられなかった。先生の左手に、気付きもしないなんて。

　矢野先生は左手を右手で隠かくし、苦笑いをした。

「ああ、うん、ちょっとな。最近ケンカしちゃってさ。上手うまくいってないっていうか……」

「えー、そうなの？　うちら生徒だったらいくらでも慰なぐさめてあげるよぉ」

「気づかってくれて、ありがとな」

　そんなこと言って、本当に矢野先生なら女子生徒にいくらでも慰めてもらいそう。

　ケンカって……。バレたんじゃないかな。婚こん約やく者の女性に、放課後にやっている行こう為いが。

　少し前の私なら、どうだっただろう。婚約者とケンカしたって聞いて……、喜んだかな。

　知花くんを見ると、口にこぶしを当てて、眉まゆを寄せていた。

　なんで、そんな顔……。

「伊吹」

「あっ、はい」

　矢野先生に呼ばれるとは思わず、つい大きな声で返事をする。

「今日、生徒会最後だろ。終わったら、会長として話があるんだけど、時間いいか？」

「？　はい……」

　そんな私たちを、知花くんはどこか物もの憂うげな瞳ひとみで見ていた。




　ふたりきりになりたい。話がしたい。でも……怖い。

　そんな気持ちをぐるぐると巡めぐらせて、何度もスマホからメッセージを送ろうとしても出来なくて、ついに昼休みになってしまった。

　ため息をついて席を立ち、さゆの席へ。

「ごめん、さゆ。私、お昼は生徒会室に行くね」

「え、まだ何かやること残ってんの？」

「うん、今日で最後だからさ、色々と整理したり片付けしたりしてこようかなって思って。私物も少し置いたままだしさ」

「そっかー、ヒナは生徒会長じゃなくなるんだね」

「うん……」

　自分では何度も言い聞かせてきた。もう会長じゃなくなるって。

　でも人に言われるのとは、全然違ちがう。寂さびしさが、違う。

　最後まで私、頑がん張ばらなくちゃ。




　生徒会室は無人で、とても静か。

　会長の席に弁当箱を置き、椅い子すに座った。机の引き出しを開けて、入れっぱなしにしていた自分の筆記用具を出す。

　ペンケースを持ち歩けばよかったんだけど、便利だからってずっとそのままにしていたんだよね……。

　昼休みは、こっそりと学園祭の準備もした。ついこの前のことなのに、もう懐なつかしく感じる。

　ひとりで仕事をするつもりでいたのに、知花くんが偶ぐう然ぜんやってきて。昼休みはいつも生徒会室で寝ねてるからって言って。結局、毎日手伝ってくれて……。

　あの頃ころは知花くんに対してまだ不信感があって、何かされないかってビクビクしてたな。

　本当は、優やさしい人なのに。もっと早く気づきたかった。

「あっ」

　ペンが転がって、床ゆかに落ちる。拾い上げて、ふと思い出した。

　昼休みは、いつも……？　床に落としていた視線を、上げる。ひとりきりの生徒会室の扉とびらが、開いた。廊ろう下かの方から中へ一歩踏ふみ出し、その人はその場で止まる。

「……会長？　なんで……」

　ふたりきりにはなりたいと思っていたけど、心の準備をしていない時に限って……。

「知花くんこそ……」

「あ、いや、俺は……その……」

　答えに迷っているようだけど、本当は知ってる。いつもここに寝るために来てるって。

　私がいたら、きっと居づらいんだ。私も、とても気まずいから、ちょうどいい。

　今すぐ出ていくね。って……言えばいいだけだし。うん……。

「俺は……」

　パタンと、扉が閉まる。私たちふたりを閉じ込めて。

「俺は、会長がいればいいのにって、思ったから来ました」

　コツンと靴くつ底ぞこが床を叩たたく。こちらに近づく足音に、肩が跳はねた。

「今日は、水曜日です」

　縮まる距きよ離りに、怖おじ気けづいて後ずさりをするけど……、

「だから、逃にげないで」

　強い眼まな差ざしに、逆らえない。

「今日が最後だから」

　最後って、何？　最後にしなきゃいけないの？

　手にそっと触ふれられ、壊こわれ物を扱あつかうみたいに、ふわっと優しく抱だき寄せられる。触れられている場所も分からないくらいに、やわらかく。

　なのに、胸だけがギュッと締しめ付けられるように痛い。

　この背中に、腕うでを回したら、そしたら……。

　知花くんの背中に、手を伸のばす。抱きしめ返す、その直前。

「よかったですね」

　耳元で囁ささやくような、低い声。

　〝よかった〟……？

「矢野先生が、婚約者と上手くいってないって」

　知花くんがゆっくりと私の体を放す。

「なに……言ってるの？」

　矢野先生が彼女と上手くいっていないことを、よかったって言ってるの？　私に？

「不ふ謹きん慎しんですか？　でも会長は、矢野先生のこと、ずっと好きだったから」

　なに笑ってるの？　そんなの、見せなくていい。笑わないで。

「生徒会のあと、矢野先生と話すんでしょ？　……上手くいくといいですね」

　やめてよ。そんなの、私……。

「水曜日は……。放課後、……生徒会室にいなきゃいけないんじゃないの？　知花くんが言ったんだよ」

　それは、契けい約やく。今日だけは、君のもの。水曜日しか、そばにいられない。

　だから、お願いだから、まだ……。

「もう終わりです。……頑張って下さい」

　最後は、知花くんがどんな表情をしていたのか、分からなかった。顔が見られなくて、苦しくて、うつむいていたから。




　遠ざかる靴くつ音おとと、扉が開く音で、またこの部屋にひとりきりになったことを知った。

　よかったですね、って。頑張って、って……なに？

　もっと、強く抱きしめてくれればよかったのに。触れられた感かん触しよくが、少しも残っていない。何だかずっと、ひとりでいたみたいに。

　涙なみだが頰ほおを伝って、やっと理解した。

　ああ、そっか……。私、告白もしていないのに、フラれちゃったんだ。そっか……。

　毎週水曜日、恋こい人びと同士のような行こう為いのその先で、何かが始まったのは私だけだった。




　気分がどんどん重たくなっていく。こんな気持ちで、最後の生徒会を迎むかえるつもりじゃなかったのに。

　放課後になり、ホームルームが終わっても、私は自分の席で頭こうべを垂れて、少しも動けないでいた。

　生徒会室に行かなくちゃ。私、会長なんだから。今日までは、まだ。

　行きたくない。数時間前にフラれたばかりで、どんな顔をして会えば……。

　会いたくない。だけど、会えなくなることを考えたら、もっと辛つらい。

　本当は、会いたい。今すぐ。自分のことが分からない……。

　大きくため息をつくと、さゆが私の背中をポンと叩いた。

「ヒナ、何してんの？　生徒会は？　矢野先生来てるよ」

「え？」

　顔を上げて教室の入口を見ると、矢野先生が立っていた。

「先生、どうしたんですか？」

　私は自分のかばんを持って、教室を出る。

「今から生徒会室行こうと思ったら、めずらしく伊吹がまだ教室にいるの見えたからさ。何？　具合悪いとか？」

「あ、いえ……、そういうんじゃないんです。元気です」

「そっか。それならいいんだけど」

　私はいつも早めに生徒会室に行っていた方だったから、変に思われたのかもしれない。

　そのまま成り行きで矢野先生と一いつ緒しよに生徒会室に向かうことになったけど、こんなところを知花くんに見られたら誤解されるかな。

　……ううん。誤解したって、きっと何とも思わない。

「そうだ、ちゃんと覚えてるか？　今日の生徒会が終わったら話があるって言ったこと」

「はい、大だい丈じよう夫ぶです」

　会長としての話ってことは、引き継つぎのこととかだろうし。

　そんな気分にはなれないけれど、それはそれ。割り切ろう。

　矢野先生と話していても、うわの空になる。もう少しで生徒会室……。

　昼休みの記き憶おくが鮮せん明めいに蘇よみがえってきて、忘れられない。出来るなら今すぐここから消えたい。

　キュッと唇くちびるを結んで、下を向く。矢野先生の手と、私に合わせて小さな歩ほ幅はばで歩く足が見えた。

　手……。そういえば、指輪してないんだっけ。結けつ婚こん前で、婚約の段階なのに、もう結婚指輪を身に着けるほど仲がいいんだろうと思っていたのに。理由は、放課後の女子生徒との……？

　人にはいい顔をしておいて、誰だれにもバレずに、いつまでもあんなこと続けられるわけないんだから、ちょうど良かったと思う。

　何でもない顔を装よそおって先生と喋しやべりながら、こんなことを思っている私は、いい子のふりをしているだけ。

「気になる？」

「え？」

　先生に問われ、何のことかと聞き返す。

「指輪」

「あ……」

　名詞ひとつで、聞かれていることの意味が分かってしまった。

　ジロジロと見ていたつもりはなかったんだけど……。

「いえ、そんな……」

「いいよいいよ、生徒の間でも、結構噂うわさ広まっちゃってさ。先生かわいそうって言われまくって、今日一日困ったよ」

「そうなんですか……」

　かわいそうかな。先生が？　違ちがうでしょ。それは、婚約者の女性の方。傷ついているのは、きっと彼女。

「伊吹には、あいつの顔見られてたからなぁ」

「可愛かわいい人でしたよね。とてもお似合いでした」

「はは、ありがと。でも、ケンカして泣かせたし……。悪いのは俺なんだけど」

「はい、そうですね」

　先生が悪い人なのは、ずっと前から知ってる。

　冗じよう談だんっぽく言っていたけど、悪いのは先生で、彼女を泣かせたのも先生で、それはきっと真実なのだろう。

　そんな気持ちで、とても自然に肯こう定ていを返してしまい、先生が絶句してから、自分の言った言葉に気がついた。

「あっ、すいません！　そういう意味じゃなくて……！」

　実際、そういう意味なんですが。なんて本音は、さすがに言えない。

　慌あわてて取り繕つくろうと、矢野先生はフッと吹ふき出して笑った。

「なんだよ、びっくりしたな。そのブラックジョークやばいな。伊吹ってそんなんだっけ？　なんか変わったよな」

「あはは……」

　棒読みの笑いでごまかして、その場をやり過ごす。本気にとっていないみたいで、助かった。

　こんなことを言ってしまうなんて、矢野先生の言う通り、本当に私は変わったのかもしれない。そうだとしたら、それは絶対、知花くんのせい。

　矢野先生を好きなままなら、気持ちを隠かくしながら、笑って先生の隣となりにいただろう。

　もう少しで、生徒会室。入りたくない。行きたくない。顔が見れない。怖こわい……。

　なのに、どういうわけか、好きになったことを少しも後こう悔かいしていない。

　生徒会室には、先に矢野先生が入る。

「おはよう、皆みんな揃そろってるな」

　矢野先生のあいさつに、応こたえる声が聞こえる。

　皆いるのに、彼の声ばかりを耳が大きく拾ってしまうのは……。

　私は意を決してドアノブに手をかけた。

「お、おはようございます……」

　矢野先生に続いて生徒会室に入ると、すでに揃っていたメンバー全員がこちらを見る。もちろん、知花くんも。

　いきなり心臓が騒さわぎ出すけど、平静を装う。

「会長遅おそかったね、めずらしい。矢野先生と一緒に来たんだ」

　河北くんに言われたのに、なぜか私の視線は知花くんに向いていく。

「うん、たまたま廊ろう下かで会って……」

　そこでパチッと目が合い、思いっきり逸そらしてしまった。

　私のバカ。不自然なことを……！

　感じ悪かったかな。嫌いやな思いをさせていないといいけど。

　心配になって、また知花くんを視界に入れる。

　矢野先生と一緒だったこと、少しくらいは気にしていたり……しないかな。

　未練がましく、まだこんなことを考えている。




「それでは、本日の議会は終しゆう了りようです」

　生徒会室に入ってから、一時間も経たっていない。普ふ段だんの議会よりもずっと短い時間で終わってしまい、私は席を立ってお辞じ儀ぎをした。

　今日でおしまいだから、これからの行事もないし、話し合うことだってないんだから、当たり前なのだけど。

「えっと、来期も引き続き生徒会メンバーになっている人もいますので、来週からも業務の方よろしくおねがいします。私みたいに今日で終わりの人は、引き継ぎのためにまだやることもありますが、とりあえずは今日で生徒会活動は終わりということになります。ありがとうございました」

　皆も立ち上がり、拍はく手しゆをする。終わった……、本当に。私の生徒会が。




　次々と生徒会室を出て行くメンバーを見送りながら、私は机の上を撫なでた。

　先ほど自分で言った通り、まだ次の会長のためにやることは残っているけれど、ここを出たら最後、もうここは私の居場所じゃなくなる。

　窓の外を見る。図書準備室に、明かりはない。それも当たり前。だって、矢野先生がまだここにいる。

　生徒会室で知花くんとふたりきりになったあの日、この机の上で……。

　なんて、変なことを思い出してしまい、机から目を背そむけたくて逸らした視線の先には、その時にちぎれたブラウスの胸むな元もとのボタンが。

「!?」

　私は駆かけ寄り、慌ててボタンを拾って制服のポケットにしまった。

　掃そう除じもしていたのに、何日も経って、どうして今さら……!?

「伊吹、どうかしたのか？」

「あ、いえ、落とし物です……」

　先生に近寄られ、胸元を手で隠す。もう、ボタンは全すべて付いているのに。

　生徒会室には今、私と矢野先生の他ほかに、知花くんと河北くんが残っている。

　河北くんは生徒会室に残した私物の整理をしていて、知花くんがそれを手伝っている。

「河北くん、私も手伝おうか？」

「平気平気、もう終わるから。会長は、矢野先生とまだ何か仕事残ってんだろ？」

「うん……」

　河北くんは、自分のかばんにノートや資料を入れていく。

　矢野先生は私の肩かたに手をポンと置いた。

「じゃあ、伊吹そろそろいいか？」

「あ、はい」

　と、矢野先生は扉とびらの向こうに行く仕草を見せた。

　生徒会室で話をするんじゃなかったんだ。そういえば、資料みたいなものは何も持っていないし、職員室とかなのかな。

「よし、終わり。ありがとな、宏之」

「いえ」

　生徒会室を出て行く直前、片付けが終わったふたりの会話が聞こえた。

　知花くんも、帰っちゃうのかな。矢野先生との話が終わってもまだ残っていてくれるのなら、私……。

　河北くんに向いているその横顔を見ながら、生徒会室の扉を閉めた。




　先生が歩く後ろを、ボーッとうつむきながらついていく。

　かばんはわざと生徒会室に置いてきた。また戻もどる理由を作るために。

　本当に、未練がましい……。矢野先生の話、長くなるのかな。

　職員室なら、他の先生方もまだ残っている人はいるだろうし、その人たちまで話に加わったりしたら絶対時間かかるだろうな……。

　矢野先生が立ち止まったから、顔を上げる。だけど、そこは職員室じゃなかった。暗い、狭せまい部屋。矢野先生が先に入り、電気のスイッチを入れる。

　あれ？　ここは……？

　部屋名が書いてあるプレート。そこには、〝図書準備室〟。

「え？　先生、話って……」

「ああ、話があるから移動してきたんだけど、どうかしたか？」

「いえ、職員室なのかなって思ってたので……」

「そっか、場所伝えてなかったよな。悪い」

　あれ？　え？　私、何でここにいるの？

　今日は、水曜日。矢野先生にとっても、……水曜日。

　生徒会が終わって、そのあとは……。

　生徒会室の窓から見えるのは、この部屋。私がいるのは、あっちのはず……なのに。

　違ちがう。生徒会の話なんかじゃない。

　嫌な予感がして、入ってきたばかりの扉から出ようとするけど、先生に腕うでをつかまれて止められてしまう。

「矢野先生、……は、はなして……ください」

　だめ、ここにいちゃいけない。

　胸の音が騒がしい。

「俺が、何で指輪してないと思う？　ここでのこと、あいつにバレちゃってさ」

「なんの……話ですか……」

　つかまれている腕が痛い。

　私の怯おびえている様子は、見れば分かるはずなのに、矢野先生は笑っている。

　どうしよう、怖い。逃にげなきゃ……！

「伊吹なら知ってるだろ？　ずっと生徒会室から見てたんだから」

　今……、なんて？　生徒会室からって……、言った？

「せんせい……、どうして」

「気づいてないと思ってたのか？　おかしいと思ってたんだよ、生徒会が終わっても、ずっと明かりがついてたから」

　バレてた……!?　私がずっと、見ていたことが？

「生徒会室から見えるってことは、ここからも見えるってことなんだよ。伊吹だよな？　水曜日、カーテンの裏に隠れてたのは」

　鼓こ動どうが大きく脈打って、声にならない。

　私がずっと見ていたことに気づいていて、先生はそれでも……？

「焦あせったよ。最近知花と一いつ緒しよにいただろ？　伊吹が好きなのは、俺のはずなのに」

　何……言ってるの？　この人……。

「生徒会室で、知花といるところも、見えてたよ。先生に内緒で何やってたんだ？」

「っ!!　……やっ、先生！」

　強く腕を引かれ、私の体は真ん中にあるテーブルの上に倒たおされる。

「知ってたよ。伊吹がして欲しかったのは、こういうことだろ？」

「違……っ、やめて！」

　先生の体が覆おおいかぶさってきて、振ふり払はらった手が先生の眼鏡に当たった。カシャンッと、床ゆかにぶつかる音がする。その手をテーブルに押し付けられて、身動きが取れない。

「い……っや、やだ、誰だれか！　知花くん！」

「知花が来るわけないだろ。騒さわいだって何も得なんかないんだ。伊吹はいい子だから、分かるだろ？」

　……いい子？

　昔から、散々言われてきた、それは言わば私の代名詞のようなもの。そこには、いい意味ばかりが含ふくまれていたわけではなくて、嫌な思いだってしてきた。

　だけど、矢野先生に言われるのは嫌きらいじゃなかった。今も、そう思ってる。

　だって、矢野先生には、本当の私を知ってほしいとは思わなかったから。

「いい子なんかじゃない！　私は……っ！」

　矢野先生は私の手を離はなし、その手で口を塞ふさぐ。そして……。




「会長！」

　ガラッと勢いよく扉が開いて、知花くんの目に飛び込んできたのは、私の上に体重をかけている矢野先生の姿だっただろう。それはきっと、誰の目から見ても、私が襲おそわれているようにしか見えなかったわけで。

「っ、てめぇ！」

　知花くんは真っ先にこちらに駆け寄り、矢野先生の胸むなぐらをつかむ。

「知花くん、待っ……！」

　止めに入るのが、遅おそかった。

　頰ほおを殴なぐられた矢野先生は、派手に机から落ちる。殴られたのは頰なのに、先生が押さえているのは左目。

「会長大だい丈じよう夫ぶですか!?　なんかされてない!?」

「ち、知花くん……、どうしよう……」

　知花くんに両りよう肩かたを支えられ、私はかろうじて顔を上げていられる。

　私の震ふるえる右手には、いつかのブラウスのボタン。




　知花くんがここに駆かけつける、ほんの数秒前。私に覆いかぶさる矢野先生の左目に、とっさに制服のポケットから出したボタンを押し付けた。

　いきなり大きな悲鳴を上げられ、どさっと体が落ちてきて、それに驚おどろいてさらに下から蹴けり上げてしまった。

　そこに知花くんが入ってきて……。

「ど、どうしよう……。眼鏡だから、コンタクトしてるなんて思わなかったの！」

　矢野先生が悲鳴を上げて目を押さえた理由。それは、眼球に張り付いたままコンタクトが割れたから。

　血が出ていたらどうしようと、怖こわくて見れない。小さく響ひびいたレンズの割れる音が耳から消えない。

　知花くんは目をパチパチ瞬またたかせてから、涙なみだ目めの私をギュッと抱だきしめた。

「会長は？　無事？」

「う、うん……」

「よかった……」

　なんで知花くんがここにいるの？　もういなくなったのだと思ってた。

　私たちの水曜日は、もう終わりって……言ってたのに。

　色んな感情が溢あふれて、痛いくらい抱きしめる腕の強さが嬉うれしくて、涙が一気にこぼれた。荒あらい息づかいは、ここまで急いで来てくれた証しよう拠こで、きっと私のためで……。

　また勘かん違ちがいする。期待をしてしまう。

「宏之、職員室から先生連れてきたぞ！　会長が危ないってどういう──、うわ!?　何だ!?」

　河北くんが、ひとりの男性教きよう諭ゆを後ろに図書準備室を訪おとずれ、この惨さん状じようを見て声を上げた。

「矢野先生、これは……」

　男性教諭も現場を見て、眉まゆを寄せる。

「生徒会長、何があったのか説明出来ますか？」

　男性教諭に優やさしく諭さとされ、知花くんが私の肩かたをギュッと抱いた。

　矢野先生が「う……」とうめきながら、目を押さえて立ち上がる。

「はい……」

　返事をしてから、目をこすって涙を止める。

　まだ体は震えているけど、大丈夫。知花くんが、こんなにそばにいるから。

　抱きしめた理由は、やっぱり分からない。好きだからじゃないのかもしれない。それでも私は、君が好き。

　まだ言葉にして伝えていなかったこの想おもいを口にしたら、どんな顔をするんだろう。




「会長、大丈夫？」

　警察が来たらまたちゃんと話を聞かせてほしいと言われ、私は生徒会室に移動して、ひとまず待機することになった。

　知花くんが、一階にある自じ販はん機きから飲み物を買ってきてくれて、私の頰にぴたっと当てた。

「わ、びっくりした。ありがとう……」

　温かいココアの缶かんを受け取り、両手で包む。

　私が座っている隣となりの椅い子すに、知花くんも座る。長机だから、隣となり同どう士しがすごく近い。

　警察か。一生お世話になるつもりなかったのに。事件の当事者になっちゃった……。

　手の中にあるココアは、すごく熱い。なのに、まだ震えが止まらない。

　それを察してか、知花くんは私の頭を引き寄せ、自分の肩に乗せた。

「もう一回聞くけど、大丈夫？」

「う、うん……、だいじょう……」

「大丈夫なら、今すぐ手、離すから」

　君への想いを知ってか知らずか。そんな言い方は、ズルい。

「大丈夫じゃ……ない……」

　何度も頭を撫なでられて、不思議と安心してくる。

「知花くん、どうして来てくれたの？　それに、何で私があそこにいるってこと……」

　もう帰ってしまったのだとばかり思っていたから、すごく驚いた。

　名前を呼んだら、本当に現れた。幻まぼろしかと思った。

「俺はずっと生徒会室にいました。会長が戻もどってくるかもしれないって少しだけ期待してて」

　頭を撫でる手が止まる。

「そしたら、図書準備室に明かりがついて。今日はカーテンのせいで中が見えなかったけど、……嫌いやな予感がしたから」

　撫でるのをやめた手のひらが、私の背中に回る。確かめるように、怖こわ々ごわと抱きしめる手は、微かすかに震えていた。

　この震えは、知花くんのもの？

「焦って生徒会室飛び出したら、帰る途と中ちゆうの副会長に会って、誰か先生を連れてきてくれるよう頼たのみました。中にいるのが会長じゃなくても、勘違いでも別によかった」

　咳せき込みそうなくらい強く抱きしめられて、息をするのも難しい。

「勘違いの方が、よかった」

　苦しそうに絞しぼり出され、私からは見えない表情が、分かる気がした。

「もっと早く助けに行けなくて、ごめんなさい」

「何で知花くんが謝るの……」

「俺が遅かったせいで、会長にひとりで撃げき退たいさせちゃったから。目つぶしと……あとどこに蹴り入れたんですか？」

「忘れてよ……」

　どこを蹴っ飛ばしたかは、特に。

「ありがとう、来てくれて……。嬉しかった」

　今さらになって、鮮せん明めいに思い出す。机に押し付けられた手の痛み。恐きよう怖ふに震える私を見て、笑う顔。

「呼んでたの、知花くんのこと……。そしたら本当に助けに来てくれた」

　私は知花くんを抱きしめ返して、子供みたいにしゃくり上げながら泣いた。

「怖かった……っ」

　私の声は、知花くんの体に遮さえぎられてこもって聞こえただろう。

　ゆっくり背中をさすられて、触ふれたところが温かい。そのぬくもりに、また涙が溢れた。

「いくら好きな人でも、無む理り矢や理り襲われたら怖かったですよね」

　優しく背中を撫でられながら、気づかうようにとんでもないことを言われて、私は知花くんから離れた。

「……何言ってるの？」

「いや、だから、いくら矢野先生のことを好きでも、って」

　まだそんなことを思っていたなんて。

「好きじゃない、矢野先生のことなんて。ぜんっぜん！」

「はぁ？　だって、後夜祭の時、矢野先生と話しながらすごい嬉しそうだったじゃないですか。俺のこと少しも見ないくらいに」

　私の不ふ機き嫌げんが伝でん染せんしてしまったのか、知花くんまでムッと眉を寄せて私を見る。

　知花くんが私を避さけ始めたのは、きっとこれが原因で、私の恋こいは肝かん心じんなところが少しも伝わらない。

「嬉しそうに見えたんなら、それは私がずっと知花くんのことばっかり考えてたせいでしょ」

　売り言葉に買い言葉。今の状じよう況きようには、そんな言葉がぴったりと当てはまる。

　私、全然可愛かわいくない。

「少しも見なかったのは、恥はずかしかったからだから……」

　そう言いながら、今もまた目が合わせられない。

　知花くんはすぐに返しをくれず、しばらく溜ためたあとにようやく言ったのが、

「え？」

　ひと言。というか、一文字。

「知花くんが言ったんだよ。矢野先生のことを忘れさせてあげるって。もう……とっくに忘れてる」

　だめ。ここから先は、目を逸そらしたままじゃ。

　少し背の高い目線に合わせるために、見上げる。

　私から伝染したのは不機嫌だけじゃなくて、顔色も。

「言ったでしょ、私は知花くんのことが知りたいの。水曜日だけじゃ、足りない」

　この熱さが、君にも伝わってほしい。

「俺、結構分かりやすくしてたつもりですけど」

　ふわっとやわらかく笑った知花くんは、私の頰ほおを手のひらで包んだ。

「俺の何が知りたいんですか？　どこから教えて欲しい？」

　せっかく可愛い笑え顔がおを見せてくれたと思ったら、もういつもの意地悪な顔。悔くやしいのは、そういうところも好きになってしまったから。

　私は、頰を包む手に自分の手を重ね、睨にらむように見上げた。




「全部。悪いことも、全部」

　知花くんは笑って、私の顔を引き寄せた。

「会長は、本当に悪い子ですね」




　君はいつもいつもその言葉で、私がいい子に戻ることを許してくれない。

　だから、君の前では悪い子でかまわない。

「もう会長じゃないよ」

「それなら」

　唇くちびるにやわらかな感かん触しよくが落ちる。

「雛子」
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　それから、一ヵ月。矢野先生は学園を去り、しばらく校内はざわついていたけれど、ようやく落ち着きを取り戻して来た。

　季節は、春から夏に。

　新会長も生徒内ではすっかり定着して、私はただの伊吹雛子になった。

「はー、本当にショック。矢野先生、結構好きだったんだけどなぁ」

「まだ言ってる～。イケメンだったからでしょ？　でもさぁ、生徒に手を出してたのは、さすがにキモくない？　めっちゃ多かったらしいよ、人数」

「やばいよね、二十五のおじさんが。そこは引くわぁ～」

　ある日の昼休み。廊ろう下かで窓の外を見ていたら、矢野先生のことを話題にしている女子ふたりの会話が耳に入ってきて、いけないとは思いつつ、耳を寄せてしまう。

　何でもないふりをしながらドキドキして、窓まど枠わくに手を乗せた。

「大だい丈じよう夫ぶだって。雛子のことは、誰だれにもバレてないから。副会長……河北先せん輩ぱいにも、先生たちにも、口止めしてるし」

　しれっとした顔で隣となりにいるのは、知花くん。

　呼ばれるたびに、自分の名前が雛子だったことを思い出す。まだ、今も、知花くんに下の名前で呼ばれるのには、慣れていない。

　まだ……ドキドキする。

「でも良かった。矢野先生の目、無事だったみたいで」

　あの日、私がボタンで割ったコンタクトは、矢野先生の目に炎えん症しようを起こしてしまったらしいけど、大事には至らなかったと聞いた。

　まさか、目が悪いのに伊達だて眼鏡だったとは。そして、コンタクトだったとは。

　とっさの目つぶしで少しひるませて、逃にげる隙すきが出来ればと思ってやったことが、とどめを刺さす結果となった。

　もう矢野先生はいないのに、今でも思い出すと怖こわい。

「あんな奴やつ、心配することないじゃん。もっとボッコボコにすればよかった。河北先輩来るの早すぎ」

　この人、本当にやりそう。人の目がないところでは、ためらいもなく。

　知花くんは周りに目を配って、誰もいなくなったのを確かく認にんしてから、ヒソヒソと囁ささやくように話し始めた。

「てかさ、何でボタンとか持ってたの。あれ、そのブラウスのっぽかったんだけど、まさか矢野先生に……」

　制服の胸むな元もとを気まずそうに指さされ、私は手で隠かくした。

「バカなこと言わないで。何もされてないから。あのボタンちぎったの、知花くんでしょ」

「は？　俺？」

　次は、私が周りに目を配る番。こんなことを、しかも廊下で話していて誰かに聞かれたら大変。

「あれは、知花くんが最初の日……、私の服……」

「ああ、俺が上に乗っ」

「わざわざ言わなくていいから！」

　続きは聞かなくても予想はつく。

　私は真っ赤な顔で、知花くんの口を手で塞ふさいだ。

「あれが、あの日偶ぐう然ぜん生徒会室で見つかったから、たまたま持ってたの」

「なんだ、よかった。あいつが雛子のブラ見てなくて」

「……知花くんいつも何言ってるの？」

　ピンクが好きなのかとか、白のレースが良かっただとか、最初からブレなすぎる。

「だって、全部俺のなのに」

　ふてくされるように唇をとがらせる横顔から、目を背そむける。

　確かに全部、知花くんのものでいいんだけど……。うん。

「あ、そうだ、悪いんだけど、今日も先に帰ってもらっていいかな？　私、図書室で勉強してから帰ろうと思ってて……」

　校内で事件が起ころうが、私がショックを受けようが、受験は待ってはくれない。

　生徒会が終わってから、私と知花くんは一いつ緒しよに帰ることが多かったけれど、最近はずっとすれ違ちがっていた。

　その代わりというか、なんというか、昼休みは毎日一緒にいる。こんな日々も、数ヵ月後には終わりが来るのだけど……。

「別に、勉強終わる時間まで待ってるけど」

「そんなの悪いよ。結構遅おそくなる予定だし、今日は水曜日じゃないから……」

　知花くんは、今期もまた引き続き生徒会のメンバーとなった。

　生徒会がある水曜日なら、私が勉強で遅くなっても、同じく議会に出席していて遅くなった知花くんとちょうどよく一緒に帰れるんだけど。

　知花くんはムッとして、私の頰をぎゅっとつまんだ。

「え、なに？」

「いや、勉強勉強って、そればっかりで、俺のこと忘れないで欲しいなーって」

　なんか可愛いこと言い出した。

　普ふ段だんスレたことばっかり言っているけど、やっぱり年下だったんだと自覚する。

「忘れないよ。というか、逆だから……」

「逆って？」

　頰から手を離はなした知花くんは、ふたつに結んだ私の長い髪かみをつまんで遊び出した。

　ツンツンと何度も弱く引かれて、むず痒がゆい。

「私、いつも知花くんのことばっかり考えてるの。だから……困る。受験生なのに」

　髪の毛を引っ張る手が止まる。

　恥はずかしいこと言ったかも。そう思ったのも束つかの間。知花くんは私の手を握にぎり、歩き出した。

「えっ、なに？　どこ……」

　引かれるままについては行くけど、速度が速い。

　走り気味になりながら連れてこられたのは、誰もいない生徒会室の中。

「待って、私もうここには……っ」

　生徒会室は、私の居場所じゃなくなった。だから、ここに入るのは抵てい抗こうがある。

　そう伝えたいけど、何も話すことが出来ないのは、唇を唇で塞がれたから。

「っん……、知花く……、んん……っ」

　話をしようと唇を離しても、またすぐに塞がれて、何も言えない。

　壁かべに背中を押し付けられて、身動きが取れなくて、好き勝手にされてしまう。

「話聞いて、……バカ」

「やだ」

「も……、ちょっと、っん……」

　深い口づけの途と中ちゆうで、どさくさ紛まぎれに背中から手が侵しん入にゆうしてきて、私はただ知花くんにしがみつく。

　もぞもぞと指先が動く違い和わ感かんに、ビクッと体が反応してしまう。

「っ!!」

　背中でプチッと音がして、胸を襲おそった突とつ然ぜんの解放感に、私は知花くんの体を押しのけた。

「こ、こら！」

　ホック外された……！

　腕うでをクロスにして胸を隠しながら抗こう議ぎをすると、知花くんは反省するどころか、私に向かってべーっと舌を出した。

　こんなことをするから、またますます知花くんのことばっかり考えてしまうのに。

「いきなり引っ張って部屋に入れられたら、びっくりするでしょ」

　そして、問題は、私がそれを嫌いやだと思っていないことだと思う。

「つーか、さすがに可愛かわいいこと言いすぎ。俺のことばっかり考えてるとか、言っちゃダメじゃん」

「き、気をつける……」

「いい。もっと言って」

「どっちなの……」

　あと、近い。私の首に腕が回って、真正面に顔があって、恥ずかしくて目を逸そらしたくなる。




　なんで好きになっちゃったんだろう。いつから好きだったんだろう。

　気づいた時には、もう遅かった。そばにいたくて仕方ない。

　この恋こいは、予定外。




「今日、やっぱり帰り待ってる。暗いところ、ひとりで帰したくないし」

「でも……」

「心配しなくても、送るだけだから。変なことしない。受験が終わるまでは、色々我が慢まんする」

　そんな心配は、一応していなかったんだけど。

　でも、それはきっと本当。知花くんは、約束は絶対に守るから。

　少し寂さびしく思うけど、私ばっかりそんなことは言っていられない。

「その代わり、受験が終わったらいっぱいご褒ほう美び」

「ご褒美？」

　首をかしげると、私の耳に口を寄せた知花くんが、囁いた。




「教えて欲しいんでしょ？　悪いこと、全部。……雛子」




　私が、名前を呼ばれるたびにドキドキしていることを知っていながら……、わざとだ、絶対。

　小さくこくんと頷うなずくと、知花くんは目を細めて笑った。




「やっぱり、悪い子ですね」




　……君にだけは、言われたくない。
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　品行方正、真ま面じ目めな生徒会長。

　校内の生徒のほとんどが彼女に対して抱いだいているように、俺が思う伊吹雛子という人間への評価は正にそれだった。

　彼女が生徒会長で、俺が生徒会役員じゃなかったら、絶対に交わることのない人種。




「おはよう、知花くん」

「おはようございます、会長。てか、やめて下さいよ、名字で呼ぶの」

　本当は、口で言うほどその呼び方に抵抗はないけど、お決まりの朝のやり取りに、会長は軽く笑う。

「そういえば知花くん、その茶ちや髪ぱつはいつになったら元に戻もどすのかな？　校則違い反はんだよ」

「え？　俺、元からこの色ですよ」

「生え際ぎわは黒いでしょ。適当言わないの」

「あ、バレた？」

「こら、もう……」

　校門を前にして軽口を叩たたいていると、紺こん色いろの制服に交ざって、グレーのスーツ姿が視界に入ってきた。

「今日も生徒会のメンバーは仲がいいな」

　銀ぎん縁ぶち眼鏡の奥の瞳ひとみが笑っている。その顔を見たとたん、会長は前まえ髪がみをササッと右手で整え始め、頰ほおを染めてその人の名前を呼んだ。

「あっ、矢野先生……、おはようございます」

　元々サラサラの髪の毛だから、直してもさっきと特に変わりはないけど。

「今日生徒会の日だよな？　頑がん張ばろうな」

「はい」

　生徒会顧こ問もんの矢野先生と、会長の会話を黙だまって見守る。

　俺と話してた時より、声高くなってんじゃん。分かりやすすぎ。

「じゃあな」

　矢野先生が軽く上げた左手には、薬指にシルバーのリングが光っている。

　会長は、名残なごり惜おしそうにその背中を見つめていた。

「知花くん？」

　名前を呼ばれ、お得意の笑えみが自分の顔から消えていたことに気づき、俺はパッとすぐに笑みを貼はり付けた。

　品行方正で真面目ないい子ちゃんの生徒会長は、どうやら婚こん約やく者のいる大人に恋をしているらしい。




「知花くんは、どうして生徒会に入ろうと思ったの？」

　その日の放課後の生徒会室で、誰だれよりも早く着席をして資料を用意し始めた会長が、二番目にやってきた俺に、突然そんなことを聞いてきた。

　ホワイトボードに付属しているマーカーを落としそうになって、慌あわててキャッチする。

「どうしてって……」

　校則違反しまくってるくせにって意味か？　この真面目を擬ぎ人じん化したような人から見れば、俺みたいなのが進んで生徒会役員になりたがるのは理解できないのかもしれない。

　まあ、本当に褒ほめられたものではない理由なのは確かだけど。

「友達に言われたんですよね。『お前みたいなチャラい奴やつが生徒会に入れたらウケるよな』って。だから、ちょっと遊び半分みたいなものです。当選した時、一番ビビったの俺だし。まさか信任票が多いとは思わなかった。でも内申書良くなるって聞いたし、まあいっかって……」

　そこまでヘラヘラと笑いながら言うと、会長がポカンと口を開けてこちらを見ていることに気づいて、口を止めた。

　会長は、いかにも「学園をより良くしたくて自ら生徒会長になりました」って感じの人だし、俺みたいな考えは理解できないのかもしれない。むしろ、軽けい蔑べつすらしてたりして。

　さすがに正直に言いすぎたかと言い訳を探していると、そのポカンと開いた口から出てきた言葉は、想像のどれとも違ちがっていた。

「……すごいね、知花くん。だって、別に生徒会の仕事がしたかったとかじゃないんでしょ？　なのに、サボったりもしないし、議会ではちゃんと意見出すし、いつも真面目だから」

　何か、多分、なぜか褒められている。

「いや、だから、それは内申書が……」

「悪いよりはいい方がいいじゃない、誰だって」

「はあ、まあ、そうですけど」

　てっきり、「そんな不純な動機でやる仕事じゃない」とか、そういうことを言われるとばかり思っていたから、返答を用意していなくて言葉に詰つまってしまう。

　真面目って。誰が？　俺が？

「いつも早く生徒会室に来て準備してくれてるし、偉えらいなって思ってたの。ありがとう」

　マジか、この人。さらにお礼まで言ったぞ。

　動どう揺ようして、変な笑顔しか作れない。

　この後に、他ほかのメンバーが来るまでの間、会長とどんなやり取りをしたのかは記き憶おくにない。

　ただずっと、俺に向けた笑顔が綺き麗れいだったと思い返していた。




「それでは、今日の議会はこれで終しゆう了りようです。お疲つかれ様でした」

　会長のあいさつで、週に一度の生徒会は終わりを告げる。

　次々と退室していく中、会長はただひとり席に着いたまま動こうとしない。

「会長はまた居残り？」

　俺が聞きたいことを代弁してくれるように、副会長の河北先せん輩ぱいが会長に声をかける。

　「また」というのは、いつも会長は皆みんなを見送ってから最後に出て行くから。

「うん。今日の内にまとめとこうと思って。終わったら私もすぐに帰るから」

　今日はそんなに大した話し合いはしてなかったと思うけど。

「そっか。じゃあ、お先に」

　そう言う副会長に続き、俺も軽く頭を下げて扉とびらの向こうに足を踏ふみ出す。

　ニコニコと笑いながら「お疲れ様」と言う顔と、一いつ瞬しゆん視線が重なった。口角は上がっているはずなのに、どこか泣きそうな表情で。




「会長って本当に真面目だよなー。前任の会長は適当くさかったから、余計にそう思うわ」

「そうですね」

　歩きながら、副会長の隣となりで相づちを打ってはみるものの、俺は何となく腑ふに落ちないでいた。

　真面目？　いや、実際真面目なんだろうけど、何か気になる。上手うまく言えないけど、それだけじゃないような……。

　扉を閉める前の表情が脳のう裏りを離はなれない。それは、予感のようなものだったと思う。

「あ、俺忘れ物しました。生徒会室戻らないと」

「はあ？　会長の邪じや魔ましてくんなよ」

「しませんよ」

　副会長に小言を言われつつ、噓うそをついてきびすを返す。




　生徒会室に戻り、音を立てないように扉を開ける。会長はこちらに背を向けていて、戻ってきた俺に気づかない。

　カーテンを半分ほど開いて、窓の向こう側に視線を送っている。

　今日のまとめなんかしてないじゃん。外に、何か……──。

　会長の視線の先を目で追って、息を吞のんだ。

　確か、ここから見える部屋は図書準備室だったと思う。遠くて見えづらいけど、人物の顔は見間違えたりはしない。矢野先生と、……女子生徒？

　鏡のように映し出す夜の窓ガラスは、会長の苦しそうな表情までも俺に見せてくれる。

　そこには扉の外にいる俺の姿も映し出されているはずなのに、矢野先生しか見ていない会長の視界には入りもしないらしい。

　俺は一歩も生徒会室に入ることなく、そっと扉を後ろ手で閉める。

　……何だ？　今のは。

　さっきまで、顧問としてここにいた教師が、別室で女子生徒と。

　矢野先生の、左手の指輪が頭をかすめる。

　婚約者のいる男が……、教師が、うちの生徒と？　しかも、校内で？

　それを見ていた会長は、矢野先生のことが好きで……。頭が混乱して、上手く考えが巡めぐらない。会長は、なんであんなの黙って見続けて……。そこで、一瞬思考が止まる。

　……いつからだ？

　毎週水曜日、会長はひとりきりでこの部屋に残る。会長は、いつから知ってた？
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　やっぱり、ひとりで我が慢まんしてるとかじゃないのか？　誰にも言えなくて、毎週苦しんでるとか。

　つーか、あれを知った後でも好きでい続けてるっぽいのは理解できない。

　会長みたいな、いい子ちゃんが。

　あれから一週間後の生徒会室で、相変わらず矢野先生に好意の目を向けている会長をジーッと観察する。

「あの……、知花くん、何かな？」

「え？」

　矢野先生を追っていたはずの目と、俺の目が合う。

　議会中、ホワイトボードに当てていたペン先のインクが、ぐにゃっと変な方向に歪ゆがむ。

「ずっとこっち見てるから、気になることでもあるのかなって思って」

「どうせ宏之のことだから、サボる理由でも考えてたんだろ」

　俺が答える前に、副会長がため息をつきながら勝手に答える。

　俺のイメージ、マジで悪いな。いいけど、別に。上手い言い訳も思いつかないし、話が逸それたならそれでいい。俺にとっては、その程度のことだったのに、

「違うよ。知花くんはサボったことなんて一回もないから。真ま面じ目めに仕事してくれてるよ」

　会長は、当たり前のように副会長の意見を否定した。

「知花くん、もし具合悪いとかなら言ってね」

「……大だい丈じよう夫ぶです」

　得意の作り笑いで答えて、またホワイトボードに向き直る。

　何、人の心配してるんだ。今日も、ひとりきりの生徒会室で苦しそうな顔をするのは自分のくせに。

「えーと、それで、……あれっ？　一枚足りない……」

　次の話し合いに移ろうとした会長が、慌あわてながら手元のプリントを机に広げ始めた。

　そこに、矢野先生が近づいてくる。

「伊吹、足元に落ちてるよ」

「えっ？　あ……」

　床ゆかに手を伸のばした会長が反射的にその手を引いたのは、矢野先生も同じ場所に手を伸ばしたから。

　右手同士でも触ふれたのだろうか。会長は、自分の右手を左手で押さえて、赤くなった顔を隠かくすようにうつむいた。

　……イライラする。いい教師のふりをして、今日も図書準備室を使うつもりの矢野先生にも。全部知っているくせに、バカみたいな恋こいをしている会長にも。
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　それからも、会長は毎週水曜日にひとりだけ生徒会室に最後まで残っていた。

　また、見ているのだろうか。あのカーテンの隙すき間まから。どんな気持ちでいるんだろう。

　会長が矢野先生に好きだと伝えたら、彼女も簡単にあちら側に行ってしまうのだろうか。

　矢野先生が女子生徒と図書準備室を使うのは、生徒会が終わった水曜日だけらしい。それなら……。




　会長だけが残っている生徒会室に戻もどり、扉を二回ノックする。

「会長、まだいるんですか？」

　分かっていながら、何食わぬ顔を作って部屋の中に入る俺の姿に、会長はハッとした顔を向けた。

「ど、どうしたの？　知花くん、忘れ物？」

　矢野先生のことを庇かばっているのか、会長は後ろ手でカーテンを握にぎって、窓の外を隠す。だけど、そんな行動は俺には通用しない。全すべて、知っているから。

　焦あせりながら必死に制止しようとしている姿に、苛いら立だちすら覚える。

「知ってますよ。向こう側で、矢野先生が生徒としてること」

「ち、知花くん……？」

「会長って、矢野先生のことが好きなんじゃなかったんですか？」

　もうやめだ。この人の前で、素す直なおな後こう輩はいでいるのは。

「好きな人があんなことやってんの見て楽しいですか？　しかも婚こん約やく者までいる人ですよ。結構クズなん──」

「秘密にして……！　お願い……。誰だれにも言わないで」

　意外だった。会長なら、第三者に知られた時点で、潔いさぎよく矢野先生の秘密を認めると思っていたのに。

　誰にも言えなくて、苦しんでいるのだと思っていた。誰かに助けを求めているのだと思っていた。水曜日の放課後は、いつも苦しそうな顔をしていたから。

　『品行方正、真面目な生徒会長』？　そんなんじゃない。この人は。

「お願い……。何でもするから」

　そうさせたのは、あいつのせいか？

「会長、悪い子ですね」

　沸わき上がる感情が外に出ないように閉じ込めて、会長の手を握る。

「秘密にしますよ。約束。その代わり、毎週水曜日、生徒会が終わったあと、俺とここで会ってください」

「……それだけでいいの？」

　会長は、拍ひよう子し抜ぬけしたとでも言いたげに、目を丸くする。

　毎週、好きな人の痴ち態たいを見続けているくせに、少しも変な発想にならないことが逆におかしくて、フッと笑いが漏もれてしまった。

「あんなもん隠れて見てたくせに、ずいぶんピュアなんですね」

　会長の手を引き寄せ、自分の頰ほおに触れさせる。

「もちろん、会うだけで済ますつもりないけど」

　やっと、俺の言っている意味に思い当たったらしい会長は、目を見開いて一いつ瞬しゆんで顔を真っ赤に染めた。

「どうします？　やめる？」

　やめるって言え。そしたら、矢野先生がやっていること、全部公おおやけにしてやる。

　好きでもない男にこんな条件を出されて、守るような価値なんかないだろ、あんな教師に。

「やめない……」

　ぐっと涙なみだをこらえて、それでも会長は声を絞しぼり出す。

　……実はバカなんじゃないのか、この人。何でそうなるんだよ。

　ここにいるのは、俺が知っている会長じゃない。必死に、どうしようもない恋を守ろうとしている、かわいそうな人。

　他ほかに、どんな顔を隠しているんだろう。俺は、それが見てみたい。

　最初は、ただの興味だった。

「やっぱり会長は、悪い子です」

　カーテンの向こう側に目をやる。矢野先生の背中のせいで、相手の女子の姿は見えていない。

　毎週水曜日。この約束があれば、俺と生徒会室にいる限り、会長はそちらには行けない。

　この顔は、俺だけのものだ。

　まだ今は、それだけでいい。……そう思っていた。
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　朝、校門で会うたびに、会長に警けい戒かいされ続けて一週間。

　いつもは笑え顔がおであいさつを返されていたから、引きつった口元を見るのは新しん鮮せんだった。

　そして、今日はまた水曜日。生徒会の日。

「ねー、宏之、今から生徒会室に行くの？」

　ホームルームも終わり、放課後になって、かばんを持ってすぐに席を立つ俺のそばに、クラスメイトの日高が寄ってきた。

　綺き麗れいに巻いた長い茶ちや髪ぱつを頭の高い位置でふたつに結んで、バッチリメイクを施ほどこした大きな瞳ひとみが俺を見ている。

　それに比べて会長は、せっかくのサラサラのロングヘアを耳の下でふたつに結んでいて、メイクなんてもちろんしていない。同じふたつ結びでも、こうも違ちがうものなのか。

「そう、今から生徒会室」

「えー……新しく出来たカフェに行こうと思ったのにぃ。たまにはサボっちゃいなよ。どうせ、やりたくてやってるわけじゃなかったじゃん、生徒会なんて」

「まあ、そうだけど」

　生徒会に興味はなかった。友達にはやし立てられて、ノリで立候補してみたら当選しただけのこと。……でも。

『いつも早く生徒会室に来て準備してくれてるし、偉えらいなって思ってたの。ありがとう』

　真っ直すぐな瞳でお礼を言う姿を思い出す。

　立ち止まった足を、再び教室の扉とびらがある方へと進める。

「……いや、生徒会行く。ごめん、カフェは誰かと行って」




　日高は、途と中ちゆうまで行き先は一いつ緒しよだからと、廊ろう下かを歩く俺の後ろをついてきた。

　今日俺と行きたかったらしい店の特とく徴ちようを話す日高に、適当に返事をしながら歩いていると、視界の端はじに矢野先生とひとりの女子生徒が一緒に歩いているのが見えた。

　あの女子は確か、朝に矢野先生にまとわりついていた……。

「あれ？　宏之、生徒会室そっちじゃなくない？」

　何となく気になって、ふたりのあとをついて行きそうになったけど、日高に指し摘てきされ、横目で見るだけに留とどまった。

　ふたりの姿が見えなくなるまで気になったのはきっと、今日が水曜日だからだ。




　生徒会室には一番乗りというわけにはいかなかった。副会長に続き、俺は二番目。

　めずらしい。会長なら、すでに来ている時間だと思ったのに。

「宏之か。早いな」

「副会長の方が早いじゃないですか」

「うちは、ホームルーム終わるの結構早いから」

　副会長と話をしながらも、意識は扉の方へ向いてしまう。

　少しだけ副会長と雑談をしていると、間もなくして会長が顔を出し、恐おそる恐る探さぐるように声をかけてきた。

「おはよう……ございます」

「おはよう、会長。めずらしいな、一番乗りじゃないなんて」

　会長の様子は特に気にかけることもなく、副会長は普ふ段だん通りに声をかける。

「うん、ちょっと友達と話してて。今日も河北くんに負けちゃったね」

「これ、勝負だったんだ？」

　苦笑いをしながら副会長と話したあと、会長は俺に目をやった。警戒するように、唇くちびるをキュッと結んで。

「おはようございます、会長」

「……おはよう」

　消えそうな小さな声であいさつを返した会長は、決意したようにギュッとこぶしを握にぎる。

「知花くん、生徒会が終わったら、話があるんだけど、……いいかな？」

　その言葉に、目を見開く。どれだけ視界が広がっても、目の前の光景に変わりはない。

　会長は表情を強こわばらせながらも、まっすぐにこちらを見すえている。

　まさか、会長から俺とふたりきりになりたがるとは思わなかった。

　……まあ、どうせ、あの取引はなしにしろってことだろうけど。

　でも、それでいい。そしたら今度こそ、矢野先生の罪を公表出来るのだから。

「はい」

　俺は笑顔を作り直して、返事をした。




　その日の話し合いも終わり、生徒会室には俺と会長のふたりだけ。

　席を立って会長に近づくと、早さつ速そく窓の向こう側の図書準備室に明かりが灯ともったのが分かった。

　毎週同じ時間に同じ部屋に入って、バレる心配とかはしていないのか。今日もカーテンちゃんと閉めてないし。

　現に、会長にも俺にもバレてしまっているわけだし、色々と詰つめが甘すぎる。

「会長、見て。後ろ」

　俺の指を追って、会長が窓の方へ視線を移動させる。

　しかも相手のあの子は、朝に矢野先生に寄ってきた子だ。俺が生徒会室に行く前に、矢野先生と歩いていた。あの時点で、すでに図書準備室を使うことは決めていたのだろう。

　矢野先生たちの姿を見た瞬しゆん間かん、会長はずっと震ふるえさせていた手から力を抜ぬいた。まるで、全すべてを諦あきらめるように。

　……そんなに傷ついた顔をするくらいなら、毎週見なければいいのに。

　放心する会長の手を握り、すぐに机の上に押し倒たおす。声にならない悲鳴が聞こえた。

「ち、知花くん……」

　怯おびえた声で名前を呼ばれ、フッと笑って見せる。

　早く、言え。やめろって。

　会長の制服の襟えりに触ふれて、乱暴に胸を開くと、プチッとブラウスのボタンが弾はじけ飛んでいくのが見えた。

「知花くん、待っ……、待って！」

「何ですか？　俺に話があるって言って、自分から待ってたのは会長でしょ。今さらやめてとか言っても無む駄だ」

　こんなことを言っておきながら、分かっていた。会長が俺を自ら引き止めたのは、こんな取引はやめにさせるためだということを。

　だから早く言え、今日こそ。好きでもない奴やつにここまでされて、守るような男か？　あれが。

「だ、だから、あの……っ」

　早く。

「あ、ありがとう……っ！」

　予想外の言葉に、俺はピタッと動きを止めた。

　……何の礼だ？

「何言ってんですか、セリフ間違ってますよ」

　人がせっかく悪役になってやろうと思っていたのに、驚おどろいてついに指摘してしまう。

「ま、間違ってない……。知花くん本当に黙だまっててくれたでしょ、先生のこと。だから……」

「はい？　まさか、俺に話があるって、それのこと？」

「そうだよ……。約束守ってくれて、ありがとう……」

　マジでバカなんじゃないのか、この人……。

　脱だつ力りよくしてしまい、ガクッと頭を下げる。

　まぶたを固く閉じて体を強ばらせている会長は、俺のこの落らく胆たんには気づいていない。机の上で作ったこぶしは震えていて、それでも逃にげようとはしない。

　何で我が慢まんしてるんだ。俺なんか今すぐ押しのけて、助けを求めに行けばいいのに。挙げ句の果てには「ありがとう」だと？

　もったいないな。この人が、矢野先生なんかを想おもい続けているなんて。

　会長の首筋に顔を近づけて、キスの痕あとを残す。

「っ……いた……」

　痛みに顔を歪ゆがめて声を漏もらすものの、会長は頑かたくなに閉じたまぶたを開こうとはしない。

　体を完全に離はなし、机の上に座ると、これ以上は何も起こらないと察した会長も同じように体を起こした。

「会長は、なんで毎週あんなの見てるんですか」

　窓の向こう側を指差すと、その先を追った目がすぐにそこから逸そらされたのが分かった。

　ほら、そうやって、本当は見たくなんかないくせに。

　だからといって、誰だれにも言えなくて苦しんでいるわけでもない。それならどうして……。

「期待……してるの。今日こそは、何もしないのかもって……。もう、今度こそ誠実になってくれるんじゃないかって……期待してるの」

　俺は、会長がこんなにも苦しい表情をしているのを見たことがない。

「今日も、だめだったみたいだけど……」

　品行方正で、真ま面じ目めな生徒会長。いい意味でも悪い意味でも〝いい子〟なその人は、皆みんなにそう思われていて、それは俺も例外ではなくて。

　だけど、ここにいるのは、誰よりも恋こいに不器用な女の子。手のひらを伸のばし、頭を撫なでると、ポカンと口を開いて驚いている瞳ひとみが俺を見る。

　……そうか。会長は、〝女の子〟だったんだ。

　俺は自分の制服のブレザーを脱ぬぎ、会長の頭から被かぶせた。

「っ!?　な、なに……」

「さっきからずっと、見えてますよ」

「!!」

　開いた胸を忘れていたのか、会長は顔を真っ赤にさせて慌あわてて自分の胸むな元もとを隠かくした。

「じゃあ、また来週。逃げちゃダメですよ」

　そう言い残し、ひとりで生徒会室を出る。無人の廊ろう下かは暗くて、自分の姿も見えにくい。

　俺のキスマークが残っていると分かっていて、矢野先生に告白するほど会長はバカじゃないだろう。

　毎週水曜日。この約束があれば、その日だけは俺のものだ。

　あなたが、カーテンの向こう側へ行ってしまわないように……──。

〝ただの興味〟だったはずのそこに、何か熱をもちながら、廊下の先を睨にらむように見すえて歩き出した。
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「知花くん、ねえ」

　どこかで声が聞こえる。真っ暗で何も見えない。

「知花くん、そろそろ起きた方がいいんじゃない？　昼休み終わっちゃうよ」

　……そうか、寝ねてるから暗いのか。

　ボーッとする。体に力が入らなくて、ずっとこうしていたい。

「宏之……くん」

　聞き覚えのある声で、聞き覚えのない呼び方に、バチッと反射的に目が開いた。

　視界に飛び込んでくるのは、真っ赤になって驚く会長の顔。

「あれ？　会長……」

　自分がどんな状じよう況きように置かれているのか、今いち理解できない。

　どこかの教室で仰あお向むけで眠ねむっていたらしいのに、後頭部が少しも痛くないのは、会長に膝ひざ枕まくらをしてもらっているから。

　何だ？　この状況。

「さっきまでブレザー着てたのに、半はん袖そでとか寒くないんですか」

[image: ]

　校則違い反はんや、服装に厳しい人なのに、めずらしい。

「会長とか何……。敬語だし」

　会長が不満げに頰ほおを膨ふくらませる。会長呼びや敬語のことを言われても、俺は、この人に対してはずっとこうだったはず。てか、その顔可愛かわいいな。

　そもそも、俺たちはどうしてこんな……。

　ゆっくり起き上がり、目をこする。ボーッとしていた頭が、どんどん覚めてきた。

「あれ？　あ、夢見てた。昔の」

　そうだ。昼休みをふたりで過ごして、眠いから膝貸してって試ためしに言ってみたら、渋しぶ々しぶ応じてくれたんだった。

「何？　昔の夢って。私が出てたってこと？」

「うん。ピンクのブラ着けてたよ、会長」

　寝ね起おきの頭にバチンと一発食くらわされ、完全に目が覚めた。

　もっと可愛い照れ隠し出来ないのか。

「いつまでも会長とか呼ばないでよ」

「そっちだって、ずっと知花くんって呼ぶじゃん」

「う、うう……」

　俺の指し摘てきに言葉も出なくなった彼女の表情がおもしろくて、目の前で笑ってしまう。

　暗い視界の中で聞こえたあれは、夢だったってことにしておこう。

「雛子」

　手のひらで頰に触れると、ピクッと小さな反応が返ってくる。まっすぐにこちらを見て、逸らすことはない。

「夢の中より可愛い」

　他ほかの誰かを想って、苦しそうにしているよりも。




「俺に恋してる顔が、一番可愛い」
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